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はじめに

志木市教育委員会

教育長柚木 博

志木市を地理的に眺めてみると、北側は荒川|低地、そして南側は武蔵野台地に位置してい

ます。特に、この武蔵野台地から低地に移行する手前の台地縁辺部には、古くは旧石器時代

から残された遺跡、がベルト状に分布しています。

現在、 当市では遺跡としては、 14遺跡が登録されていますが、これらの遺跡からは、今ま

で実施された発掘調査により、数多くの遺構・遺物が発見されています。

そして、遺構・遺物がもっ情報を正確に解読することにより、昔の生活や当時の様々な技

術を解明することにつながりますが、まだまだ完全に解明されたとは言えないで しょう 今O

後は発掘調査で得られた膨大な情報を如何に正確に読み取るかが我々に課せられた使命と言

えるかもしれませんO

さて、ここに刊行する「志木市遺跡群 16~ は、国庫・県費補助事業として、教育委員会が、

平成15・16年度に発掘調査を実施した市内遺跡発掘調査事業の調査成果をまとめたものです。

今回発掘調査を実施 した城山遺跡は、旧石器時代から近世にかけての幅広い時期の複合遺

跡です。特に本遺跡内には、市指定文化財の 『城山員塚」があ ることで有名です。

具体的には、今回、第 46地点と第55地点の調査が行われ、縄文時代前期から近世にかけて

の多くの遺構・遺物が発見されました。特に、縄文時代前期の住居跡は、 当市では 2例目の

発見につながり、城山貝塚との関連で今後研究が進むものと思われます。また、 古墳時代中 ・

後期の住居跡、そして平安時代の住居跡・溝跡なども発見されましたが、近世の道路状遺構 

1本が発見されていることにも注目されます。この遺構については、この地点から 100mほど

東側にある「舘氷川神社」とを結ぶ古道の可能性があり、地域史を研究する上でも貴重な発

見となりました。

以上のような貴重な発見により 、志木市の歴史にまた新たなる 1ページが追加されたこと

になりました。今後もこうした新発見が、郷土の歴史研究に、ひいては幅広い学術研究に役

立てられることを切に願うものです。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、格別のご理解とご協力を頂いた事業主体者、

そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多く の万々並びに関係者に対し、心から感謝

中し上げる次第です。
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1.本書は、埼玉県志木市に所在する遺跡群の平成15 ・ 16年度分の調査成果と平成14~16年度に発掘調

査を実施した城山遺跡第� 46・55地点を発掘調査報告書としてまとめたものであるO 

2.発掘調査 ・整理作業は、志木市教育委員会が主体となり、国庫及び県費の補助金の交付を受け実施した。� 

3. 本書の作成において、編集は尾形則敏 ・深井恵子が行い、執筆は下記以外を尾形則敏が行った。

深井恵子 第� 2・3章第� 3 ~ 5節の遺構

青木修 第� 2・3章第� 2節、第� 4章第� l節� 

4.石器の実測及び観察表の作成は、(有)アルケーリサーチ(代表取締役 藤波啓容)に依頼した。� 

5.自然科学分析については、株式会社ノ� fレオ・ラボ(代表取締役 藤根 久)に依頼し、その結果を

付編に併載するものである。� 

6.遺物の実測は、星野恵美子 ・松浦恵子 ・鈴木浩子が行った。遺構のデジタルトレースは深井恵子・

青木修が、遺物のトレースは深井恵子が行った。写真撮影は青木修が行った。� 

7 .調査組織

調 査主 体者志木市教育委員会

教 育 長細田信良(平成12年� 7月~平成 17年� 6月)

柚木 博(平成17年10月~)


教育長職 務 代 理 者 新 井 茂(平成17年 7 月 ~9 月)


教育 政策部長白砂正明(平成15年� 4月~平成16年� 3月)


杉山 勇(平成16年� 4月~平成17年� 3月)

新井 茂(平成17年 4~6 月 o 10月~)

参事兼生 涯 学 習 課 長 土 橋 春 樹 (平成12年� 4月~平成16年� 3月)

宮川英夫(平成18年� 4月~半成19年� 3月)

生涯 学習課長大熊章只(平成16年� 4月~平成18年� 3月)

吉田 洋(平成19年 4 月 ~)

生涯学習謀主幹金子雅佳(平成14年 8 月 ~16年 3 月 、 平成14年 8 月 ~16年 3 月)

醍醐 一 正(平成� 16年4月~平成18年3月、平成18年8月~平成19年3月)


内田 誠(平成18年 4 月 ~7 月)


今 野 美 香(平成19年 4 月 ~11月)


大熊克之(平成19年12月 ~)


生涯学習課主査佐々木保俊(昭和61年 4 月~)

関根正明(平成� 9年� 4月~平成15年� 7月)

今野美需(平成15年� 8月~半成19年� 3月)

生 涯学習課主任尾形則敏(昭和62年 4 月~)

倉部恵子(平成14年� 4月~平成18年� 3月)

松永真知子(平成18年 4 月~)

志木市文化財保護審議会神山健吉(会長) 


井上園夫 ・高橋長次 ・高橋 豊 ・内田正子 (委員)
 

8.発掘調査及び整理作業参加者� 

0城山遺跡第46地点


調査 担 当者 尾形則敏 


調査員深井恵 子


発掘協力 員 青 木 修 ・遠藤英子・鎌本あけみ ・鈴木浩子 ・高野美子 ・


星野恵美子 ・松浦恵子・ 山 口優子 ・藤岡智子(早稲田大学)



重機オペレータ 田中三三(大塚屋商庖)

尾 形 則 敏

深井恵子

O城山遺跡第55地点

調査担当者

調査員

調査補助員

発掘協 力員

青木 修(平成15年10月~)

遠藤英子・奥野恭子・鈴木浩子・高野美子・星野恵美子・

松浦恵子・山口優子

重機オペレータ 田中三二(大塚屋商匝)

O整理作業

深 井 恵 子

青木修

調 査員

調査補助 員

整理協 力員 遠藤英子・鈴木浩子・星野恵美子・松浦恵子

9.各遺跡、の発掘調査及び整理作業・報告書作成には、以下の諸機関・諸氏のご教示・ご援助を賜った。

記して感謝する次第である(敬称略)。

埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課・(財)埼玉県埋蔵文化財調査事業団・埼玉県立埋蔵文

化財センター・朝霞市教育委員会 ・朝霞市博物館 ・新座市教育委員会 ・和光市教育委員会 ・富土見

市教育委員会・富士見市立水子貝塚資料館・志木市立志木第四小学校

荒井幹 夫・ 井上 洋 一 ・上山 寛・江原 JI憤・ 大谷 徹・加藤秀之・片平雅俊・

隈本健介・栗同 j閏・栗原和彦・小出輝雄・肥沼正和・小滝 勉・小林寛子・

粛藤欣延 ・笹森健一・笹森紀巳子 ・斯波 治・鈴木一郎・高橋 学・照林敏郎・

根本 靖・野沢 均 ・早坂属人・ 福田 聖・藤波啓容・堀 善之 ・松本 富雄 ・

三田光明・柳井彰宏・山田尚友・山本 龍 ・和田 晋治

城山遺跡第46地点(開発主体者 個人)

(開発主体者 個人)

城山遺跡、第55地点(開発主体者 個人)

凡 例

1.本報告書で使用した地図は以下のとおりである。

第 1・2図 1 : 10，000 I志木市全岡」アジア航測株式会社調製

第 3肉 1 : 2，500 ゼンリン電子住宅地図 デジタウン 「埼玉県志木市」平成15年 8月発行株式

会社ゼンリン

2. 挿関版の縮尺は、それぞれに明記した。

3. 遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。

4. ピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示し、単位はcmである。また、同

一遺構内にあるピットでも、おそらく後世のピ y 卜と思われるものには、数値を省略した。

5. 遺構挿閃版中のドットは遺物出土位置を示すが、遺物が密集する場合は個体別にドットマークを換

えて表示した。番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。

6. 遺構挿図版中のスクリーントーンについては、各挿図版内にその内容を示したが、遺物挿図版中の

スクリーントーンは、土器の場合は赤彩範囲を示すが、遺物番号下に黒彩とあるものは、黒色土器の

黒彩範聞を示し、 ;白器の場合は使用跡を示す。

7. 遺構の略記号は、以下のとおりである。

J二縄文時代の住居跡 H=古墳時代後期・ 平安時代の住居跡 D二土坑

M=溝跡 W二井戸跡
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第28表住居跡出土の炭化種実一覧
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図版� l 城山遺跡第46地点� 
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図版� 6 城山遺跡第� 46地点� 

1. 27号井戸跡� 2. 28号井戸跡� 3. 1号道路状遺構調査風景� 4. 1号道路状遺構 (東から) 

5. 1号道路状遺構� (西か ら� 6・7. 1号道路状遺構掘り 方
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図版� 8 城山遺跡第46地点� 
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図版� 9 城山遺跡第� 46地点� 

1. 155号住居跡 ・� 33守溝跡出土遺物� 2.井戸跡 ・ピット 出土造物� 3. 土坑出土遺物

図版10 城山遺跡第� 46地点� 

333号土坑出土造物

図版11 城山遺跡第46地点� 

1. 1号道路状遺構出土遺物� 2 遺構外出土遺物

図版� 12 城山遺跡第55地点� 

1.表土剥ぎ風景� 2. 357号土坑� 3. 359号土坑� 4. 158号住居跡遺物出土状態� 

5. 158号住居跡貯蔵穴� 6. 158弓住居跡カマ ド� 7. 158号住居跡壁溝� 8. 158号住居跡



図版13 城山遺跡第 55地点 

1・2. 159号住居跡遺物出土状態 3. 159号住居跡 4. 159号住居助新田壁溝 
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図版14 城山遺跡第 55地点 

1. 356号土坑竪坑部 2. 356号土坑(東から) 3. 356号土坑(酉から) 

4. 356号土坑(北から 5. 356号士坑(南から 6. 356号土坑主体部 A 

7. 358号土坑粘土出土状態 8. 358号土坑

図版 15 城山遺跡第 55地点 

1. 359号土坑出土遺物 2. 158号住居跡出土造物 3. 159号住居跡出土遺物

図版 16 城山遺跡第 55地点 

1. 160号住居跡出土遺物 2. 33号溝跡出土遺物 3. 356号土坑出土遺物

図版17 城山遺跡第55地点 
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図版18 出土 した炭化種実

図版19 植物珪酸体
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第� 1章 平成15•16年度の調査成果� 

第� 1節� 市域の地形と遺跡、

( 1)地理的環境と遺跡分布

km志木市は、埼玉県の南西部に位置し、市域はおおよそ南北4 1km、東西4.73 の広がりを もち、面積

市域西部の本町・柏町・幸町地区は、古多摩川によって形成さ れた武蔵野台地の上にある。また、 市内

柳瀬川の� 3本の川が流れている。
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7.
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の形成した沖積低地が拡がり、地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、 荒川(旧入間川)

そして西部から中央に新河岸川と合流するには東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、

こうした自然環境の中で、 市域遺跡の大部分は、 柳瀬川 ・新河岸川右岸流域の台地縁辺部に帯状に分
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第 1章 平成 15・16年度の調査成果

名付けられている。 また、荒川・新河岸川が形成した沖積低地でも、馬
ば

場
んは

遺跡(1 2)、宿遺
しゅく

跡(1 4)、関
せき

ねひょう ζやかたあと

根兵庫館跡(13)のよう に自然堤防上に存在する遺跡も明 らかにされつつあり、将来的には新たな遺跡

が相次いで発見される可能性がある。なお、市内の遺跡、総数は、現在前述した12遺跡に塚の
つか

山古
の やま

墳は)、 

城山貝塚
ろやまかいづか

(9 )を加えた 14遺跡である(第 l図)。 

(2 )歴史的環境 


次に市内の遺跡を時代順に概観してみるこ とにするC
 

1 .旧石器時代

旧石器時代の遺跡は、柳瀬川右岸の中道・西原大塚・中野 ・城山遺跡で確認されている O

中道遺跡では、昭和62 (1987)年の富士見 ・大原線(現ユリノキ通り)の工事に伴う発掘調査により、

立川ローム層のW層と部・ VI層 ・VII層で文化層が確認さ れており、磯群、石器集中地点が検出されてい

る。これにより、黒曜石製のス クレイパーやナイフ形石器、安山岩や凝灰岩の石核や剥片などが発見さ

れているO

西原大塚遺跡では、 西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査により、 右器集中地点が検出されてい

る。石器集中地点は、 平成 6 (1994)年度には 2ヶ所、平成 7 (1995)年度には lヶ所が検出され、ナ

イフ形石器・ 剥片などが発見されてい る。

平成 1 1~ 14 ( 1999~2002) 年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第49地点か ら も立J 11ロー ム層

の第IV層下部か ら、黒曜石・且岩の石核 ・景IJ片が約60点出土している。

平成13(2001)年に発掘調査が実施された城山遺跡第42地点では、 立J11ローム層の第W層上部と第VII

層の 2ヶ所で石器集中地点が確認され、黒曜石 ・安山岩 ・チャ ー 卜・ 頁岩などの扶入石器・ まIj片など32

点が出土しているO 

2.縄文時代

縄文時代では、 西原大塚遺跡を中心 lこ中期後葉の遺跡、が集中し、城山貝塚の周辺の城山遺跡からは、

前期末葉(諸磯式期)の住居跡や土器がやや多く検出さ れる傾向にある。

ここでは、 時代の推移に従って説明することにするO まず、 草創期では、 平成 4 (1992)年に発掘調

査が実施された城山遺跡第 16地点、から爪形文系土器 1点と平成10 (1998)年に発掘調査が実施された田

子山遺跡第51地点から有茎尖頭器 1点が出土しているのみである。

早期では、 遺構の検出例はまだ少ないが、住居跡として、平成 18(2007)年に発掘調査が実施された

中道遺跡第65地点で検出された早期末 葉 (条痕文系)の 10号住居跡が最古のものと言える。土器として

は、因子山遺跡で撚糸文 ・沈線文・ 条痕文系土器が出土しているが、御巌神社を中心とする東側でやや

多く出土する傾向があ る。 また、 富士前 ・新邸 ・城山遺跡からは、撚糸文系土器が数点出土 し、 条痕文

系土器は、中野・因子山遺跡では炉穴に伴い出土してい るO

前期では、西原大塚 ・新邸遺跡で住居跡(黒浜式期)、城山遺跡で、は住居跡 3軒(諸磯式期)が検出

されている。そのうち、新邸遺跡のものは貝層をもっ住居跡で、あ る。また、平成 2 (1990)年度に市指

定文化財に認定された城山員塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された斜面員塚と考えられる。

中期になると遺跡が最も増加するO 特に、 中期中葉から後葉の勝坂式~加曽不iJE式期にはその傾向が

強くなり、中野 ・城山・ 中道・ 西原大塚 ・因子山遺跡で住居跡、を中心に土坑も検出さ れている O 特に西 

-4-



第 1節 市域のI也形と遺跡

)反大塚遺跡では、住居跡が環状に配置していること が判明しつつある。

中期末葉か らは遺跡が減少し、現在のとこ ろ西原大塚遺跡か ら敷石をもっ住届跡が l軒確認されるの

みである。

後期では、西原大塚遺跡か ら堀之内式期の住居跡 l軒と加曽手IjB式期の住居跡 l軒、 遺物集中地点 1

ヶ所が検出されているO また、その他の遺構としては、半成 6 (1994)年に発掘調査が実施さ れた田子

山遺跡第31地点で、土坑 l基が検出さ れ、下層から称名寺 I式期の土器、上層から H式の特徴をもっ土

器が出土してい る。西原大塚遺跡第54地点でも 2基の土坑が検出されている。

晩期では、中野・田子山遺跡から安行皿 C式・干網式の士器片が少量発見されるにとどまり、 以降市

内では弥生時代後期まで空白の時代となる O 

3. 弥生時代~古墳時代前期

弥生時代では、現時点において、前・中期の遺跡は検出されていないが、後期?k葉から古墳時代前期

と考えられる遺跡、が数多く検出されている O 中でも、平成 6 (1994)年に発掘調査が実施された田子山

遺跡第31地点の 21号住居跡は後期中葉に比定される可能性があり、その住居跡から、多数の土器をはじ

め、人ゐ量の炭化種子(イネ・アワ・ダイズなど)、炭化材が出土したことは、 当時の食糧事情を考え る

上で重要である。富士前遺跡では、志木市史にも掲載されているが、不時の発見に伴い、龍目痕をもっ

壷形十器をはじめとした多 くの士器が発見されている。

西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が500軒以上確認されており 、市内最

大の集落跡であるこ とが判明している O 特に、 122号住居跡からは全国的にも稀な 「イヌ」を象ったと

思われる動物形土製品が出土している O

また、当時の墓域の可能性として、方形周溝墓が、昭和62(1987)年以降、 西原大塚 ・因子山・市場

裏遺跡の 3遺跡から確認されてきたが、最新で、は、平成15(2003)年に発掘調査が実施された新邸遺跡

第 8地点と半成18(2006)年に実施された中道遺跡、第65地点でそれぞれ 1基を加えること により、従来

認識されていた集落跡と 1つの単位的な まとまりを もって点在することが明らかになってきたと言える

であろう O

市内で最も多く方形周溝墓が検出されている西原大塚遺跡では、10号方形周溝墓の溝底から一括出土

した中に畿内系の庄内式の長脚高杯が出土しているに注目される。また、半成11 (1999)年に発掘調査

が実施された西原大塚遺跡第45地点では、一辺20mを超える市内最大規模の 17号万形周溝墓が発見され

ている O この万形周溝墓の溝からは、珍しい鳥形士器をはじめ、畿内系の有段口縁壷、 吉ヶ谷式系の査、

在地系の壷などと大きく畿内・比企地域・在地の 3要素の特徴を示す壷が出土しており、こうした地域

に関わる被葬者の人物像が浮き彫りにさ れたことで、 当地域の弥生時代後期から古墳時代前期の歴史を

紐解く子がかりになったことは重要である。 

4. 古墳時代中・後期

古墳時代でも前期末葉から中期になると、遺跡が減少する傾向にある。その中で、西原大塚遺跡に隣

接する新邸遺跡で検出されている第 2地点の 1号作居跡と平成15(2003)年に発掘調査が実施された第 

8 地点の 2~8 号住居跡は、古墳時代前期でも比較的に新しい段階に比定される可能性がある。この こ

とから、新邸遺跡で検山された住居跡は、現時点では西原大塚遺跡から継続し広がった集落跡ではない 

5-



第 1章平成15・16年度の調査成果

かと推測さ れるO

中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡から住居跡が検出されている O その中でも、半成 7 (1995) 

年に発掘調査が実施された中道遺跡第37地点19号住居跡、は、 5世紀中葉に比定され、カマドをもっ住居

跡としては市内最古のものである O 

5世紀末葉になると、遺跡が増加傾向にあり、特に 6t世紀後半か ら7世紀後半にかけては、縄文中期

を越えるほどの爆発的な増加をみる O こうした集落跡は現在、中道・城山・中野遺跡に比較的に古い 5

世紀代の住居跡が確認されているこ とから、柏町地区を中心に存在した集落が、 6世紀後半以降、周辺

の地域に拡散するという動きを読み取ることができる O

なお、新邸遺跡では第 8地点で初めて古墳時代後期 (7世紀中葉)の住居跡が 1軒検出されてい るO

この住居跡は、 3x 3.5mの小型の長方形を呈するも ので、焼失住居であり、床面上からは土器 ・炭化材

の他ベン ガラ塊が出土 している O

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定できる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で 

120軒を越え、次いで中野遺跡で約50軒、中道遺跡で約15軒、出下山遺跡で約10軒、新邸遺跡で 1軒を

数える。

また住居跡以外では、平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された出子山遺跡第24地点から、 6世紀後

半以降のものと考えられる 4.1x 4.7mの不整円形で 2ヶ所に ブリ ッジをもっ小型の円形厨溝墓が l基確

認されている。さらに、 半成14(2002)年に発掘調査された出子山遺跡第81地点を契機に御掛神社を取

り囲むように外周で推定約33mの巨大な溝跡の存在が明らかになり、現時点では古墳の周溝ではないか

とい う見方が浮上 している。 

5. 奈良・平安時代

奈良 ・平安時代の遺跡は、古墳時代後期以降に拡散 した集落内で確認される傾向にあり、現在のとこ

ろ、中野 ・城山 ・中道 ・西原大塚・ 因子山遺跡で検出されている O 中でも城山・田子山遺跡、はこの時代

を代表する遺跡と して挙け、ることができる。城山遺跡では、平成 8 (1996)年に発掘調査が実施された

第35地点の128号住居跡か ら、印面に 「冨J1文字が書かれた完形品の銅印が出土しているが、これは

県内でも稀少な例で貴重な資料である O この佳居跡からはその他、須恵器杯や猿投産の緑柏陶器の小破

片 1点、布日五の小破片 2点などが出土 している O

因子山遺跡では、 平成 5 (1993)年に発掘調査が実施された第241也点からは、住居跡の他、掘立柱建

築遺構 ・溝跡そして 100基を越える土坑群が検出されている。平成 6 (1994)年に発掘調査が実施され

た第31地点の44号住居跡か らは、腰帯の一部である銅製の丸鞠 1点が出土してい るO さらにカマド右横

の床面上からは、東金子窯跡群の前内出製品と鳩山製品の須恵器杯が 1点ず、つ出土し、土器編年の基本

資料として貴重であると言える O 

6.中・近世

中・ 近世の遺跡は、「柏の城」を有する城山遺跡と千手堂関連である新邸・中道遺跡、そして関根兵

庫館跡・宿遺跡が代表される遺跡と言える O

たてむ 句きゅうき

城山遺跡では、 数次にわたる発掘調査により 、「舘村旧記Jl(註 1)にある 「拍之城落城後の屋敷割の

図」に相当する堀跡などが多数発見されている O 最新では、「廻回雑記J(註 2)に登場する「大石
おおい し

6 




第� 2節調査に至る経過� 

Lはののかみのやかた おおつか じゅ っきょくほ う

信濃守館 」が「伯の城」に相当し、 「大塚十 玉 坊」について も市内の 「大塚」に由来があるとい う

説が有力と言えるであろう(神山� 1988・2002)。ま た、 平成� 7 (1995)年に発掘調査が実施された第2 

9地点の127号土坑からは、，馬の骨が検出されてい る� O この土坑からは、板碑と土師質土器の他、炭化種

子(イネ・オオムギ・コムギなど)もtl'r土 しており、イ ネの塊状のものは「おにぎり」あるいは 「ちま

きJのようなものであるという分析結果が報告されている。さ らに、第� 35地点では、鋳造関連の遺構も

検出されている。� 130号土坑については鋳造遺構、� 134号土坑については溶解炉に該当し、 遺物としては、

大量の鉄棒(スラッグ)、鋳型、 三文状の土製品、砥石などが出土している。ま た平成� 13年の第� 42地点

からは、多くの士坑 ・地下室・井戸跡、が検出される中、� 234号士坑か ら、鉄鋼の完形品が出土 した こと

は特筆すべきである� この鉄鍋は、土坑の坑底面に伏せてある状況で出土しており、「鍋被り葬」と呼O

ばれる風習が志木市で も実在していた口� J能性が高い。

平成11~14 (1999~2002) 年度にかけて発掘調査が実施された中野遺跡第49地点からは、頭を北に向

け横臥屈葬された人骨を出士した67号土坑が検出されている� その他、 ピット列 ・土坑 ・溝跡などが検O

出されていることから、この一帯が 「舘村旧記』に記載がある 「村中の墓場」関連に相当する施設では

なL、かと考え られる� O

中道遺跡、では、昭和62 (1987)年の第� 2地点から掘立柱建築遺構� 4棟と人骨を伴う地下式坑が検出さ

れ、平成� 7 (1995)午の中道遺跡第37地点からは、人骨と古銭� 5枚を出土した土坑墓� 1基と� 13世紀に比

定される青磁盤� l点を出士した道路状遺構� 1条が検出されている O

新邸遺跡、では、昭和60 (1985)年の第� 1地点から段切状遺構の平場か ら多数の土坑・ 地下式坑が検出

され、平成� 15(2003)年の新邸遺跡第� 8地点からは、人骨と六文銭を伴う火葬墓� 2基が検出されている� O

おそらく 、この新邸遺跡から中道遺跡一帯は、 「舘村旧記」に記載がある「大塚千手堂」 であ り、古く

は天台宗の 「七堂大伽藍」を誇る 「松林山観音寺大受|涜J関連遺構として、今後は体系的な究明が必要

であろう� O 

7. 近代以降

近代以降の遺跡では、 平成� 5 (1993)年に発掘調査が実施された田子山遺跡第� 31地点から、 敷島神社

境内に存在する富士塚の築造(明治� 2 ~ 5年)に関連するローム採掘遺構が検出されている。 この遺構

の坑底面からは、鋤・鍬などの無数の工具痕が観察され、採掘作業がかなり組織的な単位で行われてい

たこともわかり、地域研究の重要な資料と言える。

平成15(2003)年の新邸遺跡第� 8地点からは、野火止用水跡が検出され、市内初の発掘調査例とな っ

た。用水路の基盤面からは水付きの錆着面が確認され、底面からは大量の陶磁器が出土した。

第� 2節 調査に至る経過

志木市は、都心か ら� 25km圏内に位置 し、 東武東上線志木 池袋駅聞を君、行で� 20分という交通の便に恵

まれ、都心近郊のベッドタウン として発展 してきた。近年の都市化に伴い、各種の開発行為も増大して

きたが、とりわけ住宅建設の占める割合が高 く、 開発による遺跡破壊が進行する状況にあ る。ま た、遺� 

-7 




第� 1章平成15・16年度の調査成果

番号l調査地点 所在地 調査原因� |面積(rrf)I確認調査臼|調査期間 官葡 考

幸町3丁目� 
2.751.00 

日15 .5 . 22~ 

3163他22筆 11.21 
卜一一一一一� トー←一一一ー-

幸町2丁目� 
595.00 

12 . 2~ 

13070他14筆 IH16.2.9 I発掘調査は志木市遺跡調査会か
1 I西原大塚追跡! 

幸町3丁目� 
区画整理事業 ト一一一一一一一� 

I 1 2 . 6~ I実施l

208.83
3156-1 12.25 

ト一一一一ー-
幸町2丁目� 「一一一� H16.3.24 
3026-1、4 ~3 .31 

城山 遺 跡l柏町3丁目2 I~ IIV;.
第� 46地 点I2644-3・� 

') H15.2.28 Il後述第�  2章参照個人住宅建設 348.29 2.18I..W )-!::1 

5 ~4.30 1 

西原大塚遺跡1幸町3丁目3 I~J/T;:r'~~ Il!~'1 開発計画策定 458.26 4.15 盛土保存適用
第� 85地点I3214 

|遺跡中 野:::1 ~J ~:ï 柏町1丁目4 個人住宅建設 108.11 建土保存適用」
，ls 

第� 62地 点I15086-

市場裏遺跡
' 
l本田J1丁目

89.49 遺構 ・遺物は検出されなかった分譲住宅建設'~1~~~ ~~ I
第
~

11地点I2489

西原大塚遺跡|幸町3丁目6 I i~).tiu:~' I 

9-
己 I 

宅 地 造成 2.191.00 5.13 遺構 ・遺物は検出されなか った~'ff;:l"" 
第� 86地 点I3096-1他

8-

I91 3133-24|第 地点
l

西原大塚遺跡i幸町3丁目7 I 7:~~-::\ I;;Jlr~'
第� 87地 点|3116

因子山遺 跡|本町2丁目8 I Jn A I-U-1.r LL!~:' I 
第
~ 

84地
~ 
点I1686

西原大塚遺跡|幸町3丁目9 I~'/T~'~itJ-，J-8~' I 
第� 88地 点I3136-3 

i新邸遺 跡|柏町5丁目10 I!:-!:.¥jJ .J-~ ~'I 'TU~Jv J ~J7 'i{¥{){¥ 1)

8 地 点I3020の一部、3020-2

|西原大塚遺跡|幸町3丁目11I I/J :::^' ~-r.~"~.:' 1
|第
~

89地 点I3235-1・2他2筆� 

|西原大塚遺跡1幸町3丁目12 I '-'J :::^" ;;~"'/ ' I 
l第
~

90地 点、
~
13133-17 

13 I西原大塚遺跡|幸町3丁目
~I/J~/~ v~~"'~:"1 

|第� 

分譲住宅建設 531.56 5.16 
T 

「 盛土保伊適用

個人住宅建設 101.53 5.20 盛土保存適用� 

個人住宅建設 70.72 5.27 |遺構 ・遺物は検出されなかった

げE掘調査は志木市遺跡調査会がI共同住宅建設� 471.41 H14.6.7 6 . 16~ 8 . 6 によt
行実施
 

個人住宅建設 23596 i盛土保存適用
. 6.26 

個人住宅建設 59.39 7.22 l造構 遺物は検出さ山った� 

盛土保存適用|.4 100.25 8個人住宅建設

平成16年度に計画変更し、個人
住宅建設に伴い発掘調査実施

城 山 遺 跡|柏町3丁目14 1:;; '/，'.1 擁 壁工事 232.23 8.26
第� 49地 点I1137-12・13 
|
|

4-

.49100.00
丁目4幸町i西原大塚遺跡、l15 1 :;;:'~';:n"/;';':='/，'.1 個人住宅建設 盛土保存適用

l第� 92地点I3377-14 


城山遺跡|柏田J3丁目
 
)B16 1;: I-U uv}'i 道路新設工事 199.54 I ~土保存適用

第� 50地点I2654

城山遺跡|柏町3丁目� l 現地踏査9月16日個人住宅建設1 CJJ....JvI-'1Î~~17 200.19I l-LJ J.LJ-. 

6-第� 51地点I2599 遺構 ・遺物は検出されなかた

川18 西原大塚遺跡i幸町3丁目 1.~川二、 ;:-:-:~Vn-J "~...，..，，，，， * r7J.l
|

第� 94地点、I3116-2，3117の一部他|びブログ土留工事� 
耕地鍬取り、整地及� 

534.06 盛土保存適用I 
白ム� U

¥ρ 城山遺跡|柏町3丁目
19 I ~ 口 | 分譲住宅建設 300.42 10.14 盛土保存適用

第� 52地点I2654-7の一部� 

1工事立会い� 10月24日……巳
μ

I
l
l
l↓
�
 

幸町3丁目|
|
西原大塚遺跡|
~UJ:;;;"~~~ Jl'~:: 1 
第� 95地 点I

20 23.57 

|
|

I 

城山遺跡l柏田J3丁目21 1-= '/，'.1
第� 53地 点I

カーポート 設置

T
遺構

3158の一部� 
|
|
|771.53 11.12 盛土保存適用宅地造成

2654 -5~ 7 ・ 12 

|西原大塚遺跡|幸町2丁目221 :;;:''' ~~~'"-;::，.=.; 
l第� 96地 点I

↓

|
|
 

↓
|
 

l盛土保存適用

百一一面
 
172.86 11.26共同住宅建設1 

3038-1 

幸町2丁目西原大塚遺跡|
'/J:::nV~~"'-'..: ' 1 

第� 97地点I
l23 1 個人住宅建設 140. 12.436~

3076の一部|

幸同J3丁目"I|西原大塚遺跡|24 I 'r.. -'.:~'/J:::^" "-="'
l第� 98地 点|3133

1 個人住宅建設 |盛士保存適用
-33

十� 
西原大塚遺跡|幸町2J目25 I~I/T;:̂ 'itJ..~w~' I 農業用倉庫
第� 99地 点、I3048 

26 I 2::;;lTfI西原大塚遺跡|幸叩� j目� 
第� 100地 点I3039-1、� 

!個人住宅建設
2、4の一部

|遺構 ・遺物は検出されなかった

」盛土保存適用

柏町1丁目'~~~~ J.()~ ~
1518-20、21

中 野 遺 跡|27 1 I l~':t::;;
第� 63地点I

l個人住宅建設 :~4.6~l 山 2_11 同土保存適用J.8 

第� 2表 平成15年度調査地点(1)� 

8 

http:CJJ....Jv
http:2.191.00
http:H15.2.28
http:H16.3.24
http:2.751.00


30 

31 

第� 2節 調査に至る経過

番号 調 査 地点 所在地 調査原因 面積(rrf) 確認調査日 調査期間 備

圧!子 山遺 跡 本町2丁目
28 

第� 85地 点� 1707-6 
個人住宅建設� 339.97 2.13 盛土保存適用


29 
富 士前遺跡 本町3丁目

個人住宅建設� 168.08 
現地踏査� 2月9日


一考� 

遺構・ 遺物は検出されなかった第� 22地点�  1803


田子山遺 跡 本町2-]目


1-

個人住宅建設� 84.61 3.29 盛土保存適用

第� 86地 点� 1750-14 

西原大塚遺跡 幸町3丁目
個人住宅建設� 114.25 3.25 盛土保存適用


第� 101地点�  3162-1、2の各一部

、ヨ〉メ仁 12.428.40
百十� 

第� 2表 平成15年度調査地点� (2 ) 


幸町2丁目3070-1・2
 
l 西原大塚遺跡


幸町3丁目3102-1
 

第� 102地点�  5、3379-3の一部� 

西原大塚遺跡 幸町2丁目

3 

第� 103地点�  3048 


4 
西原大塚追跡 幸町2丁目

第� 104地 点� 3040-11 

大 原遺 跡 本町4丁目


番号 調査 地 点 所在地

3丁目3116-3 4西原大塚遺跡 幸町� ・ ・
2 

7-

因子 山遺 跡 2丁目本町� 

5丁目中 道 遺 跡 柏町
10 

61 2986-48也 点� ・第 t

4丁目幸町西原大塚遺跡
11 

107 3377-20地 点第� 

城 山遺跡 3丁目柏町
12 

1-

6-

5 	
第� 4 地点�  1016


6 	
西原大塚遺跡 幸町3丁目
第� 105地点�  3119の一部� 

西原大塚迫跡 幸町4丁目3381-5、
7 

第� 106地 点� 3389-2の各一部


8 
城 山 遺 跡 柏町J3丁目

第� 54地 点�  2629-3 


9 	
第� 87地 点� 1746-7 

第	 55 t也点�  2644

西原大塚遺跡 幸町3丁目


13 
第� 108地 点� 3140-1 


14 
国子山遺跡 本町3丁目

第� 88地 点� 1827-8 

西原大塚遺跡 幸町3丁目


15 
第� 109地 点� 3106

城山 遺 跡 柏町3了目


16 
第� 49地 点� 1137-12 


西原大塚遺跡 幸町4丁目

17 

第� 110地 点� 3388他
 

18 
西原大塚遺跡 幸町3丁目

第� 111地点�  3140-3の一部
 

中 道 遺跡 柏町5丁目

19 

第� 62地点�  2986-5~ 7 


田子 山遺跡 本町2丁目

20 

第� 89地 点� 1733-19 


調査期間

5.27~ 


6.11 

日17.2.14
 
~2.18 


1O . 12~ 


12.1 


日17.1.11

~ 2 .3 


日17.2.14

~3.10 


H17.1.17 

~1. 29 


保1 考

発掘調査は志木市遺跡調査会が� 
実施

遺構・ 造物は検出されなか った

遺構 ・造物は検出されなかっ た

盛土保存適用

現地踏査� 6月1日
遺構 ・遺物は検出されなか った� 

盛土保存適用

盛土保存適用

盛土保存適用

遺構 ・遺物は検出されなかった

盛土保存適用

jg構 ・遺物は検出さ れなかった

後述第 3章参照

発掘調査未定

盛土保存適用

盛土保存適用

発掘調査は教育委員会が実施し
たが、 報告書刊行は次号予定� 

発掘調査は志木市遺跡調査会が
実施� 

発掘調査は志木市遺跡調査会が
実施� 

盛土保存適用

遺構 ・造物は検出されなかった

調査原因

区画整理事業

個人住宅建設� 

個人住宅建設� 

個人住宅建設� 

分譲住宅建設� 

個人住宅建設� 

共同住宅建設� 
及び駐車場� 

個人住宅建設� 

分譲住宅主主設� 

道路建設工事� 

個人住宅建設� 

個人住宅建設� 

(仮称)志木市生涯� 
学習センター建設� 

共同住宅建設� 

共同住宅建設� 

個人住宅建設� 

共同住宅建設� 

消防団車庫建設� 

分譲住宅建設� 

分譲住宅建設� 

面積(nf) 確認調査日

114.00 

86.00 

210.84 


154.12 


89.06 

90.30 


189.41 


768.00 

122.70 


92.00 

132.67 


102.76 


115.10 


2.071.73 


110.49 


315.69 


132.21 


1.927.41 


80.00 

626.99 


46.82 


4.12 


4.30 


6.2 


7.21 


7.26 


8.11 


8.27 


9.24 


9.29 


10.8 


1 0 .2 1~25 

11.4 


11.19 


H15.8.26 


H16 

12.7・8
 

H16 

10.21 


11.25 


11.26 


現地踏査� 12月10日
i遺構・ 遺物は検出さ れなかった� 

馬場造 跡 下宗岡1丁目
舗建設!苫 481.85


第� 3 地 点� 1942-1 

22 
西原大塚遺跡 幸町3丁目3120、

分譲住宅建設� 212.20 
H17 

盛土保存適用

第� 112地点�  3133-33の各一部� 1.13 


発掘調査は教育委員会が実施し� .4 H17 H17.2	・3・3038-1丁目2西原大塚遺跡 幸町
23 

第� 113地 点� 13の各一部� 
個人住宅建設� 119.75 

1.21 ~2.15 たが、報告書刊行は次号予定
 

15 3十	 8.392.10
コ� 

第� 3表平成16年度調査地点� 
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第 1章平成15・16年度の調査成果

跡の集中する本町・柏町・幸町地区は都市化の最も進展する地域になっていることも遺跡破壊の事態を

一層大きくしてい ると言える O

こうした状況の中、志木市教育委員会では文化財行政を進めていくために、理蔵文化財を保護 ・保存

していくことが重要な課題となってい る。 しか しながら、開発により遺跡の現状保存が困難な状況であ

り、記録保存という処置によって対処してい るのが現状である。

ここで、志木市における発掘調査の経過を振り返ってみると、まず、 1973(昭和48)年に西原大塚遺

跡において発掘調査が実施されたのが最初の調査である。そして以後、 1982(昭和57)年までは、志木市

史編さん事業に伴う学術的な発掘調査が実施されていた。 1983(昭和58)年には、志木市において遺跡

調査会が組織され、 1985(昭和60)年には当市にとって初の大規模調査となった城山遺跡第 l地点の調

査が実施された。この調査は、市内における発掘調査体制の本格的組織化の契機となり、以降志木市の

理蔵文化財保護を推進する上で大きな転換となったと言える O

そう した中、当市における開発行 為、特に住宅建設については小規模のものが多いことから、こうし

た小規模の開発にも対応する必要があった。しかし、小規模な開発の当事者は個人で、その個人が専用

に使用する住宅の建設についての記録保存の実施については、費用の負担など記録保存を進める上で困

難な点が多かった。そのため、 1987(昭和62)年以降、同・県よりの補助金の交付を受け、志木市教育

委員会を主体とした発掘調査を実施することになったのである O さらに、民間 ・公共事業を問わず確認

調査については、すべて公費で対応 し、開発事業者の負担軽減と理蔵文化財包蔵地の詳細な分布状況の

把握を積極的に進めている。特に、発掘調査件数及び面積が、 1987(昭和62)年以降急激に増加してい

るのは、こうした理由によるものと考えられる O

最近では、昭和40年前後の人口増加が始まった頃に建設された個人住宅の建て替えも多くなってきて

おり、平成 2年度以来、個人住宅建設に伴う調査件数が増加してきている。また、平成 8年度は全体の

調査件数及び面積が激減しているが、教育委員会で行った発掘調査の件数は逆に過去最高の 8件を越え 

9件にのぼり増加 したという現象が生じた。こ れは、平成  7年度に調査対象区域の見直しを行ったこと

が影響したものと考えられる O その見直しの内容は、今まで「遺跡、の存在する可能性が高い地域」でも

発見が全 く無かった地域を過去の調査成果により割り出し、その地域については「将来遺跡が発見され

る可能性がある地域」に変更したというものである O なお、平成 9年度より 、遺跡の保存を目的とした

盛土保存を導入するに至っている O

平成10年度以降は、西原大塚遺跡内における個人住宅建設を中心とした各種開発が著しい増大を見せ

ている。これは、平成 5年度以降、西原大塚遺跡内では士地区画整理事業に伴う発掘調査が実施されて

いるが、 工事の完了により周辺地域の開発が始まったためと考えられる。 今後は、この地域の開発につ

いては、 市内の他地域よりも増大されることが必至であろうと予想されるため、埋蔵文化財保存事業に

ついても充分情意しなくてはならないであろう O

なお、教育委員会は、平成 15年 1月、今までに集積された調査データに基づいて、 遺跡の存否及び範

囲について大々的に修正を行った。これにより、市場遺跡 ・氷川市 j遺跡の 2遺跡の削除と中野 ・城山・

中道 ・西原大塚・新邸・田子山・ 富士前・市場裏遺跡の 8遺跡の一部範囲が縮小され、市内遺跡、総数は 

14遺跡に変更されることになった。同時にこれは、手続き上に係る事務量の削減と確認調査に使用する

重機の コスト削減を目的とし、効率的な事業の運営を図るものであった。

平成15年度は、 31件の確認・発掘調査等を実施した。そのうち、志木市教育委員会が実施し た発掘調

十 10-



第 2節調査に至る経過

査は 1件で、志木市遺跡調査会が実施した発掘調査は 2件である O なお、盛土保存を適用したのは 18件

であった。

工事内界の内訳件数は、{同人専用住宅 17件、 分譲住宅建設  3件、共同住宅 2件、宅地造成 2件、区阿

整理事業 1件、農業用倉庫建設 1件、開発計画策定 1件、カーポート設置 l件、 自転車置場設置 1件、

道路建設工事 l件、擁壁」二事 1件、耕作鍬取り、整地及びプロック土留工事 l件である O

半成16年度は、 23件の確認・発掘調査等を実施した。 そのうち、志木市教育委員会が実施 した発掘調

杏は 3件で、志木市遺跡調査会が実施した発掘調査は 3件である。なお、盛土保存を適用したのは 9件

であった。 

I事内容の内訳件数は、個人専用住宅 9件、分譲住宅 5件、共同住宅 4件、区画整理事業 l件、道路

建設工事 l件、庖舗建設 l件、(仮称)志木市生涯学宵センター建設 1件、消防団車庫建設 1件である O

註 1 r舘村旧記」は、 舘村 (現在の志木市柏町 ・ 幸町 ・館)の名主宮原仲右衛門仲恒が、 享保 12~14 (1 727~1729) 年にか

けて 1手筆 したものである O

註 2 r廻回雑記」は、 左大白近衛房嗣の千で、 京都聖護院門跡をつ とめた道興准后が、文明 18年(1486) 6月から 10ヶ月間、

北陸路か ら関東各地をめぐり、駿作 j甲斐にも足をのば し、奥州松島までの旅を紀行文に まとめた ものである。 
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第 2章城山遺跡第46地点の調査

第 1節遺跡の概要

(1)立地と環境

城山遺跡は、志木市柏町 3丁目を中心 lこ広がる遺跡で、 東武東上線志木駅の北西約1. 2kmに位置 して

いる。 遺跡、は、柳瀬川右岸の台地上に立地してお り、標高は約 12m、低地との比高差は約 5mである O

遺跡の周辺を眺めると、現況は住宅地を主としているが、小学校・神社・墓地などが存在することか

ら、 市内の台地上では比較的に緑地を多く残 している地区と言える。平成 13年の第42地点の大規模開発

以後、平成 18・19年度には福祉施設建設に伴う第 58・60地点の発掘調査が実施され、今後も開発計画は

増加する ものと見られる。

本遺跡は、 今までの調査から、 旧石器時代、縄文時代草創期~晩期、弥生時代後期、占墳時代前・中・

後期、奈良・ 平安時代、中・近世の複合遺跡であることが判明している O 

( 2 )発掘調査の経過

確認調査は、平成 14年 2月18日に実施 した。調査区長軸ほぼ南北方向に 2本の卜 レンチを設定し、パッ

クホーを使用 し表土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行った。その結果、古墳時代後期のものと思われる

住居跡 3軒を確認 した。そのため、ただちに依頼者に調査の結果を報告し、保存のための協議を行った。

その結果、基礎底盤には杭を打ち込み地盤改良を行うため、 計画を変更することは不可能であるという

回答を得たため、発掘調査を実施することに決定 した。

以下、 発掘調査の大まかな経過を説明することにし、各遺構の精査経過については、 第 4表の発掘調

査工程表に示した。 

2月28日 重機による表土剥ぎ作業を開始する。今回の調査は調査区を二分 し、 前半に調査区北半部、

後半に南半部を実施する予定である。調査区北端から表土剥ぎを行い、北半部全体の表土

剥ぎ作業を終了した。残土置場は南半部を当てることにした。 

3月 3日 人員導入による発掘調査を開始する。器材搬入後、調査区域内の整備と細部の遺構確認作

業を行った。その結果、調査区北端には道路状遺構c1道)が東西 }j向に延びており、そ

の南側には古墳時代後期の住居跡や平安時代の住居跡・溝跡、中世以降の土坑・ 井戸跡な

ど多 くの遺構が分布 している ことが明らかにな った。 同日 には l道の精査を開始する O 

3月上旬 調査区北側の 1道、 古墳時代後期の住居跡(1 52・153H)、井戸跡 (25W)、近世の土坑 

(330・331D)を中心に精査を行う O 

3月中旬 溝跡 (33M)西半部、縄文時代前期の住居跡 (2J)の精査を開始する o 153・154日、 26 

Wの精査を終了する。 

3月22日 25日まで調査区の反転作業を行う。 

3月26日 人員導入による南半部の調査を開始する O 

3月下旬 33M東半部、平安時代の住居跡 (155H)の精査を開始する。 33Mは155Hを切って構築さ 

12 
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第� 1節遺跡の概要

れている。� 

4月仁旬 中世以降の土坑を中心lこ精査を行う� そのうち、� 332・333Dは地下室の形態であった。特O

に333Dからは陶磁器・石製品・瓦など多くの遺物が出土した。� 

4月中旬 引き続き中世以降の士坑をI1コ心に精査を行 う� o 155Hの精査を終了し、� 156・157Hの精査

を開始する。� 

4月25日 午前巾、� 156Hのカマド実視IJ・写真撮影を終了し、すべての調査を終了する� 午後からはO

器材搬出作業を行い、片付け終了。� 

4月28・30日 埋戻し完了。� 

L寸 吋 15年2月� 4 月


土，fi� jぎ作業� 2.28 


3.22 

13 3. 

3.3 

一一」� 
3H 

J. 13 

55H 

4.14 

4.14 157H 

3.13 3.2633M 

26W 3.14 

3.26 

28W 4.10 」� 
3300 


3310 3.11 


3320 
 3.27 

3330 4.1 


3340 
 I 4.3 

3350 

4.3 

370 4.3 


380 4.4 


4.4 

400 4.10 

4. 10 

20 4.9 

3D 4. " 

40 4. 10 

50 4.10 

60 4. 10 

1. II 

480 4. 14 

'14. 1 490 

4.14 

10 4. 14 

4. 14 

3D 4.1ti 

+ 
4.21 

'23 1. 

|埋戻し作業� i 
4.28 

第� 4表 城山遺跡第� 46地点の発掘調査工程表� 
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第 2章城山遺跡第46地点の調査

第 2節縄文時代の遺構と遺物

(1)概要

縄文時代の遺構は、住居跡 1軒 (2J)・ 土坑 1基 (355D)が検出された。 2 Jは出土遺物から前期

末葉の ものと思われ、当該時期の住居跡は本市では 2伊iJ目となる。355Dについては、出士遺物はなかっ

たが、 覆土の観察より縄文時代の遺構と して判断 した。 

(2 )住居跡
 

2号住居跡


遺構  (第 5図〉
 

[住居構造] 33Mに切 られる O また、トレンチャーによって 6木の溝状に撹乱されている o (平圃形)

不整円形 (問丸五角形  ?)o (規模)径約 4ffio (壁高〕残りの良いところで20cmを測る o(壁溝)検出さ

O。(炉)地床炉。住居内の南東寄りに位置するし、床面)直床で、著しい硬化は見られな(れなか った。 

炉床部は被熱により赤化 ・硬化する o (柱穴)確認できなかった。(覆土)13層に分層される。

[遺物]覆土中よ り土器 ・石器が出土 した。

[時期]縄文時代前期末葉。

遺物  (第 6・7図、第 5・6表)

石 器 (第 6図、 第 5表)

本住居跡から出土 した石器は全点数30点で、実測点数はそのうちの接合資料を含め 11点であった。 

l は石核、 2 ・ 4~8 は剥片、 9 は R. F、 10は片岩製石器、 11は打製b斧である O 石材は 1 ~ 8が

黒曜石、 9はチャート、 10は片岩、 11は砂岩である。

土器 (第 7図、第 6表)

諸磯式や十三菩提式と思われる破片ーなど、前期末葉を中心とした土器片が出士している O 

12・13は早期条痕文系の士器片である O 混入品。 

14・15は、縄文のみを有する土器片で、 14は羽状縄文。 

16・17は半載竹管によって沈線文が施文される。 

22は口唇部外市に隆帯を沿わせる O また降帯で弧状文様を描き、その降帯上に半載竹管によって連続

した刺突文を施文する。 

23・24は、縄文の地文に半載竹管の押し引きによって連続した爪形文が施文され、 23には小さく 三角

陰刻文 も施文される。 

25は口縁部をやや幅広く肥厚させ、その外面に細く深い沈線で菱形の文様を描出し、その聞を菱形や

三角形に陰刻する O 胴部は横位の半載竹管による結節沈線を全面施文し、部分的に竹菅の幅と同大の三

角陰刻文を施す。 

26・27は小片で詳細は不明だが、半戟竹菅による沈線が密に施文され、前期末から中期初頭の所産と

思われる o 28は口縁部外周に太く 深い沈線を巡らせ器面には横位の平行沈線を施文する。 

29・30は同一個体と思われる。輪積痕を残し、横位に結節文が施文される土器片である。土器型式は

不明であ るが、その文様の構成要素から考えて前期末~中期初頭、の所産と思われる o 31は中期前半の阿 
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第� 2節縄文時代の遺構と遺物

石器 


土器 
  

12.3m 
A 

¥内〈A 

23 

、、
�
 

22

一内

一
�
 

21・2E�  

14 

29 A旦)，� 
A 

-O 
1 2 ・� 5. ・� 04
..~.6 ・一二� t ・� 

8 

!百� f世乱� 

2層� tコ ム約下 斑士恥Z 騎化物粒 Fを陀泊、lこ青む明茶褐色i二; 

3層 ローム粒� 7・ローム小ブロシク 会多く ζ含む時前世色土炭化物粒子を1革かi a 

4届 ロ ム紅l子 ロ ム小プロソク 焼上粒子政化物粒子を吉む昨茶渇色� L 
5膚 焼土桂子 住よノj、プロ ソク を多く ローム粒寸を古む暗事実惜色:L.� 

6刷 ロ ム粒子焼土粒子 炭化駒粒子を古む暗茶悩色土ー� 
7届 ロ←ム粒子 怯土粒� ‘ 炭化物粒子を吉む暗茶同色土� 

8届 ローム位 了 壌上粒子 炭化物性7を古む暗茶陥色� t 
9崩 ローム桂子 惟上組子 炭化物粒子を古む暗茶褐色上� 

)0層 ロ ム位 十 ロ ムノj、プロック を多く� 1J'i{ヒ物粒子を温かに古む明茶褐色上e 

))府 ローム粒子 ロ ム小ブロ ック金多く、 焼t粒子 化物粒� /-i;-僅かに古む明茶褐色+�  
↓2層 ローム付子 ローム小プロンクを肯み桂士粒 子 炭化物粒� fを備かに古む暗9寝泊色L
山崩 ロ ム粒 子 口 ム小 プロッ クを多 く 焼仁粒子 出化物粒子会i量かに吉む晴iIi惜色上~� 

355号土坑� 

)暗). ローム粒� 1 口 ム小ブロック を多く古む暗員同色土コ

第� 5図� 2号住居跡 ・355号土坑(1ノ60) 
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第� 2章城山遺跡第�  46地点の調査

¥ 1+ 2 接合資料

一
ノデ〆

ム

作
引
い

民ν
ヴ

Q
V

hd
H
4

品
種


榊
叩
 
G

色
)


雪山� 船白 q}U，� 97 - 勺ら� 
5cm 

て二二二ユ� ζ二〉� 
5cm 

-ーーー面ー画面孟孟可

第� 6図� 2号住居跡、出土遺物� 1(2/3・1/3)

一� 18 



第� 2直行 縄文時代の遺構と遺物

ヂL 川

υ
Jr
 ~~~訟 U 

fr3 4議務� μ 
可野3・� h 


緩急私� 
認。ぜち� 
弓ご‘ ~，-，/;. '. ? 

，コ，
¥むよ f行� 12 
>'::，:，' / /I 

考会 ぷ20 

お記墨緩怠勉� γ ヘ
中三蝿空襲� l 

j，.I
'寄与、� i)28 

者U

戸/( ね て王子J ん

ぷ弘
八

ノJ 二五W議
ふ

(j
必弘世鳴メJ J初� ψ: ん/
伝診:泌が� lγ� 30 ワえヰ;;:~. 可311:

05cm  

て 二コ
第� 7図� 2号住居跡出土造物� 20/3) 

考備遺存状態重量厚さ申国長さ石材器種挿図番号

第6岡1 石核 黒曜D 21.12 23.10 24.87 11.5 完形


第6図2 剥片 黒曜石� 26.79 17.71 10.83 3.2 完形
 

第6図3 接A 1 黒曜石 l十2の接合
I二� 

第6図4 剥片 黒曜石� 29.66 17.25 7.29 2.1 上部欠損 


第6図5 剥片 黒曜石� 26.40 19.46 8.54 2.2 左側縁欠損


青雲母� 

片1]求
ト一一一一一

第6図7 剥片 黒曜七� 18.14 15.10 3.68 0.5 完形

第6図8 剥片 黒曜石� 20.08 12.65 5.52 1.0 完形

第6図9 R.F チャト�  21.84 30.66 8.75 4.6 完形

第6図6 18.78 13.25 7.01 1.0 完形黒曜石� 

第6阿10 片岩製石器 片岩� 67.38 43.93 6.49 欠損.927

. 刃部欠損

〔単位� mm' g) 

第6図11 打製石斧 砂岩� 77.17 6546 24.15 135.4 

第� 5表� 2考住居跡出土石器一覧� 
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第� 2章城山遺跡第46地点、の調査

色調 j治土混入物
挿図番号 部位 文機 ・特徴なと 時期 ・型式� 備 7J5 

外国 内問 石 角 E韓 砂 他
 

第7図12 胴 貝殻条痕文 赤褐 褐 条痕文系� O 片
。
第7図13 胴 貝殻条痕文 赤褐 赤褐 条痕文系� O (J 繊

第7図14 胴� LR縄文 町]褐 灰褐 諸磯� O 白

第7図15 胴� RL縄文 明褐 明褐 諸磯� O O 

第71孟116 口縁� 1三重t竹管による沈線文/補修孔あり 階褐 日高渇 諸機� b 。17と同一個体

第7図17 ijfiiJ 半破竹管による沈線文 日高褐 日高尚 諸磯� b O 16と同一伺体

。第7図18 昨] 半裁竹管による縦位の鋸歯状の沈線文 灰褐 明褐 諸磯� c O 

第7図19 MFoJ 平行沈線文 黒褐 黒褐 諸磯� C O 20と同一個体か 


第7図20 自司 平行沈線文 赤褐 黒関 諸磯� c 。19と同一伺体か 


第7区121 口縁 沈線/三角陰刻文/口唇部内側に折り返し 明褐 耳打目 イ 三~fJt 

口唇部外面に隆帯/隆得による曲線文上に半裁竹 

第7図22 口縁

管による連続車rj突文/三角陰刻文
暗褐 暗褐 十三菩提� O 。O 

O 

。 f¥J¥第71孟123 月間 結節沈線文/LR羽状縄文/三角陰刻文 黒褐 赤褐 卜三菩提 白� 24と同一伺体

第7図24 胴 結節沈線文/LRJ;;]1丈縄文; 黒褐 赤褐 十三菩提� O O 臼� 23と同一間体

肥厚さ せた 口縁部に細沈線による菱形文/結節沈
第7図25 口縁

線/二角陰刻文
黒褐 黒褐 前期末~中期初頭� O 金


第7図26 』同 半裁竹管による沈線文/集合沈線 褐 褐 前期末~中期初頭� O 


第7図27 胴 半在比竹管による沈線文/集合沈線/三角陰亥Ij文� 1自 赤褐 前期末~中期初頭� O 

第7図28 口縁 口唇部直下に太い沈線を巡らせる/集合沈線 果、福 黒褐 前期末~中期初頭� O O 

第7図29 1同 横位の結節文/輪積み仮 灰褐 明褐 前期末~中期初頭 。30と同一個体か

第7図30 月間 横位の結節文/輪積み痕 明褐 明褐 前期末~中期初頭 。29と同一個体か

第7図31 』同� L縄文 赤伺 黒褐 阿玉台� O 

土版か/長 さ6.0叩1・幅5.0叩・ 厚さ 1.1cm .重さ� 51

第7図32 g/半数竹管による同心円状の沈線文/面取 り加 赤褐 赤褐 諸磯� C ワ� O 


工 /大型鉢の破片の転用品であ ろうか
 

※7i:1:i英角 。角閃石 磯 ・布 団 機 砂 砂 粒 片 片岩 織繊維 白白色粒子 金 金主:母 雲雲母

第� 6表� 2号住居跡出土土器一覧

玉台式土器と思われ、無節のL縄文を有する。 混入品であろう O 

32は半蔵竹管による同心円状の沈線文を有する土製品(土版か� 7)で、側面の� 3面はていねいに平滑

に仕上げ られている。残り一白は欠損 しており加工の有無は不明であ る。大き さは6.0cmx 5.0cm・厚み� 

1.1cm・重さ51g。ごくゆ るやかに湾曲しており 、大型の鉢形土器の破片を転用したらの と考えられる。� 

(3 )土坑 
  

355号土坑 


遺構 (第 5図)


[構造] 156Hに切られ、上面の多く を撹乱される。断面形は播り鉢状と思われる。(平面形)円形。

(規模)径約100cmo (深さ)50cmo (覆土) ローム粒子 ・ローム小ブロック ・炭化物粒子を含む暗茶褐色

土を基調とするO

[遺物] 出土しなかった。


[時期j覆土の観察より縄文時代と見られるが、詳細な時期については不明である。
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第� 3節 古墳時代中 ・後期の遺構と遺物

第� 3節 古墳時代中・後期の遺構と遺物� 

( 1 ) 概要

古墳時代中・後期の遺構は、 住居跡 5 軒C152~154 ・ 1 56 ・ 157H) が検出された。住居跡の分布は調

査区全域に広がっているが、全体に後世の遺構やカクランによ る破壊を受けているものが多 く、遺存状

態は良いとは言えない。時期は153Hが� 5世紀中葉、� 154Hが� 5世紀後葉、� 152Hは7世紀前葉、� 157Hは� 

7世紀中葉、� 156Hは7世紀後葉に位置付けられる� O 

( 2 )住居跡
 

152号住居跡


遺構(第 �  8図)


[住居構造]住居の東側は� l道 ・� 330Dと撹乱により壊されている。� (平面形)方形。(規模)不明 X4.70 

ffio (壁高) 5 ~16cmを測 る o (壁溝)カマドを除いて全周すると思われる。上幅14~22cm ・下幅 5 ~ 8 

cm・深さ� 11~14cmを測る o (床面)住居中央部が、よく硬化していた。(カマド)北西壁に位置するが、

ほとんと壊さ れているため詳細は不明である� o (柱穴)主柱穴と思われものが� 4本確認され、北側以外

は重複形態をとる o (貯蔵穴)北西壁の北側に偏っ て位置し、平面形は隅丸長方形を呈する。規模は� 90 

x72cm、深さ� 52cmを測る。覆土は上層がロ ーム粒子 ・炭化物粒子 ・白色粘土含む暗茶褐色土、 下層がロー

ム粒子・焼士粒子・炭化物粒チ・白色粘土ブロックを含む黒褐色土を基調とする� 下層より土器片が多O

く出土している� O 南側に� 2~ 4cmの高さの凸堤が確認できた。(覆十)ローム粒子 ・炭化物粒子を含む

黒褐色土を基調とする O 

[遺物]土師器杯・斐・甑、ミニチュア土器、ガラス小玉が出土 した。その他、 炭化種実(イネ ・オオ

ムギ ・ムギ類)が出十ーしている(付編参照)。

)。世紀前葉� 7[時期]古墳時代後期(

遺物(第� 9図、図版� 7-2-7、第� 7表)� 

lはミニチュア土器、� 2 ~ 4は十ー師器杯、� 5は土師器護、� 6は土師器甑、� 7はガラス小玉である。� 

153号住居跡

遺構(第10図)� 

[住居構造]南壁以外は調査区域外であり、さらに� l道・� 26W・154Hに切られているため、詳細は不

明である。(平面形)方形か。(規模)不明。 (壁高) 18~25cmを損IJ る 。 (壁溝)確認できた範囲では巡ら

されていた。上幅16~20cm ・下幅 6 ~ 8 cm ・深さ� 8 ~17cmを測る o (床面)図示 した部分がよく硬化 し

ており、貼床は� 2 ~28cmの厚さで施されていた。(炉)調査区域北側の良く焼けた箇所が炉の可能性が

ある o (柱穴)ほとんどが後曹の物と思われるが、貯蔵穴西側の重複した深さ� 43・48cmのものが主柱穴、

その西側の深さ� 32cmのものが入口関連の柱穴と考えられる� o (貯蔵穴)南東壁の東コーナ ーに偏っ て位

置し、王]z面形は長方形を呈する� 規模は80x 70cm、住居床面からの深さ� 104cmを測る。覆士は� 9層に分O

層される� 上部は� l道により壊さ れている。(覆土) 8層に分層される。O

[遺物]土師器杯 ・士甘・ 査、土製品が出十ー した。� 

- 21 
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第� 3節 古墳時代中・後期の遺構と遺物� 

E1 定量2 イ 辿 ノ� ¥~了トーヨ� 

f 

5 
10cm 

第9図� 152弓住居跡出土遺物� 0/4)

[時期]古墳時代中期(� 5世紀中葉)。


遺物(第10図、第� 8表)
 

lは土師器杯、� 2は土師器地、� 3は土師器吾、� 4は土製品で支脚であろうか。
 

154号住居跡

遺構(第11図)

日主屑構造]大部分が調査区域外で、南コーナ のみの検出である� o 153Hを切り、� l道・� 26Wに切ら

れる� o (平面形)方形か。(規模)不明。(壁高) 17cmを測る。(壁溝)確認できなかった。(覆土) 4層

に分層される。� 

t遺物]土師器杯・査の破片が出土した。

[時期]古墳時代後期(5世紀後葉)。

遺物(第11図、第� 9表)� 

lは土師器杯、� 2は土師器壷である O 

156号住居跡

遺構(第 12~14図)

[住居構造]住居の南側は調査区域外であり、北側の上部は撹乱により壊されている o 157H・355Dを

切り、� 28W・353Dに切られる� o (平面形)方形。(規模)不明 x6.20mo (壁高)残りのよい部分では� 56 

~61cmを測る O 壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)確認できた範囲ではカマドを除いて巡らさ れてい

た。 上幅 16~24cm ・下幅 6 ~12cm ・深さ 12~19cmを測る。(床面) カマド付近がよく硬化 してお り、貼

←床は� 2 ~12cmの厚さで施されていた。(カマ ド)北壁のほぼ中央に位置し、主軸方位N -170 Wo 長

さ120cm・$lji110cm・壁への掘り込み27cmを測る� 袖部はロームを馬蹄形状に残し、 その上に白色粘土を� O
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第� 2章城山遺跡第46地点の調査� 
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第� 3節古墳時代中 ・後期の遺精と遺物� 

26w 

¥ ， ¥一ー/ 守1γ--yy--A 

i届� Z史上及び撹乱。
 
2層 ロ ム粒子 ローム小プロァ クを含む暗尚色� t 

、、ー一一一一ぜイ� 154H / / 3届 ローム組子 ローム小プロγ クを多く、ロームプロ ック

を古む晴同色� L 
4緬 ローム粒子 ローム小プ ロックを含む時褐色土. 

5届 ローム粒チを育む時事問色上一� 
6層 ロ ム粒子 ロ ム小ブロック を多く古む暗前惜色じ� 

7届 砂 騨届(砂は褐色の山砂離は晶太径cm)o 

8届 ローム粒チ ローム小ブロックを吉む暗惜色七♂� I26W 

9届 ロ←ム粒子 ローム小プロック 樺(最大使� 3em)を企む

暗褐色上.
ι一一一一ー一一一一ι一一一一一一一1-一一一←� 10層 ローム粒チ ロ ム小プロック を吉む暗掲色上司� 

II届 ローム粒子 ローム小ブロ ックを含む暗褐色士山� 

12届 ロ ム粒子 ロ ム小ブロ ック ー隈(最大径� 1 cm)を古む� 

.91褐色L
A立4，

)。JiIiより暗色，ロ届 ム粒子を合む11，¥褐色土(J2
13

14層� 1 ~j 道路状遺構曜ゴ� 

-， ローム小ブロッ クを吉む明茶褐色上。ローム粒子属15
Ih届 ロ ム粒子 ローム小ブロ ック を古む暗茶禍色じ� | 

17届 ローム粒� F ローム小ブロッ クを古む明茶褐色上� 
I J54H 

18層 ローム柁チ ローム小ブロ ジクを多く 古む時指摘色上� 

1m 

ミ長f ¥、蝉臨互主五
10cm 

第11図� 154号住居跡 ・26号井戸跡・� 154号住居跡出土遺物� 0/60・1/4) 

被覆し天井部と共に構築されていたと思われる� 一部赤化した粘土が確認できた。煙道は750 程の勾配O

で立ち上がっている。燃焼部は前面の掘り方を20cm程埋め戻 してあった。(柱穴)主柱穴は 4本と思わ


れるが、そのうちの� 2本のみが検出された。 深さ� 59・67cmを測る。(貯蔵穴)北壁のカ マドと北東コ ー


ナーの中間に位置し、平面形は隅丸長方形を呈する� 規模は86x 62cm、深さ� 60cmを測る。東側に高さ� 2
O

cmの凸堤があり、さらに深さ� 18cm・幅14cm程の段を有.する。覆土はローム粒子 ・ローム小ブロック をや

や多く 、炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。(覆土)� 15層に分層される。貯蔵穴東恨Iの床上から、J

柔らかい白色粘土が検出された。

)。付編参照点が出土した(1モモ)[遺物]住居全体から多数の土器が出土 した。その他、炭化種実 (

[時期]古墳時代後期c7世紀後葉)。

[所見]北西コーナー付近から焼土が検出され、 さら に覆土中から炭化材も検出されている ことから焼

失住居の可能性がある O

遺 物 (第15図、第10表)� 

1 ・ 2 は土師器杯、 3 ・ 4 は須恵器護、 5~11は土師器護、 12 ・ 13 は土製品(支脚〕である。 

157号住居跡

遺構(第16図)� 

[住居構造]南側は調査区域外であり、156H・28W・343・344・354Dに切られているため、詳細は不

明である� o (半面形)方形か。(規模)不明。(壁高)27cmを測る。� (壁溝)確認できた範囲では巡ら され

ていた。 上幅1O~16cm ・ F幅 5 cm・深さ� 5cmを測る o (床面)カマ ド前面に硬化 した面が確認でき た。

(カマド)北壁に位置し、主軸方位は� N-260 -w。後世の士坑に壊されており 、詳細は不明であるが

袖部はロームの上に粘土を被覆して大井部と共に構築されていたと思われる� 被熱によ り赤化 した粘土O

一←� 25 -



第� 2章城山遺跡第46地点の調査

備蓄礼� 

19 


r 、、

硬化面� 

4号 B生D
、、、々

柱根跡

¥ • 
主

ー-L 一一一一一一← 乙 五こ 一一一一←ー-.J� i二一� 

A127m 
A 

B 

13


l層 表土及びl11gL 
2層佳f忙のピッ ト。

3層 ローム粒子 ・世上粒子を吉むm尚色土. 

4届 焼七粒子を多く、ローム粒チ ー炭化物粒子ーを含む.r.l.¥尚色土. 
5層 ローム粧子焼土粒子 を古む黒同色上ω� 

6崩 ロ ム粒子を古み、焼七粒-(を僅かに含む黒色士� 

7層 ローム粒子 ローム小ブロックをやや多く 古む時茶褐色土. 

8層 ロ ム粒子 ロ ム小プロγクを古む熊楠色工� 
9層 ローム粒子 ローム小プロック をやや多く古む暗茶褐色上。� 

lO届 ローム粒子 ・ロ ム小プロン クをやや多く 、協上粒子 炭化

物粒ー壬を僅かに吉む古む暗来禍色士� ("層よ りやや暗色) 
Il層 ローム粒子。 ローム小ブロ ックをやや多く合む暗茶褐色土。� 

l2届 ローム粒下 ローム小ブロ ック を多く 古む明茶同色土。� 
届 ロームブロッ ク、� 

11層 ローム粒下 ・ローム小プロック を多く古む明茶褐色十。� 

15層 ロ ム柑子 ロ←ム小プロンク を多く 古む明茶褐色土
む暗黄禍色士<3ローム小プロックを多� :'IJロームド困層

17層 ローム粒 子ーローム小プロ ック を多く 含む烈禍色上吋� 

l8陪貼床。
1m 

第12図� 156号住居跡� 0/60) 
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第� 3節 古墳時代中 ・後期の遺構と遺物� 

10 


。ノ� 

¥ 乞
?・. 

- 粘土範囲� 

12
_7m 

3
1 


， 一.
' .

‘ー�  - 一一.、ー 巴・� ・.・一 ・・・田， ー九一ー、ー".・一・
一
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第13図� 156号住居跡遺物出土状態(1/60)
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第� 2章城山遺跡第46地点の調査

囚

¥ 
凶� ω 

¥
、

/LX 何聴き礼
相隆副L 

白色粘土範囲

薗暗躍 赤化粘土範囲� 

A114m "醤機乱a

2膚 ロー合、他� s ロ ム4ブロック 句陸上位寸想定上小プロ ック 同化物粒� f 給七粒子

〆クを含む則網島色i 
3H面倒..飽� F 健 t小プロノク"多く ロームfiTT 'M，化物粒子 D<を合むI!¥尚色� 1. 
4届� FJ(!!:J< 縫1.1を+ 燐 i小プロァ クを含む灰褐色Iょ.� 
5属 ロームプロシク� 

ザロ� '1粘土

6111 .陸上純子後 l小〆ロ ソク金多〈 ローム舵� f ローム寸 プロノク 物十位� fを食む暗d板橋色t.� 

7幅� υーム絵 t ローム小/ロックをやや多く 綾上位イV 検」小プロシク 給 Ltり 鋭化物総チを

含む明茶褐色L 
"11 燦� i位手続上小プロ� γクをやや多く ローム'" ローム小プロ� yク 給 十位� f 粘土小プロ� y

ク 炭化物胞子 灰を食む風色上. 

'lltf 焼� 1位� f 縫上小プロ ノクをやや多く ロ-. 給� f 間化物総字企Lf，'"f ローム小ブロ ック 位 了

fk

含む時糸尚色土u 

プロング "多〈4:rチ粘土....t・'f(，10
網島色� L 

11嶋 ローーJ、tn ロ ム小プ口 ノク 粘� k位子 持� t小ブロック '4:':鼻〈 機 十純� f 炭化物徹子を含む

略的利略色� t. 
12属 ローム蝕� F ロ-，小プロ ヴクを多く 焼� I:tlti 炭化物作子 を月むIff'lIl悔色 L 

ロ ム飽守 口 ム寸 プロ� γ ク� を含むf-1"，化物絃↑炭t焼

13膚 ローム粒� f ロ ム小プロ� γク

IM 

粘土陀 f 帖� k小プロ ックを$'(、焼� k飽 f-.ル化物卵 子を含む� /，
1ft貨褐色� I 

l- D ム粒(，p ム小プロ ック 含多く、 健ヒ粒子燦�  t寸プロ� yク 鮎 上総� r.1#化物柁 了を合行

時来働色� 1 
15属 ロ� 4純子� U ームイ プロ� γク"多く 燐� 10粒子炭化物位チを合む時前例防色� L 

16属貼Iに

1m 

第14図� 156号住居跡カマド(1/80) 

も検出された。燃焼部は良く焼けていた。(柱穴)ほとんどが後世のもので、主柱穴は貯蔵穴前の深さ6 

3cmのものと思われる。(貯蔵穴)北壁の西側に偏って位置し、平面形は長万形を呈する。規模は55x32 

cm、深さ64cmを損1JるO 覆土は上層がローム粒子 ・ローム小ブロックを含む黒褐色士、下層がローム粒子・

ローム小ブロックを含む明茶褐色土を基調とする o (覆土)上層がローム粒子・ローム小ブロックを含

む暗茶褐色土、下層がローム粒子・ロ ーム小ブロッ ク・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする� 覆土O

中より炭化材が多く検出されていることから焼失住居と思われる O

[造物]土師器坪・鉢・聾が出土 した。その他、炭化種実(イネ・コムギ)・虫えいが出土した(付編

参照)。� 

[時期]古墳時代後期(7世紀中葉)。

[所見]覆土中より炭化材が多く検出されていることから焼失住居と思われる O

遺物(第17凶、第11表)� 

1 ~4 は土師器杯、 5 は土師器鉢、 6~8 は土師器護である O 

-28-



第� 3節 古墳時代中・ 後期の遺構と遺物� 
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第� 2章 城山遺跡第46地点の調査� 

/ 


藍語聾 焼士範圏

被熱粘土範圏

袖部粘土範囲� 
〈

/ 

B 

対尋市内 ぷ尋問� 
l崩 粘 i粒 f 粘 i ぺブ ロ ックを~く υ ーム粒 f ロ←ムペプU ック

使ヒ胞子 以イヒ物位，を{~む時察側色jポQ 2騎ロ ムブロヴク. 

3届ローム純�  l'Pーム小プロ� yク 機H~ 子 I':: i ヒザj粒 子 粘土fS!-~
結土小プロ� γクを.，む11¥俗色� L 

4層鮎仁位 ¢ 給i小プロ ノクを多く ロ ム位了 ロームイ プロ� γク

後t-位千 健� 1:<1プロγク� - 1.. ニ、 f~化物粒 ( . 理化Hを"む明築制白色i. 

/ 

ψ 

5ヱl 

第16図� 157号住居跡 ・造物出土状態� 0/60)
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第� 4節 平安時代の遺構と遺物� 

ミミhRd?衣 之グ
て二三三主主主ご士二三ノ� 2


」42J

lOcm-
第17図� 157号住居跡出土遺物� 0/4)

第� 4節 平安時代の遺構と遺物

(1)概要

平安時代の遺構は、住居跡� 1軒(155H)・溝跡� 1本� (33M)が検出された。� 155Hは一辺� 3m台の小

型住居で、調査区中央を東西方向に横走する33Mに切られている。時期は155Hが� 9世紀中~後葉に位

置付けられる。� 33Mは良好な資料が出土しなかったが、� 155Hを切ることから、ここでは� 9世紀後~末

葉として扱うことにする� また、� P1から布目瓦の小破片� 1点が出土しているO O 

(2)住居跡 
  

155号住居跡


遺構 ( 第18・19図〉
 

[住居構造]27W・33Mに切られる o (平面形)長方形。(規模)3.60x3.30mo (長袖方位) ほぽ� E
 

Wo (壁高) 31~47cmを測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる o (壁溝)南壁の西コ ーナー寄りの一部を除き


巡らされていた。 上幅20~36cm ・ 下幅 6 ~10cm ・ 深 さ 4 ~12cm を測る o (床面)住居中央付近からカマ
 

-31-



第� 2章 城山遺跡第46i也事、の調査

レ 欄 焼土範囲� 

A.....!.26m 
A 

l届 丑土及び推古」� 
2届 後世のピ� y 卜。� 

3届 ローム粒子 白ロームノトプロン クを古む

鼎色L 
4届 ロ ム粒子 ・ローム小プロァク ー位土

桂子民化物粒子 粘土桂子を古tr:.!J
偽色L 

5層 ロ ム粒子 ローム小プロ ック を古む

黒褐色上.
 

6届 ローム粒子� ι ローム小プロンク 桂士

胞子 粘土粒子を吉む暗来褐色1:.
 

7届 ローム粒子 ・ローム小プロック・ 桂土

粒子 民化物粒子粘上粒子を古む暗

幕同色L 
8届 ロム粒子コ ム小プロッ クを多く

焼土粒下 ・由化物粒子 。粘土粒子を古

む明茶間色上. 
9層 ローム粒子 ローム小ブロンク ・世上

粒子由化物粒子粘土粒子を含む明

茶袖色上. 

10崩 ロ ム粒子 ロ ム小プロックをやや

多く 桂上総子 炭化物粒子・粘土粒

子を含む黒椙色上. 
11層 ローム粒子 ローム小ブロック を多く

吉む暗黄眠色上. 

12層 ロ ム粒子 ローム小プロ ックを多く

櫨士粒� 1・粘土粒子を古む!品納色l:，

i3届臥床。� 
11層 ローム粒子を多く 焼上粒子粘上位� 

fを古む明茶褐色」ヒ. 
15
層 ロム粒子ロ ム小プロァ クを多く、

焼土胞子 粘土粒子を古む暗黄褐色上. 
16届 ローム粒チ ローム小プロ� γク・世上

粒子 出化物粒子 粘上粒子を吉台時 |カマド

褐色上� [ B 
17届粘上位子 粘土小ブロックを多く 境

上粒 子会吉む暗灰尚色」� 

ム粒千C一一 18届ロ ロム小プロ� yクを多く

聾土拍子粘土粒子を古む明茶褐色上. 
19届ロムプロ�  γク。� 

20層焼仁粒子焼土小プロ� γクをやや多く 「

ロ ム粒子 ロ ム小ブロックを古む� |カマド

J C こゐ� 暗茶出色」、.点関長蕊

lミ� ~1:f 
':，・......ー~・
'..::胃、  

::: ':主主 、.� 
♂J・ ・e ・Jε:':'".戸・.

仁Jム一一ー一一二ι.1--.- 一斗二一
1m 

第18図� 155号住居跡・ 遺物出土状態� 0/60) 



第� 4節 平安時代の遺構と遺物

てマ」ー←� 

ぐ3 
b 

白色粘土範囲

煙士範llil 

l府 ロ ム拍 子 権� 1:桂子 山(ヒ物粒子枯 十粒 子を古む州地色上
 
2桔 粘士粒� F'，'̂ 十小プロン クをやや多く!ロ ム粒チ ロ ム小プロ ソケ 綻土柁イ ー燐� I小プロ


ンクー 炭化物位子を吉む明革開色� t
 
A1J6m 3嗣 粘士位� γ・粘 ヒノjフロックを多く】日 ム位1-.p ム小 プロ� γク 肱土粒子� m化物佳子を古


む臼茶褐色� 10
 
4ヤj 粘� 1:N i'， 粘 ト小ブロシク をややJ'く !ローム粒 イ ・ 時 1て粒 7 ・ f惜色九 
ι:化物粒 下 >ê~ô; trJ¥
5届 枯� t粒，.-.粘� t小 yロヴグ 嵯 ト柁� ;" l.と仁小フ ロックをやや多 <.ローム粒子 ロ ム小プロ

ンクー 炭化物粒子を苫む暗条惜色 九� 

β舷i ロ ムプロックリ� 
7耐 陥� lて粒子 ー枯 わl、ブロシ ケを多<.ロ ム約一子 ロ ム小ブ ロック 性 t粒干 地 i小プロゾ� Jシ

炭化物粒 子を古む明列島出色� i 
8届 ローム粒子 ・焼土粒チ ー朕化物花子 粒� Fを古む!l¥色� 1，.帖 i '
9廟 ロ ーム粒子 ロ ム小プロゾ グ 地十桂子時 十小プロγク ・枯ト粒 子。枯� 1小プロ� yク ・炭化

物粒子を古む出褐色� l 
10屈惜�  t払子 ー地� l'l、ブロックをやや多く ローム粒子 ロームノトブU シク 炭化物桂子 柑 上桂子

粘� i小プロ� γ クを吉む暗茶間世上
 
11臨 ローム粒 子 ロ ;，，1、ブロック!i:f.:t.r寅惜色七
 
12刷 陸 上粒 子 ・地 ト小フロソク を多く、 炭化物粒 子 粘士粒 了 粘 トド プロック を古む時亦褐色� 1:
 
1:1届 ロ ム粒 子 ロ ム小ブロックをや苧多く、 現 土すとチ ー埴上小ソロン ク 粘す粒下 車l'十ノl、プロ

也九尚会第!閉ンクを古む� 
14廟� t，l;j~粒 子 帖� 1::1、ザロ� γクをペ ザ多く1 ロ ム範� 3乙 ロ ムノJ、プロ ァク ・焼� t粒 下 。憐� l小プロ


1m ソク 炭化物事立子を肯む.&策同色1:.
 
剛;;1. ローム粒子・ ローム小ゾロジクを多〈 燃� t粒� 7 炭化物胞 子を古む時前袖色� L 

16磨 ロ ム蛇 ? ロ ムノトプロッウ 合多く、 世 と粒 下 炭化物粒子ーを含む時茶褐色士.

第19図� 155号住居跡カマ ドA 0/30) 

三� 2 人↓イ� jプ |一一 ~ 3


/千に6
 

10cm 

室 主主� 1 之さぞラーコつ� 7 


10cm 

第20図� 155号住居跡出土遺物(1/4・1ノ3)
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第� 2章 城山遺跡第46地点の調査� 

~ 

v r r 

1届� 4向上及び撹古」
 
2届 ローム粒子を� fiiかに含む鼎褐色上� 3
 

3層 ローム粒子を僅かに吉む� m色土。
 
4胞 ローム柑下を古む� iM同色土。
 
5府 ローム粒子 ーロ←ム小プロン クを


含む開色� L

1m 

第21図� 33号溝跡� 0/60)
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ドA ・Bの前面付近がよく硬化していた。(カマ ド)東壁に� l箇所� (A) と、北壁に� 2箇所� (B・C)

確認できた。北壁のものは旧カマドと思われる� カマドAは東壁の中央より南側に偏って位置し、長さO

110cm・幅115cm・壁への掘り込み65cmを測る� 袖部は壁溝の一部を埋め戻 した後、暗黄褐色土を貼り、O

その上に白色粘土を被覆して天井部と共に構築されていたと思われるO 煙道は700 程の勾配で立ち上がっ

壁への掘り込み45cmを測る� 煙道は550 程の勾配で立ち上がっている。燃焼部は焼けて赤化していた。O

カマド� Cは北壁の西側に偏って位置する。撹乱により壊されているため詳細は不明であるが、燃焼部と

思われる焼けたロームは確認できた。(柱穴)検出されなか った。(覆土)10層に分層される。

[時期]平安時代(9世紀中~後葉)。

1・2は須恵器杯、� 3 ~ 6は土師器輩、� 7は鉄製品で、いわゆる 「半月形鉄製品Jである O 特に� 7の

鉄製品については、埼二玉県ふじみ野市(旧上福岡市)川崎遺跡第� 3次か ら出土したものと同類のもので、

新井順子氏により 「穂、摘み具」として考え られている(新井他� 1978)。� 

(3 )溝跡 
  

33号溝跡


遺構(第21図)
 

[構造]155Hを切り、� 27Wtこ切られる o (規模)確認できた範囲では長さ 12.8m ・上幅65~80cm ・下幅 

40~57cm ・深さ 15~32cmを測る 。 坑底はほぼ平坦で、東側が浅くなっている o (走行方位) N-660 
-

五平� 

()は現存値及び推定値

挿図番号 器種 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土位置 法存度

第9図1
ミニチュ� 

3 (4.6) 
深身の器形/器厚は厚く 0.8

黄褐色
砂粒を僅か

指頭押捺による成形のみ 覆土中� 50%

ア土器� cm/内面に輪積痕あり に含む

内面 口縁部横ナデ、底部

土師器
口縁部は幾分内湾気味に直立

ヘラナテ/外商 口縁部横

4第 節平安時代の遺構と 遺 物

117cm 80cmBは北壁のほぼ中央に位置し、長さ ・幅 ・ている。燃焼部は良く焼けて赤化している。カマ ド� 

[遺物]須恵器杯・土師器費、鉄製品が出土した。� 

20 12遺物(第 図、第 表)� 

W 4(覆土) 層に分層される。o 

6.


第9図2 4.3 (120) /口縁部と底部との境に段を黒褐色 砂粒を含む� 貯蔵穴下層� 60% 

11ナデ、底部へラ自I不� 

もつ/黒色土器の可能性あり
り/外面口

縁部直下に未調整部分あり


内面 口縁部横ナデ、底部 

土師器 口縁部と底部との境に稜をも 黄褐色

茶褐色粒子
ヘラナテ/外面 口縁部横 


第9図3 13.6 (13.6) 
つ/底部は平底気味� 

-砂粒を含
ナデ、底部へラ削り後ヘラ

貯蔵穴上層� 50% 

む

ナデ(スリ� y ブか〕


内面 口縁部横ナ デ、 以下 

底部は平底/口縁音1¥と体部と 砂粒を僅か ヘラナ デ/外面 未調整/

西コーナ ー住

第9図4 土日市器� (22) (76) 黄褐色 穴すく北側の

体部~底 

主不 の境に稜をもっ に含む 未調整部分は指頭押捺によ

床面上
部60%

るjj1Z形痕

白色粒子 ・内両 日縁部償ナデ、肺]部 貯蔵穴を中心

土師器
口縁部と胴部との境に稜あり

茶褐色粒子 ヘラナデ/外商 口縁部横 に北西壁及び 口縁部~
第9図5

霊童� 
(24.0) (228) /最大径は口縁部と胴部中位 貫褐色

を僅かに砂 ナテ、胴部へラ削り後細長 力マ ド周辺か 胴部50%
ほほ|ロlじ位置

粒を多く含む いナテ ら散在

白色位子 ・

土師器� 茶褐色粒 1内面:へラナデ/外商 へ 胴部下半~
第9図6

甑
(156) (86)底部は筒抜け式 黄褐色

を僅かに砂ラ削り後細長いナデ
貯蔵穴を中心

底部40%
粒を多く含む

アク� 7 ブカ♂ラス 径1.5mm・厚さ1.0mm/取り上 住居中央付近 仁ロノノロ7-2-図版7 (淡ーノレ cbフじ;rr凡� 

小玉 げ時に破J員 の覆土中
青色)

(単位 cm)

第� 7表� 152号住居跡出土遺物一覧
 

- 35-

3 



第� 2章城山遺跡第46地点の調査

()は現存値及び推定値� 

j市図番号 告号種 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土位置 遺存度

第10図l
土師器� 

f不� 
(3.4) (13.0) 

口縁部は僅かに内傾/全体に 陪茶褐包 砂粒を僅か 内面ナデ/外自ヘラ磨き
覆土中

|内湾する器形/内外面赤彩 を基調 に含む 調整
口縁部~体� 
5sの小破片

土師器
第10図2 

対f
(71) 

|査であるかもしれない/底部 内面へラ ナデ/外商 摩耗
体昔日中位~5.0 は港笥底/器面は著しく摩耗 淡黄褐色 砂粒を僅かが著しく不明であるがへフー炉の南側ほぼ

/外面赤彩 1;::含む 磨き調整であろ-) 床面� t |点部60%

第10図3
土問器

宝士E 

第10図4 土製品

複合口縁/肩部で「く」字状
茶褐色 砂粒を含む 内外面横ナデ 貯蔵穴

に屈曲

一同一!茶褐色粒子 表商には指頭による成形痕 覆土中
り/長さ 3.8cm .幅7.0cm・重賞褐色
さ73.5 g 

を含む が観察される� 

口縁部~肩
部の小破片

大部分は欠
f員か

第� 8表� 153号住居跡出土遺物一覧

開図番号 器種 告書高 口径� 1底j歪 料品 徴 色調 胎土�  3鴎 整� I:11土位置 治存度

土師器
第11図1

王不� 
5.4 13.6 2.9 内斜口縁切;/底部は蒜笥底/ 胎土は赤 内面白縁部横ナデ、 以横ア下I古民「J l| 

内外面赤彩 褐色
砂粒を含む ーナデ/外面 口縁部 面ーヒナーの 。

ナテ、以下へラ削り後ナ

F||面口縁部途中に段を い
赤彩か

f|鴨褐号
色

茶褐色粒子内外面横ナデ後ヘラ磨き 1南コーナーの 口来季古官を30土師器� (37) (60)第11図2 -砂粒 ・小 調整 床開上 %弱宜'iA 石を含む

白色砂粒を |内面当て道具痕〔青海波須恵器
やや北側のほ小破片胴昔日上半か 灰色第15~14 僅かに含む 文)/外面叩き自婆
ほ床面 ヒ

0 .

15 3 を僅かに含図 胴部上半か 赤褐色 側の覆 土 中小破片第
叩き目幾

0 .

子凋

第� 9表� 154号住居跡出土遺物一覧

開問番号 器種 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎土 繋 出土位置 ii't存度

土問認 底部から直線的に外傾する器 砂粒を僅か
内面ナテ後ヘラ 磨 き調繋 北西柱穴の南

第15図1
主不� 

3.9 (9 .4) 5.6 
形/底部は平底

暗黄褐色
に合む

/外面 ナデ/外商には未 側の覆士中�  50%
調整部分あり (床上lOcm)

土日市器
口縁部は外反/ロ縁部と底部

砂粒 ・小石
内面 口縁部横ナデ、以� F

第15図2 6.0 13.6 ー との境に稜をもっ/外面には 暗茶褐色 ヘラナ デ/外面 口縁部横 カマド左横の180%強
杯� 

輪績痕が残る
を多く 含む

ナデ、以下へラ削り
床面上

須恵、器
砂粒 ・小石

内面 当て道具痕/外面.
北西住穴の北

む (床上17cm)

住居中央より

士郎器� 丸墾/仁l縁部は外反/胴部上 日音黄褐色 砂粒を多く 内面口縁部横ナデ、以下 力?[、右担Ijの� 
第15図5

喜重
26.8 (172) 8.2 

半に最大径をもっ を基調 含む ヘーナデ/外面 口縁部償 床面上 50% 

ナデ、以下へラ削り


長饗/口縁部に段大径をもっ 茶褐色粒子 内面白縁部横ナデ、以下
カマド 前面の


第15区16
土師器

31 20.5 6.0 /口縁部は外反/外面胸部に暗燈色� • u虫干立を多 ヘラナデ/外面 白縁部横 70%

護� 

粘土付着痕あり く合む ナデ、以下へラ削り後ナデ� 
床頂上 
  

の1)カマト右制

内面口縁部横ナテ、胴部 床面上及び北
土師器 長 裂 /口縁部は外反/胴部と

日音燈色
砂粒を多く

ヘラナデ/外面 白縁部構 東柱穴周辺の 口縁部~胴
第15図7 

Z韮� 
(15.0) 22

ロ縁部の境に僅かに段をもっ 含む
ナデ、胴部ヘラ削り後ナデ 種土中(床上� 

部中位50%

7~ 18cm) 

土師器 長室盟/口縁部は外反/胎土は
茶褐色粒子 内面ー口縁部横ナデ、胴部

カマド右横の 口縁部~胴
第15図8 (170) 18.8 

いわゆる比企型杯に類似
暗茶褐色� -砂粒 ・小 ヘラナデ/外面ー口縁部横

床面 tを中心 部中位40%護� 
石を含む ナデ、桐部ヘラ首Jり

外面 :黒 茶褐色粒子 胴部中位~
土問器

(210) 10.8 
大型愛(丸裂か)/底部に木

色ヤ酒� -金雲母・
内面へラナ デ /外 面へ

貯蔵穴 底部ほぼ完第151819
裂� 葉痕あり

暗茶掲色 砂粒を含む
ラ削り後ナテ(スリ ソプか)

形

カマド ・貯蔵
茶褐色粒子

土師器
長窪/8の土器に胎士 ・調整� 

-砂粒 ・小
内面胴部へラナデ後半且い穴及び住居中

胴部中位~
第15図10 (18.0) 6.7 が類似するが、胸部径が大き 暗茶褐色

石を多く 含
ハケナテ/外面 ~lcJ部へラ央の覆土中

底部30%主題 いため別個体 同1' 床 仁lOcm)
む

1)
か ら散在
カ7 ド及び北

土問I
. 6.8 

砂粒を多く 内面胴部へラナテ/外面 東柱穴周辺の胴吉l器� '中位~
第15図11

蓋2
(245) 長裂/外面に粘土付着痕あり 暗黄褐色

合む 胸部へラ削り後僅かにナデ 覆士中(床上底部70% 
10~18cm) 

第15図12 土製品
支脚/裾部は幾分広がってい

日音茶褐色
砂粒を含ま 指頭による押捺成形か/や日カマド� 50%

る/現存高9.8cm・径4.lcm なL、 紋痕あり

支脚/円筒形/裾部は広がっ 指頭による軽いナデか/部痕1 
第15図13土製品� ている/現存高15.3cm・径4暗茶褐色砂な粒 カマ ド 裾部を欠損を含ま分的に棒状工真による削し、|

2cm あり/指紋痕あり� 

(単位� cm)

第10表� 156号住居跡出土造物一覧� 
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第� 4節平安時代の遺構と造物

()は現存値及び推定値

挿l 器穆 笥 底径 徴 色 調 月台土 調 整 出土位置 遺存度iSJ番号 器i 口径 特

土師器
口縁部は直立/口縁部と底部

砂粒を多く
内面 口縁部横ナテ、底部 カマド左横及

第17図1 珂;� : 10.9 との境に段をもっ/底部は平 暗樟褐色
合む

ヘラナ テ/外面・ 口縁部横 び前面の床面 ほほ完形品12 
底気味 ナデ、底部へラ自11り後ナテ 上

内面 口縁部償ナデ、以下
口縁部は外傾/口縁部と底部 ヘラナ デ/外面 口縁部償 カマド前面の� 

土日市
材� 

器
:

第17図2 4.4 12.2 5.7 との境に段をもっ/底部は平 淡茶褐色 砂粒を含む ナデ、 体部未調整、辰部へ 覆土中(床上� 50% 
底/黒色土器の可能性あり ラ削り後ナデ/未調整部分� 17cm) 

は指頭押捺痕

口縁部は外傾/ロ縁部と!底部
土師器 との境に段をもっ/器面全体 胎土は暗 砂粒を多く

内面口縁部構ナデ、底部
力7 ド前面の

口縁部横ヘラナ デ/外面.4 3 15図17第� 
杯

日O 
が摩耗/内面及び外面口縁部 黄褐色か 合む 床面上� 

70% 

赤彩
ナテ、底部ヘラ間uり

内面白縁部横ナデ、底部
力7 ド前面の

第17図4
土師器

5.6 1:l6 
ロ縁部は僅かに外反/口縁部

暗黄褐色 砂粒を含む
ヘラナデ後へラ磨き調整/

磁土中 (床上 80%
主不� と底部との境に稜をもっ 外商 口縁部憤ナデ、底部

10叩1)
ヘラ再11り後ナデ� 

内面暗 内面口縁部倹ナテ、以下
土師器� 

浅鉢形/口縁部は外反/外面
茶褐色/ 砂杓を多く ヘラナ テ/外面 ロ 縁 部 横 力マ ド左桜iの

第17図5 11.7 25 口縁部に輪積痕/底部は丸底 ほぼ完形品
鉢

/黒色土器の可能性あ り
外面黒 合む ナテ、以下へ ラ削り後ナデ ほほ床面よ
色 〔スリ ップか)

内面口縁部情ナテ、以下

ロロノZ貯蔵穴北縁のヘラ ナデ/外面口縁部償
金雲母を僅小型丸~/口縁部は大きく外

土師器� 
J ロ

8 .

第 17区16 18.6 15.3 7.9 反/最大径は胴部上半/底部 黄燈色 かに砂粒を 。 凡フじX

ナテ、 以下へラ削り後ナテ 床面レベノレ主霊
に木葉痕あり 多 く含む

(ス リップか)

内面口縁部横ナ デ、以下長袈/口縁部は外反/胴部と内面黒
力マド及び前金雲母を僅

ヘラナテ/外出口縁部横土師器� ロ縁告s-胴ローに段をもっ一日 かに砂粒を(320) (220) 
径は口縁部と胴部上半ほほ同面暗憧

第17凶7 面の 覆 土中
ナデ、以下へラ削り後てい 部下半70%翌

(床卜β-18cm)

口縁部の境に僅かに段をもっ 砂粒 ・小石 ヘラナテ/外面白縁部横 カマ ド左横の 口縁部~胴第17区18 I土窪師器� (25 0)1 (192) 
/最大径は口縁部と胴部中位

時檀色
を含む ナデ、以下へラ削り後ナデ 床面上 部下半10%

ほほ同位置� (スリ ソプか)

第11表� 157号住居跡出土遺物一覧

位跨 色
多 く含む

ねいにナデ(ス リップか)

内面下l縁部横ナ デ、以下長婆/口縁部は外反/胴部と

挿図番号 苦言種 器高 口径 !底径 ヰ寺 徴 こ|色調 胎 こ 調 整 出土位置 治存度

2員恵器� 
白色砂粒 ・

床面上~覆土
-.J中(床(126) 5.6 ロ縁部は外反/東金子製品か 灰色

黒色粒 子 ロクロ凶転は右回転/底部
第20図1 3.6 lOcm60%

上手 (コクス?)に巨転糸切り痕あり
程)から散在

を多く 含む

住居中央やや

第20以12 須恵器� 口縁部は僅かに外反/東金子 白色砂粒を ロクロ回転は右凶転/底部 南寄りの覆土� 
釘t 3.6 11.8 (60) 

製品
灰色

含む に回転糸切り痕あり 中� (1O-20cm)
50% 

から散在

南壁近 くの覆
内面 口縁部横コトデ、胴部

小型主主(� コJ["台イ寸惑か)/ 土中(10-40
cm)からやや 部上半30%

土師器 (5 .4) (13.5) 暗茶褐色 砂に粒含ムむを僅か第20図3 ヘラナ デ/外商:口縁部横
費� の字口縁

ナテ、1同部へ ラ自11り
散在

内面口縁部横ナデ、胴部
第20図4

土師器� 
(28.6) 19.5 l斜砂褐粒包.;>:位含了む ヘラ ナデ/外面'仁|縁部横� 

力マド� Aを中 口綾部~府j卜1jの日告茶褐五削寸["いわゆる武蔵型饗/
墾� 字口縁/外面煤付着

ナテ、1阿部ヘラ削 り
JL..、 部下半70%

内面 住居中央の床

第20図5
土師器� (97) 4.4 いわゆる武蔵型饗

茶褐色/
砂粒を含む

内面 ヘラナ テ/外面へ 面上及び覆土 胴部下半~
護 外商崇 ラ削り 中 (床上10cm底部50% 

|褐色 程)から散在

第20凶6
土師器� 

(3.0) 8.7 
台付蜜の脚台部/ ["ハ」の子':¥(褐色を砂市立を僅か 内面底部へラナデ、脚台 カマド中(床

蜜 状 基調� |に含む 部横ナデ/外面積ナテ 上10cm程)
脚台部90%

いわゆる 「半月形鉄製品J/ 
西壁近くの穫 先端部がー•2.5cm最大幅・11.lcm現存長� 

開1剃州山一l17以凶京刈
土中(床上15部破損/90

厚 さ0.4cm・重さ� 23.6g /両
%以上

端に:!f孔

第12表� 155号住居跡出土遺物一覧

挿図番号 宮品種

凶版9-1-1 
3頁恵器

杯

図版9-1-2
須窓器

杯

図版9-1-:3 員恵主主器

器商 口径 底f主 特 徴 色調 飴土 調 整 出土位霞 選手子度

口縁部/口縁部は僅かに外皮 灰色� 
|白色砂粒を

ロクロ回転は右回転 覆土叶1
口縁部小破

僅かに含む 片

底部 灰色
白色砂粒を ロクロ凶転は右回転/底部 覆土中(床上

辰吉川、破片
含む 周辺へラ削り� 10cm) 

胴部/厚さ1.0cm 灰色~灰 砂粒を停か 内面 当て道具痕/外薗 .覆土中(床上
胴部小破片

白色 に含む 平行叩き目痕� 10口n)

第13表� 33号溝跡山土遺物一覧� 
(単位 叩)
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[遺物]覆土中(床上10cm程)から土器小破片が出土した。

[時期]平安時代(9世紀後~末葉)。

遺物(図版9-1、第 13表)

小破片のため、図示できるものはなかったので、 3点のみ閃版に掲載した。 1 • 2は須恵器杯、 3は

須恵器歪である。 

(4 )ピット

今回検出されたピットの大部分は中世以降のものと考えられるが、 P1については布日瓦 1点が出土

したため、ここでは平安時代のピットとして取り扱うことにする。 

P 1から布目瓦の小破片 1点が出土した(岡版9-2)。

第 5節 中問以降の遺構と遺物 

(1) 概 要

中世以降の遺構は、土坑 23基 (33 0 ・ 331 ・ 334~354D)、地下室
ちか むろ

2 基 (332 ・ 333D)、井戸跡 4 基 (25
 

~28W)、道路状遺構 l 条( 1道)、ピット群が検出された。


土坑は南北あるいは東西方向に延びる細長く溝状のものが中心である O 地下室は 333Dから陶磁器・

石製品・瓦など比較的に多くの遺物が出土している O 井戸跡は 25Wから出土した陶磁器・土器片から近

世 08世紀代)に比定できる可能性がある。道路状遺構は照寧元宝が l点出土しているが、時期につい

ては、陶磁器・土器から近世以降 08世紀後半以降)に比定されるものである。

その他として、調査区全体にピット群があるが、特に調査区南西隅から南北方向に直線的なラインで

捉えられるものは、ビット列の可能性がある。 

(2)土坑 
  

330号土坑


遺構(第22岡)


[構造] 25Wtこ切られる O 東側は調査区域外であり、撹乱により一部壊されている。坑底面は平坦であ

るo (平面形)長方形。(規模)不明 x 1.25mo (深さ) 25cm前後。(主軸万位) N -750 
- Wo (覆土) 

7層に分層される O 

[遺物]出土しなかった。


[時期]近世以降か。
 

331号土坑

遺構(第22図)

[構造] 1道を切る。北側は調査区域外であるため詳細は不明である。(平面形)イ¥整形。(規模)イ¥明。

(深さ)調査区域肉では 1mまでしか掘れなかったが、さらに深くなると思われる o (覆土)確認できた 

← 38 




第� 5節 中世以降の遺構と遺物� 

範囲では� 8層に分層される O

[遺物]出十一しなかった。� 

f時期]近世以降か。� 

332号土坑

遺構 ( 第22凶)

[構造]地下室であるo(入口竪坑部)開口部はほぼ円形を呈 し、径1.� 05mを測る O 深さは1.24mで¥

坑底面の東側には40x25cm・深さ� 9cmのピット状の掘り込みがある� 南壁を除いた曙面には足掛け穴とO

思われる小穴が� 5ヶ所確認できた。主体部への連絡はスローフ。状に� 5cmほど高くなっている o (主体部)

底部の平面形は� 56x 42cmの通路側が広く直線的で、奥側が緩いカ ブを描くかまぼこ型を呈する� 天井O

部は入口が54cmで一番高く、緩やかに弧を描きながら下がり� 50cm程先で、坑底と交わる。(主軸方位)は

ぼN-So 

[遺物]土器と銅製品が出土した。� 

[時期]近世(1� 8世紀)。

遺物(第25図� 2、図版9-3、第14表)� 

O1は士器で賠熔であるo2は銅製品で、煙管(キセル)の)惟首である� 長さ1.7cm・幅1.7cm・重さ� 4.7
 

g ・火皿口径1.8cm。完形品である。
 

333号土坑


遺 構 ( 第22凶)
 

[構造]地下室である� o(入口署坑部)開口部は隅丸長方形で、規模は86x80cmo主軸に対し横長の形


態を持つ O 深さ� 1. 80mを担IJる。坑底面は平坦で� 100 x80cmの長方形を呈するが、中央付近から主体部に


向かつて弧を描く段差で、13cmFがっている。(主体部)底部平面形は� 2.05X 1.70mの不整形を呈し、 天


井部までの高さは0.9mを測る。(主軸方位)� N-800 -Wo 


[遺物]陶磁器・石製品・瓦が出土した。

[時期]近世~近代 (18世紀後半~19世紀代)。

遺物 ( 第25図14、凶版10、第14・15表)� 

1 ~ 5 は磁器、 6~1lは陶器、 12 ・ 13 は土器である o 14は砥石、 15は石臼、 17~21は大型の切石で、

石組みカマドの部材である可能性がある o 16は桟瓦の破片である O 

334号土坑 


遺 構(第23図)
 

[構造]壁はほぼ垂直に立ち上がり、坑底は平坦である� o (平面形)不整な長方形。(規模)� 1. 42 x0.82 


mo (深さ) 30cm前後。(覆土)ローム粒子・ロ ーム小ブロックを含む暗褐色土を基調とする� o(長軸方


位)� N-26 E 。
0 
-

[遺物]出土しなかった。� 

[時期]近世以降か。� 
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335号土坑

遺構(第23図) 

[構造]壁はほぼ垂直に立ち上がり、坑底面は平坦である o(平面形)不整な長方形。(規模)幅0.48~ 

0.84m・長さ 3.56mo(深さ) 18~23cmo (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色土を基調

とする o(長軸万位) N ~200 ~ Eo 

t遺物]出土 しなかった。 

[時期]近世以降か。 

336号土坑


遺 構  (第23図)


[構造] 339Dと重複するが、新旧関係はイ¥明である。壁はほぼ垂直に立ち上がる O 坑底は南側が浅く

なっている o(平面形)長方形。(規模) 1.20XO.58mo (深さ) 18~26cmo (覆土)ローム粒子 ・ロ←ム

小ブロックを含む暗褐色士を基調とする。(長軸方位) N ~150 ~ E。 

[遺物]出土しなかった。
 

[時期]近世以降か。
 

337号土坑

遺構(第  4図) 

[構造]撹乱により壊されているため詳細は不明である。上層からぽが 3cmほどの厚さで検出され、焼

土粒子や炭化物粒子も多 く検出された。

[遺物]出土しなか った。

[時期]近世以降か。 

338号土坑


遺構(第  4図)


[構造]南側は一部撹乱により壊されている O 壁はほぼ垂直に立ち上がり、坑底面は平坦である o (平

面形)長方形。(規模) 1.1OxO.50mo (深さ) 20cmo (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗

褐色土を基調とする o (長軸方位) N ~ S。

[遺物]出土しなかった。
 

[時期]近世以降か。
 

339号土坑


遺 構 (第23図)
 

[構造] 336Dと重複するが、新旧関係は不明である。南側は撹乱により壊されている O 壁はほぼ垂直

に立ちとがり、坑底面は平坦である o(平面形)長方形。(規模)不明 x80cmo (深さ) 43cmo (覆土)上

層がローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色士、下層がローム粒子・ローム小ブロックを多く含む

暗黄褐色土を基調とする o(長軸方位) N ~100 ~ Eo 

t遺物]出土 しなかった。 
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[時期]近世以降か。 

340号土坑

遺構(第23図)

[構造] 341・342Dを切る。壁はほほ、雫直に立ち上がるが、 坑底面は少し� n凹している。� (平面形)長

方形。(規模)� 3.56 x 0.66mo (深さ) 50cmo (覆土) ローム粒子 ・ローム小ブロッ クをやや多く含む暗

褐色士を基調とする。(長軸方位)� N -700 -Wo 

[遺物]出土しなかった。

[時期]近世以降か。 

341号土坑

遺構(第23図)

[構造] 340Dに切られ、� 342Dを切る。壁はほほ、雫直に立ち上がり、坑底面は平坦である。(平面形)

長ノむ形。(規模)� 2.62 x 0.78mo (;菜さ) 50cmo (覆土)口一ム粒子 .口一ム小ブ口ツクをやや多く、 小

石を僅かに含む暗褐色土を基調とする o (長軸ノhら

[遺物]陶器.士器.十士宇製品.鉄製品が出土したO

[時期]近世。

遺物(第25図� 3・4、図版9-3、第14表)� 

1・2は陶器であるo3は土錘である。長さ� 4.3cm・最大幅2.1cm・穿孔径0.5cm・重さ� 14.2go4は鉄

釘である。長さ� 6.8cm・最大幅0.7cm・重さ� 6.1g 。� 

342号土坑

遺構(第23図)

[構造] 340・341Dに切られる。(平面形)長方形。(規模)不明� x 1.10m o (深さ) 20cmo (覆土)ロー

ム粒子・口←ム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む暗褐色土を基調とする。(長軸方位) N 

100 
- E。

[遺物]出土しなかった。

[時期]近世以降か。 

343号土坑

遺構(第24図)

[構造] 157Hを切り、� 346Dに切られる。� 1基と して扱ったが、� 2基重複している可能性があ る� O 東側

は調査区域外である。坑底面は平坦である� o (平面形)長方形。(規模)不明� x 0 .6~0.64mo (深さ)西

側が20cm、東側は30cmを担iJる。� (覆士)ローム粒子 ・ロ ーム小ブロ ックをやや多く合む暗褐色土を基調

とする。(長軸ノらイ立)� N-730 - W。

[遺物]出土しなかった。

[時期]近世以降か。 
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344号土坑


遺構(第24図)


[構造] 157日を切り、 346Dに切られる O 由側は調査区域外、東側は撹乱により壊されている o(平面

形)長方形。(規模)不明 x0.60mo (深さ) 24cffio (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く

含む暗褐色土を基調とする o (長軸方位) N -700 -Wo 

[遺物] 出土しなかった。


[時期]近世以降か。
 

345号土坑


遺構(第24図)
 

[構造]丙側は調査区域外、東側は撹乱により壊されているため詳細は不明である。(平面形)長方形。

(規模)不明 XO.53mo(深さ) 34cffio (覆士)ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色士を基調と

する O 

[遺物]磁器・土器が出土した。


[時期j近世。


遺物(図版 9-3、第 14表)
 

1 • 2は磁器、 3は土器である O
 

346号土坑


遺構(第24閃)


[構造] 343・344Dを切る O 壁はほぼ垂直に立ち上がり、坑底面は平坦である。(平面形)長方形。(規

模) 1.20xO.85mo (深さ) 40Cffio (覆土)ローム粒子・ローム小ブロックをやや多く含む暗褐色士を基

調とする o (長軸方{立) N -70 Wo 0 
-

[遺物]出土 しなかった。


[時期]近世以降か。
 

347号土坑

遺構(第24阿) 

[構造]多数のピッ トに切られている O 東側に硬化 した面が確認された。(平由ー形)不整形。(規模) 

2.25 x 2.00mo (深さ) 20Cffi前後。(覆士)ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色士を基調とする O
 

(長軸方位) N -20 Eo 
0 
-

[遺物]陶器 1点が出土した。


[時期]中世か 06世紀後半)。


遺物(図版9-3、第 14表)
 

1は陶器で志野菊間である O
 

348号土坑


遺構(第24図)
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[構造] (平面形)不整な隅丸長方形。(規模) 1. 65XO.84mo (深さ) 7 Cillo (覆土)ローム粒子・ ロー

0ム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む暗褐色土を基調とする� o (長軸方位) N -70 -w。� 

[遺物]出土しなかった。� 

[時期]近世以降か。� 

349号土坑


遺構(第24図)
 

[構造]壁は急斜に立ち上がり、坑底は東側が浅くなっている� o(平面形)隅丸長方形。(規模) 2.20 X 


0.60mo (深さ) 18~28cill o (覆土)ローム粒子 ・ロー ム小ブロックを含み、炭化物粒子を僅かに含む暗

0褐色土を基調とする o (長軸方位) N-80 -w。

[遺物]出土しなかった。

[時期]近世以降か。� 

350号土坑


遺構(第24区J)
 

[構造]� 351Dを切る� 壁は急斜に立ち上がる� o(平面形)不整な長方形。(規模)2.40 X 0.60mo (深さ)
O

24cillo (覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロックを含む暗褐色土を基調とする� o(長軸方位) N-160 -Eo 

[遺物]陶器� 1点が出土したが、混入品であろうか。� 

[時期]近世以降か。

遺物(閃版9-3、第14表)
 

1は陶器で査である
O 

351号土坑

遺構(第24図)� 

[構造]西側は調査区域外であり、� 350Dに切られているため詳細は不明である� 坑底面は平坦であ る� OO

(平面形)不明。(規模)不明 X 1.54mo (深さ)8Cillo (覆土)ロ ーム粒子 ・ロー ム小ブロッ クを含む暗

褐色土を基調とする O

[遺物]陶器 1点が出土したが、混入品であろうか。
 

[時期]近世以降か。


遺物(図版9-3、第14表)
 

lは陶器で揺鉢である。
 

352号土坑


遺構(第� 4図)
 

[構造]多数のピットにより壊されているo(平面形)不整な隅丸長方形。(規模)不明� X0.68mo (深


さ)18cillo (覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロックを含む暗褐色土を基調とする。(長軸方位)� N -100 


E。


[遺物]出土しなか った。� 
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匂� 

l届表土及び撹剖」� 

2層 ロ←ム粒子を青む附第褐色� t. 
3届 ロ←ム粒下士官む晴茶褐色土a 

4幅 ローム粒子 ・ローム小ブロ ック

?:含む暗茶褐色上. 

5M ローム粒子を古む拠出色土� a 

6届 ロ ム粒 許田ローム小ブロ ソク

を古む日昔褐色上。
ア崩 ローム粒子 ローム小ブロ ック

を多く含む暗前倒色士
内届 ローム粒子 ローム小プロ シク

を古む暗褐色七。

125m 
A 日

関� s 
330号土坑・� 25号井戸跡

回へ、Jヨ
一乙-一一 一一一一 一ι ー←『ー 一一乙←� 

127団� 

m 

A!b8m 

]府表�  t&び慣乱3
 

2刷 ローム粒子 ローム小ブロ ック ロームプロシク

を多〈吉む暗尚色:Jc.
 

3層 ローム粒� F・ローム小プロ� y ク ・ロームプロンク

を多く古む時禍色士。
 

4届 ロームブロッ ク.
 
5層 ロームプロ� y ク光埴土の前出色土。
 
6i'li ローム粒子� .u ム小プロγクを吉む，1M色L
 
7層 ローム粒子一 ローム小ブロッ ク ーローム /ロソク


i:.を多く吉む晴出柑色� 

，
 

8層 ローム枝子 ロームノj、ブロ シク を吉む.1).1，色上吋
 
9層 ローム粒子 ローム小プロシク ロームブロック


会多〈青む晴黄同色士.
 

331号土坑

凶
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;.1
334号土坑� 

339D 

335号土坑� 

336・339号土坑

。

127m 
A 

蕊w蕊ミミ
 

340-342号土坑

1m 

第23図士坑�  2(1/60) 
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347号土坑� 

、町ぶ� 
343-346号土坑

ヘ〈� 
12_7m 

|協� 

ω

N
F

《 

348号土坑� 
350・351号土坑� 

349号土坑

1廟� E仁並び撹乱e 

2困 ローム粒チ ロ←ム小ブロ ック を宮む時同色上. 
3崩 ローム判子 ・ローム小ブロ ンク・小石を多く吉

む晴描色土園� 
4属 ローム粒子 ローム小ブ� U ックをやや多く古む

時禍色七ゐ� 
5層 ロ ム前� I了 ロ ム小ブロンク を� J与〈古むよ有向

色仁及び町制色七の正刷� べιー一三イ� 
12.5m 

354号土坑

、州~~~~肌ささ 
1m 

353号土坑

第24図士坑�  3(1/60) 
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332号土坑出土造物 
  
341号土坑出土造物 

川
川
川 

333号土坑出上造物 日 5cm
-ー孟孟孟孟孟孟孟司

第25図士坑出土遺物 (1/3) 

[時期]近世以降か。 

353号土坑

遺構(第24凶)

[構造] 156Hを切り、 28WIこ切られる o (平面形)隅丸長方形。(規模) 4.03 x 0.60mo (深さ) 28cm。

(覆士)ローム粒子・ローム小ブロックを含む暗褐色十そ基調とする o (長軸方位) N -750 -Wo 

[遺物]陶磁器 3点が出土したが、混入品であろうか。

[時期] 中世か 06世紀後半~17世紀中)。

遺 物( 凶版9-3、第 14表)
 

lは磁器、 2・3は陶器である。
 

354号土坑

遺構(第24図) 

[構造] 157Hを切る。ほとんどが調査区域外であるため詳細は不明である o (王!と面形)隅丸長方形か。

(規模)不明。(深さ)土層断面からみると 60cmを測る o (覆土) 5層に分層される O

[遺物]出土しなかった。

[時期]近世以降か。 

( 3 )井戸跡
 

25号井戸跡


遺構(第22図)
 

[構造] 330Dを切る O 開口部は漏斗状に開いていたと思われるが規模は不明である。 40cm程下から は、

径86cmで垂卜する O 危険防止のため 80cm程掘り卜げたところで調査を中止した。

[遺物]陶磁器・土器が出土した。 

f時期]近世 08世紀前半~後半)。

遺物 (図版9-2、第 14表)
 

1 • 2は磁器、 3・4は陶器、 5は十一器である。
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第� 2章城山遺跡第46地点の調査� 

26号井戸跡


遺構(第11凶)
 

t構造] 153・154H・1道を切る。ほとんどが調査区域外であるため、詳細は不明である
 O

[遺物]出土しなかった。
 

t時期]近世か。
 

27号井戸跡


遺構(第26函)


O[構造] 155H・33Mを切る� 開口部は1. 23x 1.0mの楕円形状を呈する。上部の断面は漏斗状で、� 60cm

程下からは75x 70cmの楕円形状で垂下する。北と南の壁面に� lヶ所ず、つ足掛けと見られる穴が確認でき

た。危険防止のため、� 1m程掘り下げたところで調査を中止 した。

[遺物] 出土しなかった。
 

(時期]近世か。
 

28号井戸跡

遺構(第26図)

(構造] 156 ・ 157H を切る O 開口部はほぼ円形で、径1.5m を測る O 断面形は漏斗状を呈し、 60~70cm

下か らは� 95x 75cmの卵形で垂トーする� 東と西の壁面には足掛けと見られる穴が� 2ヶ所ず、つ確認で、きた。O

170cm程掘り下げた所で、危険防止のため調査を中止した。

[遺物]土器 l点が出土した。� 

[時期]近世以降か。

遺物(図版9-2、第14表)
 

1は土器で倍熔である
O 

回

/ |匂. 

'" 
O 

。 の� 
/ 

A旦6，� 

d d勿努彦家� 

I6t 

ミs
 28号井戸跡

1m 
27号井戸跡� 

第26図� 27・28写井戸跡� 0/60) 

48~ 




第� 5節 中世以降の遺構と遺物� 

r ィ戸〉

硬化盃。
。� 

A 

A旦 8，� A 

ミ熱気扇�  
l届 撹乱� 
2届 ロ←ム粒下 炭化物粒子 小石 (j王15cms討を吉む暗尚色� t 

粒子やや粗)。� 

3層 ム粒子・小石(持l<.:m程)を僅かに古む暗褐色土(組チ担Do 
4層 ローム粒子を備かに古む揖灰褐色士(超ハ ド). 
5層 ローム粒子 。ローム小プロ ックを儲かに宮む暗栴色士(粒子

ぺJ や終D。� 

6層 ロ ム粒子炭化物粒子を僅かに古む鼎惜色士。� 

7層 ローム粒子 ローム小プロックを多く古む暗黄褐色1:(粒子

やや粗)。� 

8層 ローム粒子を古む暗茶褐色士(超ノ、 ド)。� 

(

ロ

.~~ 


xこ よ と� ζ どこ

13

一一� C 

i届ま�  t。� 
2崩 ロ ム粒子を古む暗褐色土(後� l止の土坑)。� 
3層 住世のピ;/ t- ~ 
4層 ローム粒子剖革かに古む暗尚色上(胞子やや粗). 

5府 ロ ム粒子 ・ロ ム小プロシクを古む附褐色士(粒子やや粗 ーややハー ド).� 

6層 ロ ム粒を{!'~かに古む暗褐色土 (粒子やや粗) 。 
7層 ローム粒子 ・小石(径1.5cm脱)を古む時間色土(粒子やや相). 
8層 ロもム粒子二 ロ ム小プロ シクを古む時褐色士(粒千やや粗)。� 

9届 口一ム桂子 ローム小プロッ クを僅かに古む暗尚色土(ハ ド)。� 

10届 ロ ム粒子・ ローム小プロγクを古む暗楢色土(組子やや粗)。� 

11届 ロ ム粧子 ロ ム小プロ シク を吉む暗渇色土(粒子やや組 ・ややハー ド)。� 

)。ローム粒子を僅かに吉む附悩色 七(粒子やや純層12

肩 口 ム粒子 ・ローム小プロックを吉む明茶褐色土. 
、 ド)。(ノム小プロックを含む晴茶褐色土ロローム粒子届11

15届 ローム粒 子を含む暗茶褐色土(趨ハー ド� A-A'8婦に対応)。
 
16府 ロ)ム粒子を含む暗禍色� t(ややハ ド).
 
17層 ローム粒子 ロ←ム小プロ� γクを多く古む晴黄禍色土(ハード).
 
18届 ロ ム粒干 ーロ ム小プロ ヅクを多く吉む晴黄禍色� t:(世 了やや純).
 
19届 口一ム粒干 ロームプロ� y クを多く 古む黄禍色上.
 
20届 ローム粒子を僅かに古む濃灰褐色士(A-A'4届に対応)。
 
2J届 ロ ム粒 子会古む暗惜色上。
 
22層 ロームプロック。
 
23層 ロ ム粒干 ロ ムノl、ブロッ ク脅多く 古む暗黄禍色� 1:.
 
24層 ロー ム粒子・ 口←ム小プロックを多く 吉む111茶褐色t:.
 

1m 

7 

1cm 
-ーー=画面面面百 

第27図� 1号道路状遺構・出土造物� 0/60・4/5) 
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第� 2章 城 山遺跡第46地点の調査

( )は現存値 ・推定値

法量
図版番号 遺構名 種別 器 種

器局 口径 底径
製作の特徴 推定生産 時 期

図版9-3-1 3320 土器� t音熔
口縁部破片/外面口縁部に煤付者/内外国仕上/
断面サントイソチ状に縞� 

在地系 18 c 

図版10-1 3330 磁器 蓋� (1.8) (10.4) 
天井部~口縁部破片/外面 白!占草文/般化ゴパノレ
卜/型紙刷

瀬戸 明治以降

図版102- 3330 磁器 碗� (3.8) (12.0) 口縁部~体部下半破片/化学 コハノレ卜 瀬戸 明治以降

図版10-3 3330 磁器 湯飲茶碗� 4.5 (78) 2.3 青磁/jg存度60% 肥前系� 
18 c 後半� 
~19 c 

図版10-4 3330 磁器 湯飲茶碗� 4.6 (79) 
外面 風景文/口縁部直下と品台直上に圏線/遺
存度40%

肥前系� 19c前半

図版105- 3330 磁器 花瓶� (41) 2.6 口頭部破片/外面樹木文 肥前系� 19c前半

図版106- 3330 陶器 徳利� (60) べこ嫡徳利/体部下半~底部/内外由に鉄紬 瀬戸� 18c後半

図版107- 3330 陶器� {虫干IJ (35) 12.0 底部/外面に黄柑 瀬戸� 19c 

8-図版10 3330 陶器 灯明皿� 2.2 10.3 5.1 外面に鉄紬/遺存度50% 瀬戸� 19c 

9-図版10 3330 陶器 灯明異� 5.9 7.5 5.0 
台付/底部を除き灰紬/口縁部を僅かに欠損/遺

存度95%
瀬戸� 19c 

図版10-10 3330 陶器 播鉢� (180) 
口縁部~体部下半破片/復合口縁/内外面に州 |
/内面に13本単位のハケ 目� 

備前系� 19c 

333D 陶器 揺鉢
口縁部破片/複合日縁/内外面に鉄紬/内面にノ、
ケ目

備前系� 19c 

図版10-12 3330 土器 熔熔� 5.3 一 口縁部~底部破片/内耳あ り/内外面黒色 在地系� 17c 

図版10-13 3330 土器 手培り� (5 2) 
口縁部~体部破片/内外由憤色/内外面横ナデ/
口縁部内面は被熱によ り煤けている

在地系� 18c 

図版9-3-1 3410 陶器 碗� 5.6 (8.4) 3.4外面底部を除き灰袖/外面松葉文/遺存度50% 京焼� 18c後半

図版9-3-2 3410 陶器 皿 口縁部小破片/志野紬/被熱部分あり 瀬戸� 17c市I半

図版9-3-1 345D 磁器� i虫干IJ 体部小破片/外面 植物文 』巴前系� 18c 後半

図版9-3-2 3450 磁器 徳利 体部小破片/外面:植物文 月巴前系� 18c 後半

図版9-3-3 3450 土器� t音t各 底部破片/内外白崎茶褐色 在地系 ワ

図版9-3-1 3470 陶器 菊皿� 2.8 口縁部~底部破片/志野紬/内面胎土目 瀬戸� 16c 後半

図版9-3-1 3500 陶器� n晶� E 一 体部小破片/外由平行叩き 自痕/外面に鉄紬 常滑 中世

図版9-3-1 3510 陶器 指鉢 体部小破片/内外面に鉄柑 瀬戸 中世?

図版9-3-1 3530 磁器 徳平IJ 頚部破片/肩部に2本の闘線 月巴前系� 17c中

図版9-3-2 3530 陶器 皿� 2.0 口縁部~底部破片/去、野手山 瀬戸� 16c後半

図版9-3-3 3530 陶器 小室� (2.8) 一 底部小破片/外面に灰柏 瀬戸� 16c 後半

1-図版9-2 25W 磁器 碗� (47) 
口縁部~体部 卜半破片/内面・口縁部に1霊園線
/外面植物文ワ

肥前系� 18c前半

図版9-2-2 25W 磁器 碗
くらわんか手/休部小破片/内面� 
面底部付近に4重圏線、植物文

I重圏線/外
肥前系� 18c中

図版9-2-3 25W 陶器 碗� (4 2) 口縁部~休部下半小破片/内外面灰粕 京焼� 18c 後半

図版9-2-4 25W 陶器 播鉢� 2.2 底部破片/内外面鉄納/内前にハケ目 備前系� 18c 後半

図版9-2-5 25W 土器 焔熔 一 底部破片/内外面黒褐色/補修子L1ヶ所あり 在地系 つ

図版9-2-1 28W 土器 地熔 底部小破片/内外面暗茶褐色 在地系 つ

図版11-1-1 1道 磁器 茶碗� (32) 3.7 内面・見込み草花文、2重圏線/外面唐車文 瀬戸系� 19c前半

図版11 -1-2 l道 磁器 蓋 一 外面七宝繋ぎ/3と同ーセ y卜の可能性 月巴前系� 19c前半

ト|

ハ 

一一一 肥前系� 

図版11-1-4 I道 陶器 指鉢 鉄手由/内外面暗茶褐色/内面にJl本単位のハケ目 備前系� 19c前半

図版11-1-5 1道 陶器 指鉢
鉄紬/内面 にハケ 目/口唇部加工痕あり/灰叩き

瀬戸� 18c 後半
の転用の可能性あり/外面口縁部に被熱痕

図版11-1-6 1道 土器 熔熔
口縁部/口唇部面取 り/内外面黒色/内面及び外

在地系� 18c中
面白縁部横ナデ

図版9-2 P2 陶器 天目茶碗 体部小破片/内面及び外面lJ縁部に鉄紬 瀬戸� 16c 後半

(単位� cm. g) 
第14表 遺構出土の陶磁器 ・土器一覧� 

U 

図版11-1-3 1;萱 磁窓 蓋物 外面宝つくし/2と同ーセットの可能性 19c前半



第� 6節遺構外出土遺物

( )は現存値

図版番号 遺構名 種類 石材 長さ 高さ 重量 備i 考


図版10-14 333D 砥石 凝灰岩� 5.8 2.7 2.1 48.8 
使用面は表裏� 2面/裏面は「く」字状/断面は台形/表面 

及ひ側面には条線状の成形痕あ り


上面には条線と使用痕あり皿か/下924.0 .4115.113.0砂告� 石臼333D 10-15 図版 
  

図版� 10-17 333D 切石 凝灰岩� 24.7 10.2 7.3 1900.0 	
直線的/断面は台形/下置には条線状の成形痕あり/被熱 

により煤付着


654.0 直線的/先端部下端に切込みあり /全体的に粗い削り面や
図版10-18 333D 切石 凝灰右� 14.3 9.7 7.6 	

沈線状の成形痕あ り/被熱により煤付着 

直線的でやや太め/下回はやや曲而/先端部下端に切込み7 988.07.13.1 	.416凝灰宕切石10-19 333D図版 
  
あり/被熱により煤付着


図版10-20 333D 切石 凝灰岩� 24.1 11.3 9.2 3200.0直線的でやや太め/重量感あり� /被熱により煤付着


図版10-21 333D 切石 凝灰岩� 19 9.7 7.3 996.0内側に� R (曲面)あり/下市には条線状の成形痕あり
 

(単位� cm. g) 


第15表� 333号土坑出土の石製品一覧
 

( 4 )道路状遺構 

0 .	

[遺物]陶磁器・土器・銅銭が出土した。� 

1号道路状遺構

遺構 (第27図)

[構造] 331Dに切られ、� 152・153・154Hを切る� 北側は調査区域外であるため詳細は不明である� 確O	 O

中国	

12.75m N -75 - W認できた長さは で、広範囲に硬化した由が確認できた。(走行方位) 0 o 

[時期]近世 08世紀中~19世紀前半)。 

[所見]調査当初は溝跡として把握していたが、硬化面が広範囲から確認でき、 さらに硬化面は何層 も

形成されていることから、道路状遺構として考えることにした。

遺物(第27図� 7、図版11-1、第14表)� 

1 ~ 3は磁器、� 4・5は陶器、� 6は土器である。� 

7は銅銭で、照寧元主(北宋、� 1068年)である。外径2.2cm・重さ1.8g0 

( 5 )ピット群

今回検出されたピッ 卜の大部分は中世以降のものと考えられるが、ここでは陶器が出土した� P2のみ

を掲載した。� 

P 2からは、陶器(天目茶碗)� 1点が出土 した(図版� 9-2、第14表)。

第� 6節遺構外出土遺物

ここでは、 表土や撹乱、そして遺構内からの出土であるが明らかに混入品と思われる遺物を遺構外出

士遺物として扱うことにする� O

遺構外出土遺物としては、縄文時代の石器 ・士器、近世の陶磁器・土器が該当する� 以下、各遺物ごO

とに分類して説明する O 

( 1 )縄文時代の石器(第28図、第� 16表)

古墳時代後期の住居跡 053 ・ 156号住居跡)と遺構外から出土した。 1 は石倣未製品、 2 ~ 4 は剥片、 
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第� 2章城山遺跡第46地点の調査� 

&ø ~も
くこ二〉

今引守: ¥ ー 了

邑ミ二二二二〉� 

d 
~w

ぴ� 

- ~ ~ @明母即
 s
5cm 

ζ二三� ζ二コ� 

B 

10cm 

第28図 遺構外出土遺物� 1(2/3・1/3)
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第� 6節遺構外出土遺物
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第29図遺構外出土遺物� 20/3) 

f軍図番号 器種 石材 長さ 中高 厚さ 主憲議 遺存状態 備考

第28図l 石鍛未製品 チャ 卜� 25.89 20.52 6.76 2.6 完形� 156H 

第 28図~ 剥片 頁岩� 20.95 4.81 1.7 完形� 156H 

第28図3 剥片 頁岩� 34.64 38.79 11.74 10.1 完形 遺構外

第28図4 剥片 黒曜石� 20.24 8.42 7.10 1.3 左側縁欠損 遺構外

第28図5 I 七段 黒曜石� 17.98 23.34 14.43 5.7 完形� i遺構外

第28図6 自Ij ~ð ホルンフェノレス� | 9194 13.37 67.5 完形 遺構外

第28図7 I 磨石 砂岩� 80.98 90.87 38.12 280.6 欠損� [156H 

第28図8 I 石皿 安山岩� 80.95 101 95 58.69 6718 欠損

(単位 ・� mm'g) 

第16表 遺構外出土の石器一覧� 
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第 2章 城 山 遺 跡 第46:l也点の調査

日台土混入物
挿図番号 部位

第29図9 口縁

文様・特徴など

員殻条痕文

色調

褐色

時期 ・型式

条痕文系

石 角 磯 砂、。� O 

他
出土位置

1fl6H 

備 考

第29図10 1同 貝殻条痕文 赤褐色 条痕文系� O O 遺構外

第29図11 

第29図12

第29図13 

1同

底

1同

貝殻条優文

貝殻条痕文

浮tsl文に斜行する亥Ijみ

赤褐色

赤褐色

褐色

条痕文系� 

条痕文系� 

諸磯b

O 

O 

O 156H。。� 157H。 遺構外

月間� 14図29第 結節浮線文 明褐色 諸機b O 157H 

第29図15 1同 竹管による沈線文 褐色 諸磯b O l道

第29図16 1同 沈線文 黒褐色 諸磯 b~c O O 155H 

第29区117 胴 結節の同{，、円状文 赤褐色 諸磯 C O O 155H 

第29図18 月同 竹管による沈線文/車IJ突文 褐色 諸磯 C O 156H 

月同� 19図29第 平行沈線による鋸歯状文 褐色 諸磯� C O 157H 

月向� 20図29第

月同� 21図29第

平行沈線による矢羽根状文

三角陰刻文

暗赤褐色

褐色

諸磯 C 

十三菩提ワ

O O 156H。� 33M 

第29図22 霊長 平行沈線による矢羽根状文 明褐色 五鎖ヶ台� O O 長l 遺簿外

第29図23 1同 竹管による沈線文 明赤褐色 五領 ヶ台� C 住l 遺待外

第29図24 口縁� LR縄文 黒褐色 五;傾ヶ台� O 遺構外

に(

。
。
。

。
。


O 
ヨ虫苦

O 

金

ノ 金・白� 345D 

金� 

/¥J O。O 

』同� 25図29第� LR縄文/結節文 暗クjミ褐色 五領ヶ 台� 

第29図26 1同� L縄文 黒褐色 五領ヶ台ワ

第29図27 1同� LR縄文〆結節文 褐色 五領ヶ台� 

第29図28 口縁� RL縄文/輪積み痕(複合口縁?) 陪褐色 五領ヶ台

156H 

遺櫛外

317D 

遺構外

第29図29 1同 集合沈線 掲色 中期初頭

第29図30 1同� L 撚糸文� (RL縄文?) 褐色 阿玉台? 155H 

第29図31 1同 浅い車IJ突を充填 中期H'I葉� 156H褐色

第29図32 1同� L縄文 l道褐色 中期初頭~円IJ葉

人〉� 156H。� 152H 

月間� 33図29第� RL縄文 細磯の混入は顕者褐色 中期削葉

第29図34 1同� LR縄文 暗灰褐色 中期

第29図35 胴� IL撚糸文 O f¥「ノ 白� 156H 

第29図36 胴� L 撚糸文

明褐色 中期

褐色 中期 。� 156H 

第29図37 口縁 沈線による区画に RL縄文 褐色 力日曽利 E m ~IV O 遺構外

第29図38 口tま� LR縄文 明褐色 加曽手IJE 皿 ~IV O 341D 

第29図39 1同� R撚糸文 加曽干 Ij Em~IV O 

第29図ぬ 月間� R!然糸文

褐色 遺構外

ト昌色 力日曽手IJE 。。� 156H 

第29凶11 口縁 際平普に亥Ijみ 暗!火褐色 堀之内つ コ� 1 339D 

※石 石英角。角関石 磯細機砂妙、中立白白色粒子 雲 :雲母 金:金雲母

第17表 遺構外出土の縄文土器一覧

( )は現存値・推定値

法畳
図版番号 種別 器 種 製 作の特徴 推定生産 時 期� 

器高 仁川圭 底径

内面 '口縁部直下に一重圏線、見込みに一重圏線と立弁花
図版11-2-42 磁器 碗� 4.9 3.5 

/ 外面菊花文/遺存度30% 
月巴前系� 18c後半

図版11-2-43 磁器 碗� (31) 3.4 体部下半~底部破片/青磁 肥前系� 17c後半� 

図版11-2-44 磁器 仏飯具� (3.3) 4.0 胸台部のみJn存/外面に一重圏線 肥前系� 18c後半

図版11-2-45 陶法 小査� (38) 底部小破片/外面に鉄紬 瀬戸� 18c 後半� 

図版11-2-46 陶器� 1，~平 IJ (73) (78) 体部下半~底部破片/外面に灰粕 瀬戸� 18c後半� 

図版11-2-47 陶器 土瓶� (35) (68) 体部下半~底部破片/外面底部の除き灰紬 信楽系� 19c 

図版11-2-48 陶器 灯明具� 2.7 
内面及び外面白縁部に鉄粕/外面底部やや煤けている/遺

瀬戸� 18c中
存度20%

図版11-2-49 陶器 揺鉢 一 体部破片/内外面に鉄紬/内面にハケ自 瀬戸� 17c後半

図版11-2-50 土器 倍熔� 4.6 口縁部~底部破片/口唇部而取り/補修孔2ヶ所あり 干E地系� 17c後半

在地系� .15士器図版11-2-51 倍熔� 口縁部~底部破片/内外面黒色 18で

(単位� cm) 

第18表遺構外出土の陶磁器・土器一覧� 
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第 6節 遺構外出土遺物 

5は石核、 6は削器、 7は磨石、 8は石皿である O 

( 2 )縄文時代の土器(第29図、第17表)

遺構外の出士土器とは言っても縄文の遺物包含層は残りが悪く、遺物の殆どは後世の遺構覆土への混

入品として出土したものである。

土器は小破片が多く、型式のは っ きりしないものが多いが、中心となるのは前期末葉の諸磯式 Cl3~ 

20) から中期初頭の五領ヶ台式 (22~28) で、早期の条痕文系( 9 ~12)、中期後葉の加曽利 E (37~ 

40)がこれに次ぐ。城山遺跡は本調査地点以外でも同様の出土傾向が見られ、前期末から中期初頭の遺

物が多い。 

( 3 )近世の陶磁器・土器(図版11-2 -42~51、 第 18表)

本地点から中世以降の遺構が多く検出されており、ここで扱う遺物の多くは、遺跡の集中した南半部

から出土した遺物である。 

42~44は磁器、 45~49は陶器、 50 ・ 51 は土器である O

[号|用文献]


新井順子他  1978 r川崎遺跡(第 3次)・長宮遺跡 発掘調査報告書』郷土史料第 21集 上福岡市教育委員会
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第� 3章 城 山遺跡第55地点の調査

第� 1節遺跡の概要�  

(1)立地と環境


第� 2章第� 1節参照。 
  

(2)発掘調査の経過

確認調査は、平成16年10月� 8日に実施した。今回は建物建設予定地のみを調査の対象とした。調査区

長軸ほぼ東西方向に� 2本の 卜レンチを設定し、パックホ ーを使用し表土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を

行った。その結果、古墳時代後期から平安時代のものと思われる住居跡� 2軒を確認した。そのため、た

だちに依頼者に調査の結果を報告し、保存のための協議を行った。その結果、第46地点同様に基礎底盤

には杭を打ち込み地盤改良を行うため、計両を変更することは不可能であるという回答を得たため、発

掘調査を実施することに決定した。

以下、発掘調査の大まかな経過を説明することにし、各遺構の精査経過については、第19表の発掘調

査工程表に示した。� 

10月12日 重機による表土剥ぎ作業を開始する O まず調査区内に敷かれていた砕石を除去するこ とか

ら開始し、残土置場は調査区以外の開発区域内を当てることにした。� 

10月18白 人員導入による発掘調査を開始する� 器材搬入後、調査区域内の整備と細部の遺構確認作O

業を行った。その結果、古墳時代後期の住居跡� 2軒� 058・159H) と、隣接する第46地点

と同一遺構の平安時代の溝跡� 1本� (33M)が分布していることが明らかになった。同日、� 

158・159Hの精査を開始する O 

10月下旬	 19日か ら21日は台風23号の影響のため作業を中止する。� 22日からは159日、� 33M、近世の

土坑� (356D)の精査を行う o 356Dは地下室と考えられ、横穴状を呈する主体音sが159H

方向に延びることが確認できたため、� 159Hの精査終了後に調査を再開する予定とし、一

旦精査を中止することにした。

平成16年10月� 11 月	 12 月
十 一 訂7 ←一一丁一�  

158H 10 '" ←一一寸←一一五聞11.11 

10.18 

寸 一一一
10.18 


ふ一一一一ー一一一一一一ー一一一ー一一一一一一一一一一一一一一
10百 十トー 馴� 11.16 


ー一一一一� ←一一一一一ー一一一一一一 一一ー一一 +ー一一一一一� 
は580


但90 11.24 


L埋戻 し作業
十� 

11.24 11.30 


一一一一一ーー 一一一

11
11
 


第19表 城山遺跡第55地点の調査工程表� 

56 




I 

第 1節遺跡の概要�  

5m 

第30圏遺構分布凶�  0/150) 
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第� 3章� 城山遺跡第55地点の調査

11月上旬 159Hに切られる� 160Hの精査を併行して開始する。� 160日はカクランにより破壊を受け、� 

硬化した床面や壁溝の一部が確認できる程度であった。

11月中旬 158Hの精査を再開する� さら に� 159・160Hの精査終了後、� 356Dの精査を再開する� 新たO O

に縄文時代の土坑� (357D) と近山の土坑� (358D)の精査を行う。

11月下旬 22日、� 356Dの天井部を重機で抜く作業を開発主体者と施工業者の立ち会いのもと行う� O 

その後、内部構造の精査を行い、平面形が全体にカタカナの 「キ」の字状を呈する横坑状

の構造をもっタイプであることが判明した。� 24日には危険回避のため356Dのみの埋戻し

を完了する� 新たに縄文時代の土坑� (359D) の精査を行うO O

O11月30日� 午前中に158日のカマド実測・ 写真撮影を終了し、 その後埋戻 しを開始する� 

12月� 1日 埋戻し完了。� 

第� 2節 縄文時代の遺構と遺物

(1)概 要

本調査地点における縄文時代の遺構は、土坑� 2基� (357・359D)の検:出にととまった。 いずれの土抗

も調査区端部に位置し、 その全てを発掘するには主らなかった。

(2)土 坑
 

357号土坑


遺 構(第31図)


[構造]調査区の南東隅で検出された。東側は撹乱され、南側は調査区外に位置し詳細は不明である。
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第 3節古墳時代後期の遺構と遺物

また後世のピットが入り込み、坑底而の」部を切る。確認できる範囲では、坑底は平らで壁而は 750 ほ

どの角度で立ち上がる。(半面形)不明。(規模)不明。(深さ )28cmo (覆十J3層に分層された。

[遺物]出土しなかった。

[時期]覆十ーから縄文時代と思われる。 

359号土坑

遺構(第31図)

[構造]調査区北西部で検出された。西側は調査区外で完掘はできなかった。坑底聞は*-坦である O 壁

而はほぼ垂直に立ち上がり、下半音15はややオーバ←ハングする o (平而形)楕円形か。(規模) 115 x不

明cmo (深さ) 50cmo (覆十一) 6層に分層された。

[遺物]十器片が 2点出土した。

[時期]早期後葉か。

遺物(第31図) 

2点とも早期の条痕文系十一器の破片である。 1は明褐色を呈し、内面は炭化物が付着している。 胎土

には砂粒・細醗・繊椎を合む。 2は明灰褐色を呈し、胎十一には砂粒・細醗・黒色粒子(炭化した混和材

か)・白色粒子と繊維を僅かに合む。

第 3節 古墳時代後期の遺構と遺物

(1)概要

今回検出された佳居跡は、すべて古墳時代後期の所産である O 住居跡は 3 軒(158~160H) 検出 され

たが、特に 160Hはカクランが著しく、壁溝や床面の」音15しか確認できない状況であった。時期は、 158
 

Hが 7世紀中葉、 159Hが 7世紀前葉、 160Hが 6世紀前葉に位置付けられる。
 

(2 )住居跡
 

158号住居跡


遺構(第32~34図)

[住居構造] 33Mと358Dに切られる。(平面形)ほぼ正方形。(規模) 4.30 x 4.28mo (壁高) 35cm前後


を測り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)カマドを除いて巡らされていたが、南壁では一部 2重に


なっており内側の壁溝は上に床が貼られていた。 トー幅 18~30cm ・ド幅 6 ~16cm ・深さ 5 ~18cmを ìJtIJ る 。


(床面)南壁の中央からカマド前面にかけて、よく硬化していた。 {主居中央はほぼ直床で、 壁際に 2 ~2 


2C111の厚さで貼床が施されていた。(カマド)北壁のほぼ中央に位置するが、 」部後世のピッ トと撹乱に


より壊されている。長さ 134c111・幅 100c111・壁への掘り込み 30C111を泊iJる。袖部はロームを馬蹄形状に残 し、


0その r.1こ粘土を被覆して天井部と共に構築されていたと思われる O 煙道は40 程の勾配で立ち上がって

いる O 燃焼部とその付近の袖部内側は焼けて赤化していた。(柱穴)主柱穴は 4本で北西のもののみ重

複形態をとっている。(貯蔵穴)北東コーナーに位置し、 平面形は隅丸方形を呈する。規模は58x48c111・

ハ叶
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第� 3章城山遺跡第55地点の調査� 
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1層撹活L. 
2楢 ロ ム世子・ ローム小プロックを吉み 桂士粒子を値カ、に古む暗茶陥色上ー� 
3層 ロ ム粒子 ーロ ム小プロ シク 世上粒子炭化物粒下 粘土粒子を古む暗茶惜色上E 

4層 ローム粒-(-・世土粒子 炭化物粒子を吉む黒尚色土。� 
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14届 ロ ム粒子 ロ ム小プロシ クを多 く、 憤士粒子地 tl、プロック を"む明茶同色上。� ノ� 

15届 ローム粒子 。ローム小プロ ンクを多〈、 ロームブロッ クを古む明茶筒色土。
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第� 3章城山遺跡第55地点の調査� 

被熱粘土範囲

焼土範囲� 

AJi5m A 

1岨償乱

♀届 ロ ム粒子 ロム'J、ブロック 地上粒子 炭化物粒子粘�  

1粒チを含む暗売冬地色十4
 

3局 地土粒-f 出� c'J、プロンクをやや多く ロ ム粒チロ ム

小プロ ァク ー炭化物粒子 粘七粒 子を古む陪茶惜色士。
 

B 4層 住十粒子 惜上小ブロックをやや多く、ローム柑子 ・炭化物 

粒 手 粘十位子 灰を古む陪茶尚色十。
 

5届 灰を多く ロ ム組子 園ローム小ブロ ック ・焼土粧子 ・地十

小プυック 炭化物粒下 粘土組子企古む時灰褐色ヒ。� 
6層 ローム粒子 ローム粒子小プロックをやや多く 地土粒子 ・

焼士小プ ロ γ ク・ E量化物粒子 ー 粘土粒?を荷む~U伺色士。 
7 1i'i 白色粘:ヒプロンク。� 

8層 白色粘� L 
9府 焼上位一 -小ブロ� y クを多く、ロ←ム杭子 ローム小プ子 蛙� J

ロンク・ 炭化物粒子 粘 上粒子 灰を古む晴赤禍色 人� 
10府 口 ム粒子 ーロ ム小ブロソク を多く 櫨 1粒子焼上小プ

ロソ ク ー炭化物粒子 粘土粒子 粘士小ブロッ クを古む暗苗

褐色� J-o，� 

II層 枯土粒子 粘土小ブロッ クを多く、ロ ーム桂子 ローム小プ
ロック ー焼士粒チ・ 焼� 1:ノl、プロ� γクよ 古む暗茶褐色土。� 

12府 灰同色粘士プロ シクを多 く、ロ ム粒! ー暁上粒子 ・白色粘

士粒子を吉む灰田色� 1:，� 
13府 ロームブロック。� 
14!f'.I粘土柑子粘 上小プロンク を多く、ロ ム粒子 ロ ム小ブ

ロッ ク 悼士粒子を古む時茶褐色L 
15崩 貼床 (住居跡� 18属に相当)

第34図� 158号住居跡カマ ド0/30)

深さ38cmを測る。南西側に高さ� 2 ~ 6 cmの凸堤が確認で=きた。覆土は、 ローム粒子 ・ローム小ブロック・


焼土粒子 ・焼士小ブロ ック ・炭化物粒子 ・粘土粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。(覆土)17層に分

層されるO

[遺物]住居全体か ら多くの土器が出土 しているが、特にカマ ド右植を中心に復λ可能な土器が多く 出

土した。 また、小破片であるが、内外面に粗いハケ 日調整が施される不明土製品が比較的まとまって出

土 した。その他、炭化種実(モモ)� 1点が出土している(付編参照)。� 

[時期]古墳時代後期(7世紀中葉)。� 

[所見]住居南西隅の覆土中には焼土粒子・焼土小フロ ックが多く 含まれるこ とか ら、焼失住居と考え

られる。

遺 物 (第35図、第20表) 
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第3章城山遺跡第55地点の調査� 

。|

。� 
θ 

⑦ 
ノーー� ②)。 硬化面

19


舟

凶
。| 

粘土範圏

柱担

-----L一一� L 一一一一~一一 一一一一--L一一一一ーー←-1_ 
A旦 5，� 

A 
14 


C 

1m 

1層撹』ι� 11柑 ローム粒子 ローム小ブロッ クを多く 古む暗黄陶色L. 
2帰 後世のヒγ ト園� ¥8婦 ロ←ム粒子 ローム小ブロックを含む ，(A~禍色 t. 

3崩 ローム粒子 焼士粒チ・ 炭化物粒子を{曜かに含む鼎惜色土。� 届 ローム粒チ ローム小ブロ，ク を 含む !.I，~尚也 L 

4 1fi ローム世子 ・ローム小ブロック・ 焼上粒子 ー粘土桂子を古む晴茶渇色L 20届 ローム粒子 ・ローム小ブ"ツク ロ ムプロックを多〈 吉む

5届 ロ ム粒子ロ ム小プロック 焼土粒子� ‘炭化物粒子を合むm尚色上。� 暗黄禍色i:. 
6届 ローム粒子 ローム小ブロ ックをやや多く 粘土粒子を含む晴茶褐色上ー� 21層 ローム粧子 ローム小ブロック を多く 吉む晴前倒色上山� 

7層 粘上粒子をやや多く、ロ ム粒 子・ロ ム小プロ ック ー櫨 仁粒子炭イヒ 22層 口一ム粒子 ・ローム小フロック を古む鼎褐色士。� 

物靴下を含む明茶筒色土。� 23届 ロ ム粒子 ローム小プロッ クをやや多く、焼上粒子 。民化
8層 ロ←ム粒子 粘上粒子をやや多く、 焼 土 粒 子 炭化物担 子を僅かに含む 物粒子を含む晴茶褐色上a 

晴茶褐色土. 24届 ロ ム世子 ロームノl、プロック を古む県褐色上. 
9楢 ローム粒子 ローム小プロック ・慎上粒子・炭化物粒子を怖かに肯む叩 25層 ローム粒干・ ローム小ブロックをやや多く 慢土粒子を僅か

惜色上. に~む時茶褐色九 
10層 ロ ム粒子ー ロ ム小プロック 焼上粒子炭化物粒子を宮むm同色土。� 26掴 ロ ム粒子 ローム小プロックを多く含む暗民地色t. 
11嗣 ローム粒子 ーローム小ブロックを多く 焼仁粒子 炭化物をWiかに吉む 21層 ローム粒子 ローム小ブロック ロームブロ ックを多〈吉む

暗iii褐色上。 晴員柚色土。
印刷 ロ ム粒子 ロ ム小プロ� γクー 暁� t粒子 民化物粒子を僅かに吉む鳩 持層 ローム粧子 ロ ム小プロ y クを多く 古む暗民禍色土‘� 

出色上. 29層 ロ ム粒子 ・ロ←ム小プロジクをやや多 く古む黒褐色士。� 
13掴 粘仁粒子粘j，小ブロックを多く、ローム粒子 ・ローム小ブロ ック ・焼 30層 ローム粒子 ーローム小プロックを多く古む暗黄尚色土. 

士粒チ ・炭化物粒子を古む暗灰褐色九� 3¥層黄禍色土。� 
14届 ロムプロンク。� 32届 ロ ム粒子 ロ ム小ブロック を古む鼎褐色上. 
15輔 ローム世子 ローム小プロック 会多く古む暗角地(!O，:. 33届 ロ ム粒� 1 ローム小プロy クを多く吉む晴前楢色じ

をやや多く炭化物粒チを含む子ー焼上粒クγム小プロローム粒子 ・ロ層16

時J制砧色よー� 

第36図� 159号住居跡� 0/60)
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第37凶 159号住居跡遺物出土状態 0/60)

ヒiシイ
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第一38図 159号住居跡UiJ-.遺物 0/4・1/3) 
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第� 3章城山遺跡第55地点の調査

制限乱。

すて� 

159H 

機香し~ 
己

乞~
鶴田瞳 焼土範囲� 

A立� 5，� 

1府撹品1.
 
2届 ローム粒子を佃かに吉む黒褐色¥:.，
 
3周 ロ ム粒子 ロ ム小ブロ ック をやや多く 古む時茶尚色� 1:.
 
4届 ローム粒子 ロ←ム小プロァク を宵む暗黄禍色士。
 
5層 ローム桂子 。ローム小プロッ ク 灰褐色粘土粒チ 被熟粘土


ブロ ック 焼j粒子 世化物粒子を古む明東地色 . 

6層 ローム粒子 ローム小プロンク を多く古む明茶尚色� t。寸 貼床� 
B 

7膚 ロ ム粒子 ・ローム小ブロック を多く含む明茶褐色上ー 」� 
( 6層よりやや暗色)

蕊認暴言込� 
1m 

え
〆
�
 

、
/
〉
1
 


μー
ー
し
�
 

b

i
l
-
-
-

l
!l
r
 

5cm 
旨面画面画面画ー画面司

第四図� 160号住居跡 ・出土遺物� 0/60・1/3)
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第� 3節古墳時代後期の遺構と遺物

()は現存値及び推定値

いわゆる比企型杯/口縁部は� 

部横ナデ、底部へラ削りを含む赤褐色	ま不� 

72溶液含浸
1
 

東壁中央近く

散在

黄褐色粒子

0%(床上1士ヰヘラ ナデ/外面黄褐色	7) (12 .54m;土師4図35第
 白縁部横l
合む

土師器	 下半ほぼ同 じ位置/口縁部は 胎土は日立H 砂村を含む ヘラナデ/外商・ ロ縁部償 床面上を中心
70%に北東柱穴近ナテ、以下ヘラ削り 後ヘラ黄褐色外面は全体に煤けてい反/外

7.0 7) 36 (18 
霊童

か)

内市口縁部憤ナテ 、以下

第35図7
安値� 

(29.2) (206) 中位ほほ同じ位置/口縁部は 暗}i1t褐色� -砂粒を合 ナテ、以下 ヘラ削 り後てい に広い範囲に
部下半40%


か)

陶巴製品	 (床一仁34cm)

第35図10 須原i?6 し窓を示し、� lヶ所あり� /160灰色
白色{砂粒を

内面回転ナデ
やや東側の覆|脳l台部小破

器台� 
H ~2 と伺一個体と思われる/

僅かに含む 土中(床上34片

陶邑製品
叩)

不明 砂粒を多く
内面横方向のハケ目調整

第35図11
卜製品

古墳前期の大型壷の破片か 暗黄褐色
含む

/外面縦方向の粗いハケ 震土中 破片
目調整

11挿図番号 器種 器高 径 底径 徴 色 調 調 出土位置 逃存度胎 土 整特

/1 貯蔵穴の南側外反 付而口縁部直下に沈線u 胎士は日吉 砂粒 ・小石 内面横ナ デ/外市 ・口縁市器
2.0)35 3.1 40%/内聞及び外面口縁苦[，は赤彩 の凸堤右端のi図 (1第� 

B/遺存状態悪くパラロイド 床面と� 

いわゆる比企型杯/口縁部は
内面横ナデ/外面 口縁胎土は暗 砂粒 ・小石 の覆土中(床 口縁部~体35 2図 土日市器 (3.1)第� 14) 外傾/内面口縁部直下に沈線(1切;� 16cm)を含む 部横ナデ、底部へラ削り赤渇色 上 から 部小破片

/内面及び外雨口縁部は赤彩

内面 横ナテ/外面白縁いわゆる有段口縁杯/口縁部 南東柱穴の東胎土は淡 ガラス質粒土師器 口縁部~体35 3 2.8) 2 部横ナ テ、 底部は粗いへラ図 途中に有段� 段/口縁部と底第 (1 側の覆土中(3.4) 黄褐色 砂粒を子 ・杯 部小破片
3cm)11自部の境に有段/内外面黒彩 合む り (床仁 

口縁部憤ナデ、 底部西壁近くの覆 1 4内面 ~ 口縁部は直立/口縁部と体部� 茶褐色村-
I不 との境に断面三角形の有段 子 ・砂*>'1を

cm)ナデ、底部ヘラ削り� 

長鐙/最大径は口縁部と胴部 内面 口縁部横ナ デ、以下 力マド右横の

第35図5 7 .

る ナテ(スリップか) くまで散在

内面口縁部償ナテ 、以下 カ� ド右横の7長主主/最大径は口縁部と胴部
黄褐色粒子 へ ナテ/外面 口縁部横 床面上を中心7.8士師器 上半はほ同 じ位置/口縁部は35 6 33.7 20.2 80%暗黄褐色図 -砂粒 ・小第 ナテ、以下へラ削り後てい に広い範聞にZ 大きく外反/底部に木葉痕/草
七を含む ねいにへラナデ(スリップ 散在

外由は煤けている

ヘラナデ/外而 口縁部横カ マ卜を中心黄褐色粒子長~/最大径は口縁部と胴部
土師器 日縁部~胴

EZ品

ねいにへラ ナテ (スリ プ散在外反 む y

丸饗/口縁部は外皮/胴部下 内面 口縁部横ナテ、 以下
貯蔵穴周辺の

半に最大径をもっ/かなり歪 怜士は暗 ヘラナデ/外面 口縁部横土師器
35 8 4.8)25.8 7.0 40%図 砂粒を会む第 (1 床面上から散

んだ器形/外面全体が煤けて ナデ、以下へラ削り後ヘラ賀福色道
在

いる ナデ(ス ップか)1)

口縁部/口唇部沈線状/口縁 南西柱穴の東
須恵、器 白色砂粒を

35 9 1図 部直下と口空白部に� 条巴帯/ 内外面同転ナデ第 灰色 側の 覆土 中 口縁部破片
察 僅かに含む

皮脚台部/櫛歯状工具によるi
住居中央より

状文/拓本中の 「→� は透かj


暗 内面横方向のハケ 目調整
型苦言の破片か/輪積痕が顕 黄褐色

砂粒を多 く
/外面 縦方向の粗いハケ 領土中(床上 破片第35図12 土製品

で指頭押捺痕が観察できる
含む

回調整� 34cm) 

I期の大著1)と同一個体/古墳円11	|不明� 

第20表� 158号住居跡出土遺物一覧

挿図番号 器 f重 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎土! 調 整 出土位置 遺存度

土師器	 l縁E縁部山/口靴底部 胎土は暗 内面横ナテ/外国 口縁 南西 コ ナ
第38図1

杯
4.2 (14.0) 	 の境に陵/内閣及び外面口 黄褐色 砂粒を含む

部償ナテ、以下ヘラ削り のほほ床面上
50% 


部は赤彩


いわゆる有段口縁郎/口縁部
内面 白縁部横ナデ、底部

第38凶2 土師器� 4.1 
途中に有段1段/口縁部と底 明燈色 角閃七 ・砂 ヘラナデ/外面 口縁部横

南白コ ナ� 
60%
主不 部のと境に有段/全体lこ摩耗 干すを含む	 のほぼ床面上

し造存状態悪い	 ナデ、底部へ ラ削り後ナデ

土日市器
口縁部は僅かに外反/口縁部

胎土は暗
角閃石・ 金内面口縁部横ナデ、底部 西壁近くのは


第38図3 3.5 (12.1) と底部との墳に有稜/内外国 雲母 ・砂粒へラ ナデ/外面 口縁部燐 ぼ床面� tから� 70%

杯� 

黒彩
樟色

を含む ナテ、 底部ヘラ削 り後ナ デ やや散在


有段杯/口縁部は途中にやや

土師器� 膨 らみをもち外傾/口縁部と員褐色を 砂粉 ・小石

内 面 口 縁部横ナ デ、底部 南西コーナー

第38凶4

E不 3.7 (120) 
底部との境に有段/内外面黒基調 を含む

はナデ/外面 口縁部横ナ のほぼ床面上� 30% 


彩か	
デ、底部ヘラ削り から散在

第38図5
土師器� 

(38) 
全体に半球状を呈するつ形/

暗黄褐色 E沙粒を含も白内商横ナデ/外面 へう 覆土中
口縁部~体


珂一 内外面赤彩の可能性あり� |削り 部下半40%


第21表� 159号溝跡出士遺物ー覧(1)	
(単位 cm) 
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第� 3章城山遺跡第55地点の調査

( )は現存値及び推定値

挿図番号 器種 器高 口径 底径 特 徴 色調 胎土 調 整 出土位置 遺存度

支脚/円筒形/裾部はやや広 砂粒をほと
iI 自覆土中fiJ旨Itんと含ま私:� 暗茶褐色・7.4cmがっている/現存高土製品6図38第� 

のみ残1)裾音l'i/tよる軽いナデか:
マ

最大径6.4cm .重さ 249.0g い 紋痕あり 存

支脚/円筒形/裾部は膨らみ
砂粒をほと

第38図7 土製品
をも って広がっている� /8よ

日情茶褐色 んど含まな
指頭による軽いすデか/指 南凶柱穴の北 裾部のみ残

り細身/現存高5.8cm'最大 紋痕あり 側の床面上 存
径5.1cm'重さ� 130.0g 

L、

口縁部/口唇部菌取り/口縁

第38図8 
i頁恵器 部直下に� I条凸帯/158H-9に

灰色 僅かに含 外面 回転ナテ 「の凶コトロー
護 類似あるいは同一個体か/陶 はほ床面上 片

邑製品

第21表� 159号住居跡出土遺物一覧(2 ) 


挿図番号 器種 器高 口径 底径 特 徴 色調 月台 土 調 整 出土位置 遺存度

脚台部/脚台部下半は僅かに

須恵器
屈曲/2条凸帯/灰画内は櫛

白色砂粒を
調査区東境界

第39図l 一 歯状工具による連続刺突文/ 灰色 僅かに含も� i 内面 回転ナデ 近くの覆土中 脚台部破片
旦色旦合4仁，.

拓本中 「↑� Jは透か� L窓を示 (床上7cm)
し、� 2ヶ所あり/陶巴製品

脚台部� /2条凸帯/区画内は� 

2頁恵、器 櫛歯状工具による波状文/拓
白色砂粒を 脚台部小倣

第39図2 一 本中「→」は透かし窓を示� L、灰色 内面 回転すテ 覆土中
一色旦EEiι:J' 

lヶ所あり� /158H-1Oと同
僅かに含む 片

個体と思われる/陶邑製品

第22表� 160号住居跡出土遺物一覧
(単位 cm) 

1 ~ 4 は土師器杯、 5~8 は土師器聾、 9 は須恵器護、 10は須恵器器台である O 

11・12は不明土製品である� 内外面に粗いハケ 目調整が施されるもので、外面は特にスリップ状に粘O

土を貼った状況が観察できる。本住居跡から� 17点、� 159Hから� 4点が出土しているが、ここでは比較的

に大きな破片� 2点を掲載 した。 これ らは当初、土器ではなく、埴輪破片ではなし、かと判断したが、(聞埼

玉県埋蔵文化財事業団の大谷 徹・栗岡 潤・福田 聖氏に鑑定して頂き、埴輪ではないという結論を

得た。特に福田氏は古墳時代前期の大型壷の破片ではなし、かという 意見であったが、ここでは不明土製

品とし、今後の出土例を待って検討することにしたい。� 

159号住居跡

遺構(第36・37図)� 

[住居構造]住居北側は調査区域外である� o 160Hを切る o (平面形)方形。(規模)不明 x5.60mo (壁

高) 33~46cmを損IJ り、壁はほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確認できる範囲では全周する。南壁と東壁

の内側には旧壁溝が確認できた。上幅16~30cm ・下幅 8 ~ 12cm ・深さ 10~18cmを測る o (床面)壁際を

除きよ く硬化していた。貼床は� 2~ 8cmの厚さで施されていた。(カマド)住居北側から粘土が検出さ


れてい るため、北壁に設置されてい る可能性がある� o (柱穴)主柱穴� 7本と入口梯子穴� 2本が検出され

た。� P1・P3 • P 5・P8は旧住居の ものと思われる。(覆土)� 31層に分層される O 

[遺物]土師器師、須恵器護、土製支脚が出土している。ま た、� 158Hの不明土製品と同ーと思われる

小破片� 4点が出土した。その他、 炭化種実(モモ)� 1点が出土している(付編参照)。

[時期]古墳時代後期(� 7世紀前葉)。

[所見]旧壁溝と旧柱穴が確認されたことか ら、住居の拡張が行われたと思われる。� 
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第 4節平安時代の遺構と遺物

遺物 (第38図、第21表)
 

1 ~ 5は土師器杯、 6・7は土製支脚、 8は須忠器歪である O
 

160号住居跡

遺構(第39図)

[住居構造] 159H・356D・33Mに切 られ、さらに撹乱により壊されているため、詳細は不明である。

(平面形)方形か。(規模)不明。(壁高)確認できた部分では 23cmを測る。(壁溝)検出されなかったが、

上幅20~28cm ・トー幅 10cm ・深さ 19~20cmの間仕切りと思われ る溝が確認できた。 (柱穴)間仕切り溝付

近の深さ 105cmのものが主柱穴と思われる o (覆土) 6層に分層される。

[遺物]須恵器器台の小破片 2点が出土 した。

[時期]古墳時代後期(6世紀前葉)。

遺物(第39図、第22表)
 

1・2は須恵器器台の脚台部である。


第 4節 平安時代の遺構と遺物 

( 1 ) 概要

第46地点で検出された溝跡 (33M)と同一遺構と考えられる。時期については、第46地点で 9世紀後

~末葉と判断したが、 本地点でも良好な遺物が出土しなかったため、 詳細時期を設定できなかった。 

(2 ) 溝跡 
  

33号溝跡


遺構(第40図)


[構造]平成15年度の第46地点、で検出された 33Mの東側延長部である o 158・160Hを切り、 356・358D

に切られる。(規模)確認できた長さは11.2mで、上幅60~83cm ・卜幅35~50cm ・深さ 6 ~20cmを測 る。

(走行方位) N ~750 ~Wo (覆土)ロー ム粒子 ・ローム小ブロックを含む黒色土を基調とする。

[遺物]須恵器杯、土師器蓋の小破片が僅かに出土した。

挿図番号 器種 器高 口径 底{主 ヰ寺 徴 色 調 胎土 調 整 出土位置 遺{字度

図版16 須恵器
底部/底部器厚4mm 灰色

白色砂粒を
底部に回転糸切り 1良あり 覆土中 日支部小破片2-1 杯 合む

図版 16- 貞恵器 白色砂粒を
2-2 ナ不

底部/底部器厚5mm 灰色
合む

底部に回転糸切り痕あり E富士中 底部小破片 

図版16 須恵器 底部/底部器厚6mm/1・2に
灰褐色

白色針状物
底部に回転糸切り痕あり 覆土中 底郎小破片

2-3 杯 比べやや器厚がl亨め 質を含む

口縁部/口縁部は僅かに外皮
図版16 土問器

一 /器厚4mm/内而は煤けてい  ft;}黄褐色 砂粒を含む 内外面横ナデ
口縁部小破

2-4 婆
覆土中 

内面 へラナデ/外面粗
2-5 墾 鵬和m 明茶褐色 砂粒を含む

り
覆土中 胸部小破片 -1

る

11いへラ背

第 23表 33号溝跡出土遺物一覧 
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第� 5節 中世以降の遺構と遺物

[時期]平安時代(9世紀後~末葉)。

遺物(図版16-2、第23表)

いずれも小破片で、� 1 ~ 3は須恵器杯の底部、� 4・5は土師器警で、� 4は口縁部、� 5は胴部である。

第� 5節 中世以降の遺構と遺物

(1)概要

中世以降の遺構は、土坑� l基� (358D)・地下坑� 1基� (356D)が検出された。� 358Dは用途不明の土坑

であるが、坑底近くから粘土ブロックと際、白い灰が検出されたことから、カマド跡の可能性がある O 

356Dは入口竪坑部と� 5基の横坑状主体部で構成される地下坑の形態をもっO 時期は、� 18世紀後半か

ら19世紀代であろう。� 

( 2 ) 土坑 
  

356号土坑


遺構(第41図)


[構造]地卜.坑である。入口竪坑部と� 5基の横坑状主体部で構成されている� 主体部は入口竪坑部の北O

担IJ に 1 基、西側に 3 基、東側に l 基で北側から時計回りに主体部A~E とする 。 (入口竪坑部)開口部

は1.15 x0.85mの長方形を呈し、東側に� 2ヶ所と西側に� 3ヶ所の足掛け状の掘り込みをもっO 坑底面ま


での深さは2.45mを祖IJるo (主体部)坑底は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がり、天井部はアーチ状を


呈する� 壁と天井部には工貝痕が確認できた。東丙に延びる横坑の一部を共通の通路としているが、危
O

険防止のため重機により天井部を除去したため、通路部分の詳細は不明である� 主軸方位はA・C.EO

がほほ� N-So B.Dがほぼ� E-Wである� く主体部A)入口竪坑部の北側に位置 し、主体部の中ではO

最大である 。 奥行き 2.70m ・幅0.9~ 1.40m ・天井部までの高さ1.0mを測る O 入口近くの両端には、照

明用具を置いた可能性のある掘り込みが確認できた。 <主体部 B)東丙に延びる横坑の東端に位置し、


奥行き1.8m ・幅1.05~ 1.3m ・天井部までの高さ 0.95m を測る o <主体部 C)入口竪坑部から西側に� 1
 

m程離れて位置し、奥行き1.2m ・幅0.75~ 1. 05m ・天井部までの高さ 0.82m を測る O ぐ七体部� D)東西

に延びる横坑の西端に位置し、奥行き0.6m・幅0.9m・天井部までの高さ0.85mを測る。 く主体部 E)

主体部Aの西側に� 1m程離れて位置し、奥行き1.2m・幅0.7m・天井部までの高さ� 0.7mを測る O

[遺物]陶磁器・土器・土製品・瓦・石製品・金属製品など多くの遺物が出土した。� 

[時期]近世 08世紀後半~19世紀代) 。

遺物(第42図、図版16-3、第24表)� 

1 ~18は磁器、 19~25 は陶器、 26は土器である O 

27は土製品で、面摸(めんかた)の小破片である� 高さ� 2.9cm・幅2.5cm・厚さ0.5cm・重さ3.6g 0O

28・29は石製品で、� 28は七日の上皿の破片であろう� 長さ� 13.3cm・幅6.0cm・厚さ4.6cm・重さ378.0g 0O

29は砥石で、長さ� 5.7cm・幅4.6cm・厚さ1.21cm・重さ40.6g 0 使用面は裏面の� 1面で、表面には成形痕

の条線が確認できる O

門

i 



第� 3章城山遺跡第55地点の調査
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第� 5直行 中世以降の遺構と這物� 

f)伺 り!� 
33 


29 


28 ---'~' 一一 -_.- ~ - . ~ 、ー一電	 口 口� 

10cm 

第42図� 356号上坑出上遺物� 0/3) 

30・31は桟瓦の破片である。� 30は長さ� 9.3cm・幅5.6cm・厚さ1.5cmo31は8.7cm・幅5.2cm・厚さ1.5cmで¥

金雲母を多く含む。� 

32は鋳型の破片であろうか。全体に黒褐色を呈し、粘土中にはスサが混入している。鍋などの大型製

品別のものであるかもしれない 0 

33は銅製品で蝶番(ちょうつがい)である� 長さ� 3.0cm・最大幅2.5cm・重さ� 0.8g 舌状を呈する本体O	 0

部分の基部には任0.5mmの軸通部を� 2ヶ所有する� また、本体部分には鋲留用の小子しが� 4ヶ所穿たれてO

いる� o34・35は鉄製品。� 34は釘で、長さ� l1.0cm・頭部幅1.2cm・軸幅0.9cm・重さ� 24.0go35は鎚(かす

がい)で、長さ� 18.7c111・最大幅1.3cm・最大厚0.9C111・電さ� 71.0g 0 

358号土坑

遺構(第43岡)

[構造] 158日を切る。坑底近くから粘土ブロックと離が、さらにその下から白い灰が検出された。(平

由形)ほぼ円形。(規模)径約95cmo(深さ) 70C111 (覆十J 8層に分層される0 	 O

[遺物]陶磁器・十.器・土製品・瓦が出土した。

[時期]近世 08世紀後半~19世紀前半か)。

[所見]カマド跡の可能性があるが、用途不明。� 

園自 粘土範囲1-~ 

灰範囲� 

11冒 ロ ム粒子� I、百合古む暗地色ょ� 

2層 口ーム粒子を僅かに含む晴禍色上� 
12.5rn 	

(1層よわも暗色)れ� 

3層 /;k禍色柚上プロ ンクを多く 、茶摘色砧土プ

ロンクを古む暗灰同色上. 
4制民褐色粘上ヴロ ック. 

5層� i正問色粘土プロンク を多〈古む暗灰間色土。� 
6届 ローム粒子を僅かに吉む暗褐色上@ 

7層 階灰褐色粘土粒子桂寸世子 脱化物粒子

灰を古む1M褐色土a 。� 1m8層 吹

-ー面ー面ー画ー画ー""

第43図� 358号上坑� 0/60) 
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第 3章 城 山 遺 跡 第55地点の調査

( )内は現存値 ・推定値

法量
図版番号 遺構名 種目Ij 器 樋	 製作の特徴 推定産地 日寺 期

器高 口径 底径

図版16-3-1 356D 磁器 2.5 2.4白磁/ロクロ成形/被熱 肥前系� 18c後半.06盃� 

染付/化学コパノレト/ロクロ成形/外面 風景文、
図版16-3-2 356D 磁器 ぐい飲み� (31) 2.8 

高台脇2重圏線、底裏角寿銘 	
瀬戸� 19c 後半以後

図版16-3-3 356D 磁器 くい飲み� (22) 	 染f寸/化学コノミ/レト/ロクロ成形/外面 文様あり 肥前系� 19c 後半以後

図版16-3-4 356D 磁器 紅皿� 1.4 (56) 	 白磁/型打成形/外面ー蛸唐草印刻文/外面口縁
肥前系� 18c 後半

部直ド~底部は無紬

図版16-3-5 356D 磁器 車工出� (4.6) 1.2白磁/型打成形/外面白縁部直下~底部は無紬� H巴前系� 18c 後半

図版16-3-6 356D 磁器 碗� (24) 11/型紙席ロクロ成形/化学コバノレ ト 瀬戸 ? 18c 後半以後

図版16-3-7 356D 磁器 湯飲茶碗� (13) 
染付/ロク口成形/外面 。口唇部圏線、口縁部直

下2重圏線、高台脇2重圏線/化学コバノレト
瀬戸� 19c 後半

図版16-3-8 356D 磁器 湯飲茶碗� (39) 染付/ロクロ成形/内由] 口縁部直ド2重園練/
外面:口縁部直下 ・体部下端1童図線

肥前系� 19c前半

図版16-39- 356D 磁器 小丸碗 染付/ロク ロ成形/外面草花文�  1巴前系� 19c前半

図版16-3-10 356D 磁器 小丸碗� (4.9) 染付/ロクロ成形/外面 高台脇 ・高台部1重圏線 』巴前系� 19c前半

図版16-3-11 356D 磁器 端反碗� 3.8 1) (3.
染付/ロク ロ成形/内面

福寿銘文

見込み五弁花/外面� : 
1巴前系� 18c 後半

図版16-3-12 356D 磁器 碗� (4. 1) (25) 
染付/ロク口成形/内雨 見込み� l重圏線に五弁花� 
/外面植物文、高台脇I重圏線、高台部2重閏線

H巴前系� 19c前半

図版16-3-13 356D 磁器 音量� (30) 一 染付/ロ クロ成形/外面七宋結文 肥前系� 18c後半

図版16-3-14 356D 磁器 蓋物� 6.3 (9.2) 染付/ロク口成形/外国
圏線/内面無文

蛸唐草文/見込み1重
肥前系� 18c 後半

図版16-3-15 356D 磁器 皿� 2.2 (7.6) 
染付輪禿皿/ロク口成形/内面 唐草文に2童圏

線、見込みIi.弁花、砂付者/外面無文
肥前系� 1Sc 後半

図版16-3-16 356D 磁訟 慨利�  | 一 体部小破片/ロクロ成形/外面 灰紬 ワ つ

。図版16 -173- 356D 磁器� t閲i.~軍Ij	 染付/ロクロ成形/外面 竹文/比熱� 1巴前系

図版16-3-18 356D 

図版16-3-19 356D 

図版16-3-20 356D 

図版16-3-21 356D 

図版16-3-22 356D 

図版16-3-23 356D

図版16-3-24 356D 

図版16-3-25 356D 

磁器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

急、須

鉢

徳利

凶� 

土井E蕎� 

釜� 

土瓶�  

灯明具� 

(2.5) 

1.2 

3.2 

(40) 

(53) 

染付/ロク口成形/注口下 i~ 1日壬 さ ，1.3 cm/注目内
面7干し/外国文字文、2重圏線

口縁部/ロクロ成形/外面白縁部直下に� I条線/

内外面に黄紬� 

肩部/ロクロ成形/外面灰粕

削り出し高台/ロク口成形/内面 灰粕/外面:

無手由

受部径4.3cm・最大径5.9cm/ロク ロ成形/摘み貼

イ寸け

支部径6.1cm・最大径8.7cm/ロクロ成形/摘み貼

付け(欠損)/外面 鉄紬/内面j!l(紬/胎土は
茶褐色

底部は上底状/ロ クロ成形/外部 灰紬/体部下

半~底部は無柏/外商に煤付着

6.2 
支部径4.2cm/ロクロ成形/灰粕/J氏面無粕/油
溝半月形

瀬戸 ? 

瀬戸� 

瀬戸� 

瀬戸� 

信楽系� 

つ� 

信楽系� 

瀬戸� 

19c 

18c後半~
19c前半

1Sc 後半~�  
19c前半

18c 後半

19c 

19c 

19c 

19c前半

図版16-3-26 356D 土器 熔熔� (1.1) 一 底部/内面及び外面底部褐色、外面白縁部黒色 在地系 ワ

凶版17-1-1 358D 磁器 血 一 口縁部小破 片 /内面草花文/外面 肥前系� 18c後半

2-図版17-1 358D 陶器 くい飲み 口縁部小破片 瀬戸 ワ

図版17-1-3 358D 陶器 田 口線富市小破片 唐津� 17c後半

図版17-1-4 

図版17-1-5 

358D 

358D 

陶器

陶器

皿� 

{査本IJ

l底部小破片/鉄粕

体部/外面鉄平由

瀬戸� 

瀬戸� 

1Sc後半~�  
19c前半

18c 後半~�  
19c前半

圏版17-1-6 358D 土器 倍熔 .44 口縁部内外面横ナデ/底部を除き内外白黒色 在地系� 18c 前半

図版17-1-7 358D 土器 培熔 一 小破片/口縁部内外面横ナテ/内外面黒色 在地系 つ

第24表 土坑出土の陶磁器 ・土器一覧� 
(単位 。cm)
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第� 6節遺構外出土遺物

遺物(図 版17-1、第24表)� 

lは磁器、� 2 ~ 5は陶器、� 6 • 7は土器である O 

8・9は素焼人形の小破片である� いずれも何を象ったかは不明であるが、� 8は上端に直径� 3mmの穿O

孔をもっo 9は袴の裾部の一部であろうか。� 

10は瓦の小破片と思われる� 色調は暗樟色を呈し、粘土中には雲母・砂粒を含む。O

第� 6節遺構外出土遺物

ここでは、第46地点同様に表土や撹乱そして遺構内であるが、明 らかに混入品と思われる遺物を遺構

外出土遺物として扱うことにする O

遺構外出土遺物としては、縄文時代の石器 ・土器、古墳・ 平安時代の土器、 中近世の陶磁器・土器・

石製品(砥石)が出土した。そのうち、古墳・平安時代の士器については小破片であったため、縄文時

代と中・近世の遺物について説明する。

(1)縄文時代の石器(第� 44図� 1~ 5、第25表)
 

1は石鉱未製品、� 2 ~ 5は剥片である。石材はすべて黒曜石である。
 

(2 )縄文時代の土器 (第44図� 6 ~27、第26表〕

縄文時代の遺物は前期の諸磯式土器を中心に出土している。� 6はLの撚糸文を持ち、やや外反する深

鉢の口縁部片で、早期の稲荷台式と思われる� 城山遺跡で、の早期撚糸文系土器の出土は例が少ない。O

7 ~ 9は早期条痕文系の士器片である� いずれも貝殻条痕文以外の文様は認め られない。O

10・11は前期の羽状縄文系の土器片と思われるが、胎士中の繊維混入は僅かである O 

12~24は前期後葉の諸磯式土器の土器片である。 多くが沈線文を地文に持つ。 25 は不明の土器である。 

26・27は中期中葉~後葉の士器片と恩われる。� 

(3 )中・近世の遺物 (第44図42、図版17-28~42、第27表)
 

28~30は磁器、 31~39は磁器、 40 ・ 41 は士器である O
 

O O42は砥石である� 長さ� 6.3cm・幅3.3cm・厚さ1.8cm・重さ49cmo 下端は欠損する� 

挿図番号 器 種 石材 長さ 中高 厚さ 重量 遺存状態 備考

第叫図1 I 石鍬未製品� | 黒曜石� 26.64 20.87 12.11 5.6 完形

第44図2 剥片 黒曜石� 27.23 29.41 12.04 7.1 完形

第44図3 剥片 黒曜石� 24.11 15.07 6.62 1.8 完形

第44図4 剥片 黒曜石� 24.45 16.67 I 6.42 1.2 完形

第44凶5 まIj片 黒曜石� 29.25 ]9.86 5.93 2.9 I上部欠損 被熱� 

第25表遺構外出土の石器一覧� 
(単位� mm • g) 
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第� 6節遺構外出土遺物� 

胎土混入物
t市凶番号 部位 文様・ 特徴など 色調 時期・!I'i式 出土位置 備 考

繊 角 磯 砂 他

第44図6 口縁� L撚糸文 褐色 和何台?� O 159H 

第44図7 1同 貝殻条痕文 赤縄色 条痕文系� O O 白� 160H 繊維極めて少量

第44図8 1同 貝殻条痕文 褐色 条痕文系� C O 158H 

第44園9 胴 貝殻条痕文 明褐色 〆 表土条痕文系 、)

暗褐色 J

第44図11 口縁 竹管による� HIJの刺突文/R縄文 明縄色 黒浜 。� O カ山159H 繊維極めて少量

第44図12 口縁 竹管による横位沈線文 陪赤褐色 諸磯 b O 表土

158H雲O O期I円無節の羽状縄文月間� 10図44第

第44図13 底 竹管によ る償位沈線文 赤褐色 諸磯b O 159H 

第44図14 1同 竹管による横位沈線文 明伺色 諸磯� O 159H 

。
。
。

。
。


O 

O 

00  

O 

諸磯 C白il44図15 口縁 竹管によ る沈線文/結節禅線文 褐色 159H 

』同� 16図44第

月同� 17図44第

月同� 18図44第

褐色 諸機 b~c粘土紐を貼付したよに竹管による刺突文 158H 

竹管による沈線文/結節浮線文 赤褐色 諸磯 C

竹管による鋸歯状の沈線文 赤褐色 諸機� c? 

159H 

160H 

諸磯 c O第44図19 胴 竹管による縦位沈線文 黒縄色 158H 

c諸磯褐色竹管による縦位沈線文月同� 20図44第 O 159H 

第44図21 1同 沈線による楕円状文 暗褐色 諸磯?� O O 160H 

::D44図22 胴 同心円状の結即浮線文 褐色 諸機 c O 159H 

第44図23 1同� 3本の竹管による結節沈線文 褐色 諸磯 c O 158H 

第44図24 底� 3本の竹管による結即沈線文� | 赤褐色 諸磯 c O O 160H 

第44図25 1同� R撚糸文? 明褐色 不明� O O 表十

第44図26 胴 無文 褐色 阿玉台 つ� O O O 金� 160H 

IJ加曽手� E II 

※織 。繊維角.角閃石磯.細線砂砂粒白 白色粒子 雲 雲母 ガ ガラス状粒子金 金雲母

第26表遺構外出土の縄文土器一覧

( )は現存値及ひ推定値

法量
図版番号 態別 苦言 種

器直J 口径 底i圭
製作の特徴 推定産地 時 期

図版17-2-28 磁器 碗
口縁部小破片/染付/ロクロ成形/外面 '風景文/内面
口縁部直下2重圏線

肥前系� 18c中

図版17-2-29 磁器 碗� (2.4) 
底部小破片/染付/ロクロ成形/外面
重圏線、高台部内2重閤線/内面 。無文

草花文、高台部1
肥前系� 18c中

図版17-2-30 磁器 碗� (1.7) 
体部下半~底部破片/染付/ロクロ成形/外面白 草花文、
高台部2重圏線/内面 ・見込み寿文

肥前系� 18c中

図版17-2-31 陶器 菊皿� | 口縁部小破片/ロクロ成形/外面底部を除き灰紬 瀬戸� 16ci圭半

図版17-2-32 陶器 天目茶碗
体部ノj¥破片/ロクロ 成形/内外面鉄紬(天目紬)/胎土灰

色
瀬戸� 16c 後半

図版17-2-33 陶器 瓶 ? (18) 
J氏部小彼片/型づくり/外面灰柏、外面底部及び内面は無
紬/胎土灰白色

ワ ワ

図版17-2-34 陶器 碗� (2.3) (39) 
半磁器/体昔話~底部破片/染付/ロクロ成形/外商
文、 高台脇太線1重圏線十2重閤線/胎土黄白色

草花� 
ij!::前系 18c中

図版17-2-35 陶器 短頭蓋 頚部~胴官官小破片/ロク口成形/外国灰粕 常滑� 14c 

図版17-2-36 陶器 灯明具� (5.8) (6.4)
台付/ロクロ成形/油溝半月形/胎土色調は明鐙色/脚台
部内面を除き鉄紬/胎士は燈色

在地系� 19c前半

図版17-2-37 陶探 土鍋 口縁部小破片/内外面鉄平曲/胎土陪黄褐色 在地系 近世

図版17-2-38 陶器� tai鉢 胸部小破片/内外面鉄紬/胎土黄白色 瀬戸 近世

|盗帯による懸垂文/RL縄文 O O 160H弟� 44図27 底� 明赤褐色

図版17-2-39 陶器 日音胸部破片/内外面鉄紬/胎 ↑ 灰褐色

図版17-2-40 土器 風炉ワ 口縁部小彼片/内面白削り後磨き/外面 ナデ 在地系 中世つ

図版17-2-41 土器 手熔り� 2.9 叩吋叩IJ仇 一部直下に菊花か | 在地系 中世
スタンプ/内外面黒褐色/胎土lこ石英 ・片岩を含む

(単位� cm) 

第27表 遺構外出土の陶磁器 ・土器一覧� 
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第 4章調査のまとめ

本書は、平成15・16年度に国庫補助事業として、確認調査及び発掘調査等を実施した成果を収録した

ものである。今回はそのうちの発掘調査を実施した城山遺跡第 46・55地点についての調査所見をまとめ

ることにする。

第 1節 縄文時代前期末葉の遺構・遺物について

本報告中、第 46地点の調査では 2号住居跡が確認された。 この住居跡は遺構上部の多くが耕作によっ

て破壊されており、床面も卜レンチャーによって溝状に撹乱されているものの、地床炉の位置や住居の

規模については確認することができた。

住居跡の時期については、遺物の出土点数が少なく土器型式も一定していないため、詳細時期を特定

できないが、諸磯 b・C式、十二菩提式の土器を中心 lこ遺物が出土していることから前期末葉に位置付

けられるであろう O 本文中にも記したが、この時期の住居跡としては志木市で 2例目である O

志木市内において前期末葉の土器群は、城山遺跡、をはじめ新邸遺跡、中野遺跡、中道遺跡なと柳瀬川

に面した台地のごく縁辺地域を中心lこ出土しているが、その多くは遺物包含層からの出土、あるいは後

世の遺構の覆土に混入した、いわゆる流れ込みの遺物としての出土である O

遺構からの出土例は、城山遺跡A地点 l号住居跡(志木市 1984)、新邸遺跡第 l地点 1号土坑(佐々

木・尾形 1986)、同第 8地点  1号ピット・ 土坑(尾形 ・深井・青木 2007)で見られ、また、未報告

資料の城山遺跡第22地点  2号集石、同第59地点小竪穴状遺構などを含めてもごく僅かである

こうした中で、 今回の 2号住居跡の検出とその出土遺物は、本報告だけを見れは地味なものに見える

が、大変貴重な発見であり、 当該時期の資料の蓄積という意味でも今後の研究において重要なものと言

えよう O

第 2節 古墳時代中・後期の土器について

古墳時代中・後期の住居跡、は、第 4 6地点と第 55地点を合わせると 8 軒 052~154 ・ 156~160日)検出

されている O そのうち、新旧関係が確認できたのは、 153日と 154H 053日→ 154H)、 156Hと157日 

057→156H)、159Hと160H 060H→159H)の 6軒である。

出土土器については、 156・158・159・160Hから僅かに須恵器護・器台形土器(以下、「形土器」を

省略)の小破片があるが、大部分は土師器で、器種としては杯・柑・鉢・甑・歪に分類できる。

以下、 各住居跡出土の土器について考えてみることにする O 
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第� 2節 古墳時代中・後期の土器について� 

152H出土土器(第� 9図)

土師器杯� (2 ~ 4)・甑(6)・聾(5)とミニチュア土器(1)で構成されるO

土師器は全器種を通じて共通する調整・胎士をもつことから、「在地系土師器J(尾形 2005・2006)


と考えられるO

切くは� 2が推定口径12cmで、口縁部と底部との境に段を有する有段士不である。� 3は推定口径� 13.6cmで� 1よ

りもやや大振りで、口縁部と底部との境を有する有稜杯である。� 4は平底で外面には成形痕である指頭

による押捺痕が観察される程度である o 2は黒色士器の可能性があり、� 3・4は無彩士器である。

窪は長胴化が完成した長重で、胴部中位以下を欠損する O 最大径は口縁部と胴部中位のほぼ|司位胃に

あり、胴部の膨らみは弱いが中位にある。

甑は筒抜け式のもので、口縁部から胴部中位を欠損する。

以上、本住居跡出土士器の特徴は、杯では在地系の黒色系・無彩系士器で占められ、法量の小型化傾

向が顕著ではなく、査の胴部の膨らみがまだ上半にないことから、� 7世紀前葉に比定できる� O 

153H出土土器(第10図)� 

154Hに切られ、調査医北丙端に焼土が確認できることから炉跡をもっ住居跡と考えられる。士器は

了卜師器坪(1)・士甘(2)・壷(3)で構成される。

旬、は推定口径13cmで、全体に内湾する器形を呈し、外面にへラ磨き調整が施される赤彩士器である。

士甘は底部が碁笥底を呈する中型のものである。器面は摩耗が著しく特に外面の調整は不明であり、赤

彩は施されていると思われるが明確に確認できなかった。

査は複合口縁を呈し、肩部で 「く」字状に屈曲するものである� O

以上、本住居跡出土の土器の特徴は、中型地や複台口縁を呈する壷の存在から、古墳時代中期の様相

を残すものである。時期については、基本的に住居跡に炉跡を もち、� 5世紀後葉の154Hに切られるこ

とから、� 5世紀中葉に比定できる。� 

154H出土土器(第11図)� 

153Hを切ることが確認できたが、遺構の南西コーナーの一部のみの検出であるため、遺構の詳細は

不明である。土器は土師器坪(1)・壷(2)で構成される O

杯は口径13.6cmで底部が碁笥底を呈する内斜口縁杯である O

査は口縁部途中に� l条の段を有し、内外l屈に光沢をもっへラ磨き調整が施されるもので、不鮮明であ

るが外面に赤彩の痕跡が観察できることから、壷と考えられる O

時期については、� 153Hと土器のセットで考えた場合は、さほど新旧の差が顕著ではないが、住居跡

の切り合いから、� 5世紀後葉に比定できる。� 

156H出土土器(第15図)

土師器坪(1・� 2)・歪(5 ~11)、須恵器護( 3・4)で構成される O

土師器はすべて無彩系で、さらに全体に共通する調整・胎士をもつことから、「在地系士師器」と考

Oえられる� 杯は� 1が推定口径9.4cm、� 2が口径13.6cmを呈する。査はさらに長聾� (6 ~ 9・11) と丸聾� 

( 3・10)に分類される。特に長聾の特徴としては、口縁部が大きく外反し、� 6のように口径が胴部最

大径を上回るものや� 7のように口縁部と胴部との境が段をもつものが目立ち、全体に胴部下半のスリム

化がうかがえる� 土師器杯同様に「在地系土師器」と考え られる。O

須恵器警は小破片で、内面には当て道具痕、外面には叩き道具痕が観察される� o 4の内面には青海波� 
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第� 4章調査のまとめ

文が残る。

以上、本住居跡出土の土器の特徴は、土師器士不・査で 「在地系土師器」で占められていることから、� 

7世紀以降に比定でき、さらに� 6の長護のように口径に最大径をもっタイプが伴うことから、おおよそ� 

7世紀後葉に比定できる� O 

157H出土土器(第17図)

土師器杯C1~4)・鉢( 5 )・聾 (6 ~ 8)で構成される O

士師器は全体に共通する調整・胎士をもつことから、「在地系士師器」と考えられる� O

杯は� 1が口径10.9cm、� 2が12.2cm、� 3が15.4cm、� 4が13.6cmで、全体に法量のばらつきがうかがえる。� 

1・2・4は無彩系有稜郎、� 3は赤色系の大型有段杯であるが、特に� 3は法量や器形が� 6世紀中葉を主

体とする有段杯に類似するが、調整・胎土については異なり、この赤色系土器についても 「在地系土師

器」の司能性がある(註1)。

また、警では小型丸聾(6)と長聾(7・8)に分類できるが、長査は口縁部が大きく外反し、胴部

上半がやや発達し膨らみをもち、口径がまだ顕著に胴部最大径を上回らない器形である� O

以上、本住居跡出土の土器の特徴は、土師器杯・鉢・警が 「在地系土師器」で占められていることか

ら、� 7世紀以降に比定でき、さらに� 3の郎ような大型製品が含まれることや長警の最大径が顕著に口径

に移行していない特徴から、おおよそ� 7世紀中葉に比定できる。� 

158H出土土器(第35図)

土師器杯C1 ~4)・ 護(5 ~ 8)、須恵器聾(9 )・器台(10)で構成される。

土師器は郎c1� ~ 3) を除き、 「在地系土師器」と考えられる� O

杯は� 1・2がいわゆる 「比企型杯」である。� 1は推定口径12.0cm、� 2は推定口径11.4cmで、前段階の

ものに比べ、小型化傾向がうかがえる。� 1は口縁部と底部との境の有段がやや弱いが� 2点ともに有段系

に属するものである o 3は有段口縁杯である� 胎土にガラス質を含み、さらに底部の粗いへラ削りをもO

っ特徴から、広域流通品と考えられる o 4は口縁部が直立し、口縁部と体部との境に断面三角形の有段

をもっ有段杯で、これは「在地系土師器」と考えられる� 推定口径は12.7cmで、ある。O

聾は長聾� (5~ 7)と丸聾(8)に分類でき、特に長聾はII径がまだ胴部最大径を上回らない器形で

ある。� 6は胴部上半に胴部最大径をもち、底部に木葉痕が残っていることから、最新の傑相であると百

える O

須恵器では� 9が聾の口縁部破片、� 10が器台の脚台部破片である。いずれも優品であり、陶邑製品と考

えられる。特に� 9の聾は159B-8と同一個体と与え られる� O

以上、本住開跡出土の土器の特徴は、土師器郎の口径がやや小型化傾向にあること、そして、土師器

護では長窪� 6が共伴することから、おおよそ� 7世紀中葉に比定できる。� 

159 H出土土器(第38図)

土師器杯c1� ~ 5)、須恵器聾(8 )で構成される O

特に土師器士不は、法量の目安としての口径がすべて推定口径であるが、� 1は14.0cm、� 2は12.8cm、� 3

は12.4cm、� 4は12.0cm、� 5は1l.8cmで、僅かに小型化傾向にあるものの顕著とは言えないであろう。� 1

は赤色系の有段師、� 2は有段口縁杯、� 4は黒色系有段杯で、� 3は在地系の黒色系有段杯と考えられる。

須恵器聾の� 8は前述したが、� 158H-9と同一個体と考えられる。

以上、 本住居跡出土の土器の特徴は、土師器杯の口径がまだ顕著に小型化傾向がないことを重視し、� 
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おおよそ 7世紀前葉に比定できる。 

160H出土土器(第39図)

須恵器器台の脚台部小破片が 2点出土している。 1は脚台部トー半で僅かに屈曲する器形で、 上下を 2

条凸帯で区画された内側は櫛歯状て具による連続刺突文が施文される。透かし窓は 2ヶ所確認できる。 

2は 2条凸帯に区画された内部は櫛歯状て貝によ る波状文が施文される O 透か し窓は lヶ所確認できる。

時期については、他の小破片を含め、おおよそ 6世紀前葉に比定できるであろう O

そして、今凶注目すべきことは、これらの上器と 同一個体と考えられる資料が、今回の 158H-10、

さらに以前に調査を実施した城111遺跡第34地点125・127号住居跡(尾形・深井 1999)、第25地点104号

住居跡(佐々木・尾形・深井 1996) というように本住居跡から近接するエリアの異なる住居跡から 出

上していることである o 1の刺突文は 127H-4、 2の波状文は 125H 13・104H-4にそれぞれ対応← 

する。接合関係を試みたが接合はしなかった。こ うした状況は、こ れらの須恵器の破片を所持するこ と

自体に意味があると想像するができる。さらに 158Hは 7世紀中葉、 125Hは 6世紀末葉、 127Hは 6世

紀初頭、 104Hは 5世紀中葉というようにそれぞれの住居跡の時期が異なるということも何 らかの意味

があるのであろう。おそらく、これらの製品は、特に陶邑製品という優品であるため、憧憶という意味

であるかは不明であるが、何らかのシンボリック的な役割を果たしていたのではな L、かと想像でき るも

のである。その場合、一過性だけのものではなく、 2世紀もの長い間という伝統的な要因を含んでいる

という可能性もある。また、今回出土した須恵器歪である 158H-9と159H-8が別遺構でありがなが

、。Lら日一個体と考えられることも単なる混入品として判断するのは危険であるかもしれな 

以上、今凶の第46・55地点の同調査で検出された住居跡の時期設定をまとめてみると、古い111員に 5世

紀代は 153Hが中葉、 154Hが後葉、 6世紀代は 160Hが前葉、 7世紀代は 152・159Hが前葉、 157・158 

Hが中葉、 156Hが後葉という時期を与えることができた。このように 6世紀代ではやや希薄であるが、

狭小エリアの中で 5世紀から 7世紀までの住居跡が検IHされていることは、城山遺跡、の古墳時代の集落

跡、の濃密さを不していると言えるであろう。

第 3節 平安時代の遺構・遺物について  

(1) 155号住居跡と出土土器について  

155号住居跡は、 33Mに切られていることが確認できたが、出上遺物から見て、かなり近接した時期

の遺構と思われる。

住居構造としては、 3.60x3.30mの長万形を呈し、小型住居に属するものであろう。カマドは A・B • 

Cの 3ヶ所で確認されることから、住居の作り 替えが行われていた可能性がある。最も新しいカマドは

粘上の遺存状態が良好な東カマドでカマド Aに相当する O

出上遺物(第20図〉には、 上器と鉄製品がある。土器はさらに須恵器杯と t師器聾に分類することが

できる O

ここでは、 l中1上上器について考えてみることにする O

まず、須恵器杯は 2点c1・ 2)で、 1は推定口径12.6crn・底径5.6crn、 2は口径11.8crn・推定底径6.0 
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cmをiJtIり、それぞれ底部は未調整で回転糸切り痕が残るJ O これら� 2点は、胎土に白色砂粒(長石類)を

含むことか ら、東金子窯製品と考えられる� 口径 ・底径比では、� 1の底径は口径の1/2を上回り、� 2のO

底径は口径の� 1/2を下回っている� 器形的には深身というよりまだ浅身タイプであることから、鳩山町O

広町B窯跡出土の須恵、器編年(渡辺� 1990)を参考にすると、広町B四期(9世紀中葉~後葉)に比定

できるであろう� O

上師器聾は� 3点c3~ 5)で、すべて武蔵型警に分類される o U縁部形態が「コ」の字形を呈するこ

とから、根本編年(根本� 1999) によるVI期(9世紀中葉)以降に比定されるであろう。

以上から、本住居跡出土の須恵器がと土師器査は、おおよそ� 9世紀中~後葉に比定できるが、須恵、器

杯で見られる円径・底径比の違いは、広田JB窯跡vn期の中で若干の時間差を示すものであり、それが住

屑の存続期間と一致する可能性がある O 

( 2) 33号溝跡について� 

33号溝跡� (33M) は、第46地点と第� 55地点の両地点で検� 11'，され、おおよそ東西方向に走行している O

両地点のデータを総合すると、 仁幅60~83cm ・下幅35~57cm ・深さ 6 ~32cmで、長さは第46地点の西端

から第55地点の東端までの確認できる範岡でミ約27mになる O

出土遺物としては、良好なものはなかったが、小破片でありながら、すべて平安時代に比定できる須

恵器杯・聾などが出土していることから、安定した出土状況を示していると芹えるであろう� o r1'[土土器

から詳細な時期の設定は難しいが、� 155号住居跡を切り、出土上器には回転糸切り痕を残す須恵器杯

(図版9-1-1~3) があることか ら、ここでは 9 世紀後~末葉として取り扱うことにする。

第� 4節 中世以降の遺構について

(1)土坑・地下室について

第46地点と第55地点で検出された中世以降の土坑は24基、地下室は� 3基であった。これらを分類する

と、 大ま かに A~D類の 4 つに分類することができる O なお、 331D は大部分が調査区外であるため、

分類から外すことにした。� 

A群長方形の土坑� 20基c1類� 13基、� 2類� 6基、� 3類� 1基)� 

1 類溝状上坑 (335 ・ 336 ・ 339~345 ・ 349 ・ 350 ・ 353 ・ 354D) 

2類-1類より短め� (334・338・346・348・351・352D)
 

3類一幅広の長方形� (330D)
 

B類一円形の土坑� 1基
 

358D 


C類一不整円形の土坑� 2基
 

337・347D
 

D類一地下室・地下坑� 3基(1類� 2基、� 2類� 1基)
 

l類地下室で、� 1竪坑� l主体部タイプ� (332・333D)
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2類地ド坑タイプ� (356D) 

以上、今回検出された十会坑を分類したが、これを城I11遺跡第42地点(尾形・深井・青木� 2005)で使

用した分類を参考にすると、次のように対応でき る。� 

A1類→� B1類� B類→C類� C類→D類� D 1類→� E1類� 

A2類→� B 2類� D 2類→� E 2類� 

A3類→� B 3類� 

A類の長方形の土坑は、� 1類の溝状土坑が長L、か短し、かという差により細分したものである。この� A

類は、城山遺跡第42地点では、� 18世紀前半から19世紀全般にかけての農業関連に同いられた「いもあな」・

「し、もぴっ」などと呼ばれる類として考えられている。� 

B類の円形の土坑は、� 1例検出されたが、第42地点においても用途等の詳細は不明であると説明され

ている。今回の358Dでは、国途不明であるが、坑底近くから粘十ブロックと離が、さらにそのドから

白い灰が検出されたことからカマド跡の可能性がある。時期につ いては、 18世紀後半~19世紀前半であ

ろうか。� 

C類の不整円形を呈する土坑については、第42地点においては、近・現代のゴミ穴とする例が含まれ

ている。基本的に大量の瓦や陶磁器・十会器などの山十会がある場合であるが、遺物がないものについては

不明である。今回の347Dからは志野の菊皿� 1点が出土しているため、中世� 06世紀〕と考えたが、厳

密には混入品である可能性もある。� 

D類の地ド室については、高崎直成氏の論考を参考にする(高崎� 2007)。これによると、 今回分類

した� 1類の332Dは� I群(単室)の2aC類(方形/竪坑下段)、� 333Dは1aB類(円形/竪坑有段)、 さ

らに� 2類の356DはH群(拡張)の� 4類(多角形)に分類できる。そしてこれらの同途について、� l類

は1/'世の地下式坑にもあるタイプで、用途は不明であるとしながらも「屋敷地内や畑中から検出する地

下室の立地場所は、近世後半以降のアナグラと同じであり、農作物の貯蔵用の可能性が高Lリ、� 2類は

「アナグラ・ムロ」として、「用途がはっきりしており、形態の� kでの1/'世にはない近世以降の形態であ

る」と説明されている。

今回の地ド室の時期については、出土遺物から 、 332D は 18世紀、 333 ・ 356D は 18世紀後半~ 1 9 i吐紀

代と考えられ、高崎氏が分析するように近世以降の時期に一致するものである。� 

( 2 )井戸跡について

井戸跡は、第46地点から 4 基 (25~28W) が検出された。これにより、城山遺跡における井戸跡は全

体で28基を数える。 時期については、今後トータ ル的に把握する必要があるが、第� 42地点では、� 8基中� 

4 基が 16jlJ:紀後葉~17世紀1/'葉に比定され、拍の城関連として捉えられている。

今回検出された井戸跡については、� 4基中� 2基� (26・27W)が遺物を山十会しなかったため、時期は不

明であったが、� 25Wからは陶磁器・十一器が山十会し、� 18世紀前半から後半の時期が与えられる。� 28Wにつ

いても倍惜の小破片� 1点が出土しているが、時期は特定できなかった。� 

83 



第 4章 調査のまとめ

〔註〕

註 1 I在地系土師器」は、無彩系土器を主体に黒色系土器で構成されるものと考えられていたが、赤色系十一器の存在の可能

性を指摘している(尾形 2006)。
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1.住居跡出土の炭化種実

新山雅広(パレオ・ラホ)

1.はじめに

本稿は、城山遺跡第46・55地点の住屑跡出土の炭化種実を検討し、利用植物を明らかにすることを目

的とする C 

2.試料と方法

炭化種実の検討は、第46地点の 3住居跡(152・156・157H)、第55地点の 2住居跡 058・159H)から

出土したものについて行った。各試料は、概ね抽出済みであり、袋ないしケースに乾燥保存されていた。 

3. 出土した大型植物化石

全試料で同定された分類群は、木本がモモ、サクラ属の 2分類群、草本がイネ、オオムギ、コムギ、

ムギ類の 4分類群であり、その他に虫えいが含まれていた。以下に、各試料の炭化種実を記載する O 

( 1 )第46地点 

152H (土壌サンフ。ル、ガラス小玉周辺の覆土):微細炭化物を多く 含む。その中に、イネ炭化匹、乳 2

個、イネ炭化穎(破片) 2個、オオムギ 2個、ムギ類 1個が含ま れていた。これら以外にも未炭化種実

が含まれていたが、現代のものが混入した可能性が高いと考えられる O 含まれていたのは、イネ科穎、

スゲ属、クワクサ、スベリヒユ、エノキグサ、キランソウ属である O 

156H (種1):モモ炭化核破片が 6個であり、完形換算で約 l個分である O 

157H (No.6の丸聾内の土壌より):イネおよびコムギの炭化住乳が各 10個程度て、あった。他に、虫

えいが僅かに含まれていた。 

( 2 )第55地点 

158H (種1):モモ炭化核破片が l個であ った。 

159H (種 1~ 3) :種 1はサクラ属の破片が 14個であったが、微細であり、 完形 1個分に満たない。

種 2はサクラ属の破片が 2個であり、完形 1個分である。種 3はイネ炭化旺乳が 1個である。 

4. 形態記載(図版18、第28表)

(1)モモ	 Prunus persicαBatsch 炭化核

いずれも破片であ ったが、表面に明瞭な溝が認められる O 第55地点の 158Hの核は、長さ 14.5mm、幅 

10.3mm程度で、あった。 

( 2 )サクラ属 Prunus 炭化核 

159Hから出土した。種 lは、径 2~ 7mm程度の微細破片で表曲の状態も悪く、全ての同定は困難で

あった。 しかし、何らかの核の一部であると思われ、比較的大型の 2個については、内部形態などから

サクラ属であり、先端部や縫合線部の破片と考えられた。大きさから小型のサクラ属と推定される。種 

2は、明らかなサクラ属であり、 長さ 9.3mm、幅6.9mm程度て、ある。表面の状態は悪いが、溝はな く、小

孔もないように思われるので、スモモかサクラ節と思われる O スモモとしては小型、サクラ節と しては 
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大型である。� 

(3)イネ OryzαsαtiuαLinn 炭化匹乳、炭化穎

炭化匹乳は、側面観・上面観共に楕円形。両面の表面には、縦方向の� 2本の筋が入り、� 3等分される。

これの真ん中は隆起し、両端は一段下がるO 第46地点の152日、� 157Hは、小型で=幅ないし厚みが極端に小

さい未熟果を含む。152Hの穎片は、� 1個は基部の部分である� 第55地点の159Hは、穎が少し付着する。O

(4 )オオムギ Hordeum uulgαre Linn. 炭化腔乳

側面観は長楕円形ないし紡錘形、断面は楕円形。腹面中央部には、 上下に走る� 1本の溝がある� 背面O

の下端中央部には、類三角形の腔がある� なお、ムギ類としたものは、表面の状態がわるく、欠損もしO

てお り、オオムギかコムギかの識別をし得なか った。� 

(5)コムギ� Triticumαestivum Linn 炭イヒ旺乳

側面観・上面観共に楕円形。腹自中央部には、上下に走る� l本の溝がある� 背面の下端中央部には、O

扇形の腔があ る。� 

(6)虫えい

昆虫が植物体に産卵寄生した結果、異常発育した部分であり、葉や果実などに見 られる� 出土したもO

のの� l個は、高さの低い概ね円柱形である。 もう� 1個は明らかに欠損しており、外形は不明である。� 

5.考察

各住居跡で利用されていた植物は次のように考えられた。第46地点の152Hは栽培植物のイネ、オオ

ムギ、ムギ類、� 156Hはモモ、� 157Hはイネ、コムギ、虫えいであった。� 157Hは、丸蓋(第17図� 6)内

の土壌から出土 した炭化種実であり、イネ、コムギが聾内に含まれていた可能性があるが、何故虫えい

ではサクラ属、イネの利159Hでモモ、158H地点については、55第、。Lも一緒に出土したかは分からな� 

用が考えられた。サクラ属はおそらく、モモ以外であり、スモモやサクラ節の可能性が考えられた。全

般に出土量が少ないので、各住居の炭化種実を十分に比較検討することはできず、利用植物に違いがあっ

たかどう かまでは言及できない。

以上から、城山遺跡第46・55地点の住居跡から出土した炭化種実を検討した結果、モモ、サクラ属、

イネ、 オオムギ、コムギが利用されていたと考えられた。

地点 第46地点 第55地点

分類群 遺構名� 152H 156H 157H 158H 159H 
• llil位� 

試料名など 土壌サ ンフ。ノレ 局� l 
NO.6 

;lu室内の土嬢
極� 1 極� l 磁� 2 積� 3

モモ 核� (6) (1) 

サクラ 属� 4五� (14) (2) 

炭化佐乳� 2 7(2) 1 
イネ

炭化穎� (2) 

オオム ギ 炭化匹乳� 2 

コムギ 炭化III乳� 10(1) 

ムギ類 炭化III芋L l 

虫えい� 1(1) 

数字は{同数、()内 は半分ない し破片の数を示す

第28表 住居跡出土の炭化種実一覧� 
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11.住居跡・土坑出土の灰試料

鈴木 茂(パレオ・ラボ) 

1.はじめに

イネ科植物は別名珪酸植物ともいわれ、根より大量の珪酸分を吸収し葉や茎の細胞内に沈積させるこ

とが知られている O こうして形成されたものを植物珪酸体(機動細胞珪酸体や単細胞珪酸体など)とい

い、機動細胞珪酸体については藤原(藤原 1976)や藤原・佐々木(佐々木・藤原 1978) など、イネ

を中心としたイネ科柏物の形態分類の研究が進め られている O こうしたことから、 得られた灰試料につ

いてその植物珪酸体(機動細胞珪酸体)の検出を図り、その形態を観察することによって母植物(イネ

科植物)についてある程度検討ができると考える O

以下には志木市の城山遺跡、においてれこわれた発掘調査で採取された土壌混じりの灰試料について上記

のことから植物珪酸体分析を行い、観察される植物珪酸体の形態より採取された灰試料の母植物につい

て検討した。 

2. 試料と分析方法

試料は、城山遺跡第46地点の 156H及び第55地点の 158Hと358Dより採取された灰試料 3点である O

この土壌混じり灰試料 3点について、下記の方法にしたがって植物珪酸体分析を行った。

秤量し た試料を乾燥後再び秤量する(絶対乾燥重量測定)。別に試料約 1g (秤量)を ト←ルビー カー

にとり、約0.02gのガラスビ ズ(直径約40μm) を加える O これに 30%の過酸化水素水を約 2 0~3 0cc

加え、脱有機物処理を行う O 処理後、水を加え、 超音波ホモ シナイザ による試料の分散後、沈降法に

より 10μm以下の粒子を除去する O この残誼より グリ セリンを用いて適宜プレパラー トを作成 し、検鏡

した。 

3. 観察結果(図版 19) 

156 日:図版 19-5~7に示したジグソ ・パズ、ル的な模様を示す珪酸体が多数認められる。これについ

て現時点では形態記載による母植物の特定はなされていないが、現生の コムギやオ オムギの穎に これら

と非常に酷似した形態が認められることから、これらはムギ類の可能性が高いと思われる O また、胴の

中央部分が大きく凹み、先端部分の中央も窪んでハサミのような形状をしている単細胞珪酸体が横方向

に連なって観察され(図版19-4)、これはイネ型の  it.細胞珪酸体と判断される。その他、ウ シクサ族

(ススキ、チガヤなど)やヨシ属(ョ、ン、ツルヨシなど)の機動細胞珪酸体が新鮮な状態で若干認めら

れる O こうしたことから 156日で認められる灰はムギ類?の穎を主体に稲藁やウシ クサ族、 ヨシ属を交

えた灰と判断される。 

158日:烏のくちばし状の突起を持つ珪酸体(図版 19-3-b )が多く 認められ、これはそ の形状から イ

ネの穎(籾殻)に形成される珪酸体の破片と判断される。また上記したムギ類?の穎とみられる珪酸体

の破片も少し認められる O こうしたことから 158Hで認められる灰の主体はイネの穎(籾殻)であり 、

ムギ類?の穎も含まれていると考えられる O 

358D:本遺構では断面形態がイチョウの葉型をした機動細胞珪酸体(図版19-1-a ・2-a)が多く認 
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められる� この珪酸体には側面部分に突起が、表由宇部分に窪みが、また裏由宇部分には細かく浅い亀甲状O

紋様が認められ、以上のような形態からこの機動細胞珪酸体についてはイネと判断される� O イネ以外で

はキビ族やシパ属の機動細胞珪酸体が新鮮な状態で若ヂ観察される� こうしたことから358Dで認めらO

れる民の母植物はイネと判断され、それに若干のキビ族やシパ属が混じっていると推測される O なおこ

れらキビ族やシパ属は水田内や畦などに成育していたいわゆる水田雑草類(タイヌビエやノシパなど)

と推測され、イネの収穫時などに混入し たのではなし、かと思われる� O

以上のように、� 156日ではムギ類と考えられる穎を、� 158Hではイネの穎を、� 358Dでは稲藁を主体と

した灰と判断される。またそれらに156Hでは稲葉やウシクサ族， ヨシ属が、� 158Hではムギ類?の穎が、

また358Dではキビ属やシパ属が若干混入した灰と判断されよう。

[百|用文献]

藤原宏志� 1976 iプラ ント・オノぐ ノレ分析法の基礎的研究(1) 数種イネ科植物の珪酸体標本と定量分析法� Jr考古学と自然、

科学� 9J p .15-29. 

藤原宏士、・佐々木 彰� 1978 iプラ ント・オノマール分析法の基礎的研究(� 2)ー イネ� (Oryza)属植物における機動細胞珪酸体

の形状� J r考古学と自然科学� 11Jl p.9-20 
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皿.住居跡・土坑出土炭化材の樹種同定

植田弥生(パレオ・ラボ)

1.はじめに

本稿では、城山遺跡第55地点の古墳時代後期の住居跡(158H) と近世の土坑 (358D)から出土した

炭化材 2試料の樹種同定結果を報告する O 

2.試料と方法 

358Dには異なる分類群の破片が含まれていたので、取上げられていた試料から形状や大きさの異な

る炭化材 3点を選び、樹種同定試料とした。

同定は、炭化材の横断面(木口)を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の 3方向(横断面・接線断

面 ・放射断面)の断面を作成 し、 走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察した。走査電子顕微鏡用の

試料は、 3断面を 5rnm角以下の大きさに整え、直怪 1crnの真錨製試料台に両面テ プで同定し、試料を

充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡(日本電子(株)製 JSM-TIOO型)で観察と写真撮影

を1Tった。 

3. 結果 (岡版20、第29表) 

158Hからは、 コナ ラ節の小破片が複数検出された。 

358Dからは、クリと思われる直径 6rnrnの枝、クリの晩材部と思われる小破片、ケヤキの小破片が検

出された。

以下に同定根拠とした材組織の特徴を記載し、材組織写真を提示した。 

O樹種記載

(1)コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版20-1a-lc

年輪の始めに大型の管孔が配列し、晩材部は薄壁で多角形の非常に小型の管孔が火炎状に配列している

環孔材で、広欣射組織がある O 道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿子L、内腔にチロ スがある O 放射組織

は単ダIjのものと広放射組織がある O 

( 2 )クリ? Cαstαnea-crenαtαSieb. et Zucc. ? ブナ科 図版20-2a・2b(358 D試料  1)・ 3a・3b 

(358D試料 3) 

試料 lは小型の管孔が火炎状に配列してい るように見られ、放射組織は申タIj、道管の穿孔は単穿孔で

あった。ク リの晩材部と思われる。

試料 3は当年輪だけの材で、小型の管孔が火炎状に配列し、髄は 5角形の星型である。放射組織は単

列、道管の穿孔は単穿孔であった。ブナ科の髄は星型である上に、ブナ科クリは放射組織が単列である

ことから、クリの+支材ーと思、われる。 

2) 試料20-3a-3c(358 Dニレ科図版Makino .)Zelkovαserrαtα(Thunb)ケヤキ( 3 

中型の管孔が配置する部分と、小型の管孔が集合して分布してい る部分が見られる O 道管の壁孔は交

互状、 穿孔は単穿孔、小道管にらせん肥厚がある O 放射組織は異性、 1 ~ 5細胞幅の紡錘形、上下端や

縁に結晶細胞があり、軸方向に連続して並ぶ結品細胞も見られた。 
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明瞭な環孔性が見られない事から、根材または節部の材と思われる。 

4. まとめ 

158Hから検出された炭化材は、小破片であり、本来の形状・用途は不明であるが、樹種のコナラ節は

建築材・燃料材・木器など色々な樹種利用が知られている有用材である。 

358Dから出土した小破片からは、クリ?とケヤキが検出された。クリ?は晩材部?破片と非常に細い枝

材で、ケヤキは根材か節部のようであり、これらの形状は雑多で有用部位ではないことから、不要部位

を燃やし廃棄したものかも知れない。

調査地点 遁 構名 桔f種 備 考 

158H コナラ節 小破片が複数

城山遺跡 試料  l クリワ 晩材部?の小破片

第一55地点 3580 試料  2 ケヤキ |根つ または節?の破片

試料  3 クリワ |φ6mm樹皮付き 芯持ち丸木枝

第 29表 住居跡・土坑出土炭化材の樹種同定結果 
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4a-4c :ケヤキ  (358D試料 2) a :横断面 b:接線断面 c:放射断面 
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主な時代 主な遺構 主 な 遺 物

縄文時代前期末葉 住居跡

縄文時代 士坑

古墳時代中期 住居跡

古墳時代後期 住居跡

平安時代 住居跡

溝跡

中世以降 士坑

地下室

井戸跡

道路状遺構

ピット群

縄文時代 士坑

古墳時代後期 住居跡

|集 落� i平安時代 溝跡
(第55地点)I~" ， ~ I 

中世以降 土坑

地下坑

_J調査面積
調査期間|� 調査原因�  lI .I (rrf) 

I20030228 

I348.29 I個人住宅建設� 

115.10 

1車FIfて器・石器� 

l基� | 

l軒� (土師器・土製品� 

4軒� |須恵器・土師器・ミニチュ

ア十器 ・土製品・ガ ラス小

玉・炭化種実� 

l車II須恵器 ・土師器・鉄製品� 

1本|須恵器・土師器� 

23基|陶磁器・土器・土製品・ 石

製品� 

2基|問磁器・土器・七製品・銅

製品・瓦� 

4基� i陶磁器・ 土器� 

l基� |陶磁器・土器・鋼銭� 

2基� |土器� 

3軒|須恵器・土師器・土製品・

不明土製品・炭化種実� 

l本|須恵器・士師器� 

l基� |陶磁器・ 土器 ・土製品・瓦� 

1基� l問磁器・ 土器・ 土製品・石

製品・金属製品・瓦

個人一�  

特記事項

縄文時代前期末葉

の住居跡� (2J) は

市内では� 2例目の

検出である。� 
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